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湖国近江は、長い歴史と美しい景観を今 日に至るまで伝えつづけている地域で

あるが、近年に至って、県下全域でくり広げられるほ場整備事業とともに、京阪神

のべ ノヽトタウン化が急進展し、大きな変貌を余儀なくされている。そして、その

ような中ですすむ琵琶湖の汚染もピッチを上げている。このため「富栄養化防止

条例」の施行 とともに、公共下水道の整備が急がれており、県下各地で工事がと

りくまれている。

本調査も、かかる下水道整備工事に伴なって実施したものであり、多大の成果

を得ることができた。本書が、近江の地域史の解明に幾分かの寄与をなすことを

願うとともに、一日も早 く下水道整備計画が完成し「美しい湖国」の復活するこ

とを願うものである。

昭 和 56年 3月

滋賀県教育委員会事務局

文化部文化財保護課長 沢
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I. は じ ,)|こ

昭和48年以降本格化 した、滋賀県下水道整備計画の一環をなす、湖南中部流域下水道管渠埋

設工事は、昭和52年 、守山市金ケ森町、大門町、横江町付近において、管渠埋設および管理用

道路建設に着手することになり、当該地が、周知の遺跡、金ケ森西遺跡、大門遺跡、横江遺跡

に該当するところから、事前に発掘調査を実施 して、その保存に万全を期すことになった。調

査は、滋賀県湖南中部流域下水道事務所の依頼に基づ き、滋賀県教育委員会が二次にわたって

実施 した。大門・横江遺跡については、第一次調査で完了したので、すでに報告 したところで

ある
鍬

、金ケ森西遺跡については、土地買収の関連 もあり、昭和52年度、昭和53年度、昭和54

年度の二次にわたって実施 し、昭和55年度整理調査を実施 した。

調査は、管渠が地表下 5mを押 し貫き工法で施工すること、管理用道路 も仮設道であるため、

全面調査 とせず、遺跡の広が り、性格を把握すべ く、部分的に実施 し、ピット部分を除き意識

的に完掘 しなかった遺構 も、かなりの数に達 した。なお、ピット部分については、当初予定地

に遺構が存在 したため、計画変更して工事実施された。したがって、当該地が本格的な道路 と

して整備されるに当っては、改めて保存策を構ずる必要があると考える。 (大橋信弥 )

註

(1)大橋信弥・谷口徹『湖南中部流域下水道管理用道路関連遺跡発掘調査報告書 I― 横江遺跡 。大

門遺跡―』 (滋賀県教育委員会 1978)

遺 跡 名 種  類 時  代

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

紳醍辮懺幹囃學幹囃鞭藉攀鶏榊麟熱雑

金

大

横

寺

赤

杉

欲

赤

石

播

吉

吉

庭

金

烙

欲

欲

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

古 墳

集落跡

集落跡

集落跡

寺院跡

墳

生

古

弥

墳古

弥生～鎌倉

弥生～平安

弥   生

古墳～鎌倉

古墳～鎌倉

弥生～平安

古墳～鎌倉

古墳～平安

古   墳

古   墳

平安～鎌倉

古墳～平安

白    鳳

古   墳

第 1図 遺跡位置図
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H.地理的・歴史的環境

(0 地理的環境

守山市城は、湖東平野の南西部、野洲川の下流から湖岸にかけての扇状地性三角洲上に位置

している。従って、当地の人々は、太古より野洲川がもたらした肥沃な土壌の恩恵に浴する一

方で、しばしば訪れる洪水との聞いをよぎなくされてもきた。まさに、当地の歴史は、野洲川と

ともにあると言っても過言ではあるまい。本稿では、当地の諸環境を考えるにあたり、まず野

洲川の盛衰を考えることから始めたいと思う。

現在の野洲川

野洲川は、その水源を御在所山に発しており、鈴鹿山脈南西斜面の水を集めて流下し、水口町

に至って甲賀山地を西北流する柚川と合流、山間平野を形成しながら北西に流れを転じ、栗東

町伊勢落付近から平野部に出て、以下扇状地性三角洲を形成しながら野洲町竹生で南北に分流、

守山市街を左に見て約5航で湖岸に達する。この野洲川の上流域には、例えば信楽山地にみられ

るような粗粒の花曲岩地帯や、水口丘陵などの古琵琶湖層群が広く露出しており、いずれも風

化、浸食され易い。このような性質により、これらの地域から流下して くる野洲川は、一旦豪

雨となると大量の上砂を運び出して、下流に肥沃な氾濫原を急速かつ広大に形成していったよ

うである。守山市域の大半は、こうした野洲川の堆積物によって成り立っている。

一方、野洲川そのものも、先述のごとき著しい流出土砂によって河床が平地より2～ 3mも

高い典型的な天弟川の様相を呈している。そのために護岸用の堤防は年々高く築かれ、現在は

平均値でも7～ 8m、 最高値は立田、新庄付近の 9.5～ 10mを計る。それは、もはや堤防とい

うよりも延々と問断なく続く丘陵とでも称すべき人為的な景観である。

正和元年(1312年 )の三上神社の案文によると、当時、流れは既に現況に近い2流 となってい

たようであるが、堤防の存在は疑間であり、その流れもいまだ固定的ではなかった様相がうか

がえる。従って、現在のように流路が固定されて天丼川化するのは、中世末ないし近世以降と

考えられる。この頃、耕地の拡大とその防衛のために築堤が開始されたのであろう。しかし、

築堤し流れを固定すれば、流下する多量の上砂によって川床は徐々に上昇する。それは、周辺

の耕地への分水に支障をきたすと同時に、疎水能力を低下させ豪雨時の堤防決壊をまねくこ

とにもなった。中世未以降、水利紛争と洪水災害に関する記載が頻繁に文献に登場するように

なる。以後、水利紛争は、昭和26年野洲川ダムの完成で、石部頭首工から引水する守山幹線水

路の通水によつて、又、洪水災害は、昨今の大規模河川改修工事による南北両流一本化によっ

て、それぞれ終止符が打たれるまでの長期間、継起的に当地の人々を襲った。その間、川床の

上昇と築堤が互いに競われ、堤防は今や丘陵のごとき様相を呈するようになった。その意味で

は、小高い堤防そのものが、野洲川との長い宿命的対決の苦闘の証とも言えよう。

- 2 -



凡  例

O縄文時代

。殊生時代前期

▲弥生時代中期

日弥生時代後期

□古墳時代前期

幹
1,cく

第 2図 守山市遺跡分布図
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弥生時代中期

守山市内発掘調査時代別一覧表

組文時代

遺跡婚号 遺 跡 名 調査年 。月 原 因 内 容 文 献 等

1ヽ 016 吉 身 北 1981. 12 店 舗 建 設 縄文土器片

1ヽ 041 1978他 河 川 改 修 縄文晩期末土器片等 「服部遺跡発掘調査概報塾

県、市教委

1ヽ 058 播 磨 田東 1975. 02 個 人 住 宅 縄文土器片

M 062 古 高 市  宅  造 サヌカイト製凹基無茎式・

凸基無茎式石鏃

「古高遺跡発掘調査報告
書」市教委

M 064 播 磨 田東 1977 民 間 宅 造 下層より縄文後期土器片、
石錘等

弥生時代前期

M 036 赤 野 井 1977 県営回場整備 前期 (新段階)土器片

卜1 037 赤 野 井 浜 県営圃場整備 前期 (新段階)土器片 「遺跡分布調査報告書」
市教委

M 038 寺 中 1975 県営圃場整備 前期 (新段階)上器片
「遺跡分布調査報告書」
市教委

M 038 寺 中 1981. 01´ 0゙3 市  宅  造 前期 (新段階)土器片 「滋賀文化財だより7」

県文保協

1ヽ 041 部 1978れと 河 川 改 修 居住関連遺構・水田址、前
期 (古 ～新段階)土器片等

「服部遺跡発掘調査概報」

県、市教委

M 002 /1ヽ 島 1980. 04^-05 民 間 宅 造 下層より中期～古墳時代前
期の方形周溝墓16基

M 益須寺関連 民 間 宅 造 濤状遺構より中期 (Ⅳ様式
の台付壷

卜1 036 赤 野 井 1977 県営圃場整備 扁平片刃石斧・環状石斧他
中期土器片

1ヽ 038 寺 中 1981. 03-07 市  宅  造 中期の方形周濤墓 9基他、

薄・土拡・ピット等

「守山市文化財調査報告

書第■冊⊃市教委

1ヽ 040 金 ケ 森 西 下  水  道 溝より中期 (H様式 ,V様

式)の上器片
本報告

1ヽ 041 部 1978他 河 川 改 修 居住関連遺構 (Ⅳ 様式)、

方形周濤墓 360基 以上 (H
～Ⅳ様式 )

その他服部遺跡の範囲内の

新庄で、寛政■年 (1799)
に 4個 の銅鐸が発見されて
いる。

「服部遺跡発掘調査概報 J

県、市教委

M 056 吉 身 西 1982. 02 下  水  道 中期の方形周濤墓 1基

1ヽ 059 欲 賀 南 1980。  10-11 市 道 新 設 蛤刃石斧、石丈

M 064 播 磨 田東 1977. 12～ 民 間 宅 造 竪穴住居49棟 (Ⅳ 様式～ 5

c中頃)、 石斧・石鏃等
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遺跡婚号 遺 跡 名 調査年・ 月 原    因 内 容 文  献  等

M 065 川   中 1981. 02-08 県  宅  造 下層の濤より中期(Ⅳ 様式 )

土器片

「川中遺跡発掘調査概要

市教委

弥生時代後期

古墳時代前期

M014 益須寺関連 1979, 07^‐ 09 民 間 宅 造 後期～古墳時代初頭の方形

周濤墓 3基
「益須寺関連遺跡発掘調
査報告書」市教委

M 029 大   門 1980。  11-
1981. 03

都市計画道路 T-1ト レンチ下層に後期
の上器片 (流入物か )

「大門遺跡調査概要」市

教委

M 033 横   江 1978, 01-03 下  水  道 後期の旧河道 2条 と土拡 1

基

「湖南中部流域下水道管
理用道路関連遺跡発掘調

査報告書 I」 県教委

M 036 赤 野 井 1977 県営回場整備 後期土器片

M40 金 ケ 森 西 1979 下  水  道 濤より後期の上器片 本報告

M 041 打風      著ト 19781と 河 川 改 修 居住関連遺構、旧河道、濤
等

「服部遺跡発掘調査概報」

県、市教委

M 056 吉 身 西 1981. 08 個 人 住 宅 方形周濤墓 2基

M 056 吉 身 西 1982. 02 下  水  道 この頃の方形周濤墓 1基

Ⅲ1 065 川   中 1981, 02^-08 県  宅  造 後期末～古墳時代前期 (庄

内式)の薄 1条、木庖丁
「川中遺跡発掘調査概報

市教委

M 066 伊   勢 1981. 04-07 民 間 宅 造 竪穴住居址 (五角形プラン

1棟、隅丸方形プラン8棟

M 066 伊   勢 1982. 04 個 人 住 宅 竪穴住居址 (五角形プラン)

1オ束

M 002 月ヽ   島 1981. 08-12 下  水  道 方形周濤墓 1基

M 036 赤 野 井 県営回場整備 方形周溝墓、濤等多数 「ほ場整備関係遺跡発掘

調査報告書」V県教委

M 040 金 ケ 森 西 下  水  道 旧河道肩部より壷とともに

滑石製有孔円板 4点
「遺跡分布調査報告書」
市教委

M 040 金 ケ 森 西 1979 表 採 布留期の滑石製模造鏡、滑

石製双孔円板など採集

「滋賀文化財だより44」

県文保協

M 040 金 ケ 森 西 下  水  道 布留期の住居址 5棟、方形

周濤墓 2基、土城、薄等

本報告

M 041 服   部 1978他 河 川 改 修 居住関連遺繕、溝、井戸等 「服部遺跡発掘調査概報」

県、市教委

M 056 吉 身 西 1978, 08-09 郵使 局 新 築 初頭の土拡、濤 「吉身西遺跡発掘調査報
告書」市教委

M 066 伊   勢 1981. 07-10 民 間 宅 造 布留期の竪穴住居址 (方形
プラン)10棟 、方形周溝墓
6基
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中世以前の野洲1川

では、このような堤防が築造される以前、つまり中世以前、野洲川はどのような流れを守山

の地に刻んでいたのだろうか。それを、今に跡をとどめる自然堤防状のたかまりや微地形、さ

らに条里制地割などから復元してみると、現在の南北 2流以外にも2条の主流旧河道がかつて

は存在し、それぞれが中小の分流を伴なって、微高地間をぬい、網状に流れていたものと推測

される (第 2図 )。

今はなき主流旧河道としてまずあげられるのが、守山市の中心市街から西方ヘイ申び、金ケ森・

欲賀・森川原・山賀などをぬけて草津市声浦・下物に至る流路で、総延長 4.5 kmを 計る。この

河道は、かつての野洲・栗太両郡の自然的境界をなしていたようであり、「境川」の称がその

一端を物語っている。もっとも、現在の境川は、周辺の湧泉を集めて流れるわずか 3m幅の小

河川にすぎない。ただ、守山郷土誌によれば、明治時代末期にもいまだ32m余の川幅を維持し

ていたようであり、両岸に残る自然堤防状の高まりから、その盛時には 100mを越える川幅を

保っていたことがうかがえる。

両岸に残る自然堤防の発達は著しく、周辺との比高差 lm前後、幅50mか ら 200mの規模で

境川筋にそって展開する。先述の各集落は、いずれもこの自然堤防上に立地して、あたかも街

村のような景観を保っている。一方、境川の河口にあたる鳥丸崎には鈎状砂嘴が発達し、かつ

ての境川の成容を裏付けている。

このように、往時の境川は、現在の南北 2流に匹適する規模をほこっていたのであろう。た

だ、現有の 2流のように固定的な流れを維持していた訳ではなく、枝状に分岐する数多くの分

流を持っていたようである。金ケ森付近で分岐する守山川、三宅付近で分岐する山賀川などは、

そうした分流の中で比較的規模の大きなものであったと考えられ、その痕跡を今に良く残して

いる。
こうざい

もう1つの主流旧河道と考えられるのは、阿比留付近で現野洲川と別れて北西に流れる江西川

(法 龍 |||)筋 である。 この旧河道と現野洲川に挟まれた阿比留や小島には、今も湧水を伴う

後背湿地が散見される。又、阿比留から今市・荒見付近では、流域に自然堤防状の微高地が連

綿 とみられ、矢島付近から下流域に至ると自然堤防に人為的な築堤 (六条堤など)が加えられ

て、野洲川破堤時の洪水予防の役割を担っている。江西川の河田部は、幕末以降継起的に行わ

れた新田開発に伴う埋め立てによって、その自然的景観を失っているが、かつては円弧状に突

出する砂洲の発達がみられたようである。江西川には、比較的大きな分流らしきものは認めら

れない。ただ、微高地間をぬって網状に走る多数の細流を確認することができる。

以上、今はなき2条の主流旧河道についてその復元を行ってきたが、現有の南北 2条 も又、

既述のように中世以前は様相を大きく異にしていた。つまり、現在の丘陵のごとき堤防によっ

て流れを固定されることはなかった。従って、主流旧河道同様、いくつかの中小分流を伴って

いたであろう。事実、両流に換まれた幸津川や立日地先には、湖へ向かう比較的規模の大きな

流路の痕跡が追認できる。

このように、中世以前の守山市域は、現在の南北 2流を含めて大きく4条の河道が存在し、
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おのおの中小の分流を伴って微高地間を網状に流れていたと考えられた。そして、こうした景

観こそ、むしろ自然の野洲川の流れに近いものであったと言える。中世以降、耕地の拡大とそ

の防衛に端を発した築堤は、川床の上昇とそれにみあう堤防の構築が相互に競われ、結果とし

て丘陵のごとき様相をなして流れを南北 2流におし込めることになった。その意味からも、現

在の野洲川は、極めて人為的な河川であるということができよう。

中世以前の守山市域

これまで、野洲川を中心にその盛衰をみてきた。その結果、中世以前の野洲川が、現在のそ

れといささか異なることが明らかになった。以下、その成果を踏まえて、中世以前の守山市域

の景観をえがいてみることにしよう。

当地は、条里制地割が示すように、古 くから農業的土地利用が進んでおり、そのために地盤

の地均化が著しい。従って、以前の微地形的変化が消失してしまっている場合も多く、現在の

景観がそのまま中世以前の景観であるとは考え難い。それは、時代を遡及すればする程、異な

るものであったと考えられる。近年、守山市内では、開発に先行して市内各所で矢継早に発掘

調査が実施されており、それに伴って旧地形がわずかずつではあるが明らかになってきている。

その成果は、現在は同じ平坦な水田であっても、掘削すると、耕土直下に遺構を切 り込む安定

した地山が露呈する場合がある一方で、耕上下にさらに旧耕土や整地層が数層介入し、その下

に旧河道や浅い沼沢地を確認する場合 も多い。このことは、当地も、かつては比較的起伏に富

む地形であったことを示すものとして興味深い。

こうした所見は、これまで述べてきた野洲川旧河道の生成と相関をなすものと考えられる。

中世以前、自然に近い流れを保っていた4条の野洲川河道は、流出する大量の上砂によって、

おのおのの両岸に自然堤防を形成してきた。自然堤防は、周辺の水田面より明らかに lm前後

高い微高地となって、現在にその姿を留めている。そして、多くの現集落が、この微高地上に

立地していることに気がつ く。古来より、集落が平野内でわずかでも高燥な地を選んで立地し

てきた様相を、うかがい知ることができよう。一方、河道やその分流に狭まれた地は後背湿地

となり、湖岸近 くに展開する低湿地とともに、最も低 く湿潤な地所を占めていたであろう。又、

両者の中位に位置する平地には、わずかな凹地を縫って中小の分流が網状に流れ込み、モザイ

ク的な微地形を呈していたと考えられる。中世以前さらに条里制地割施行前の守山市域の地理

的景観は、このように比較的変化に富む地形をなしていたようである。そして、こうした旧地

形は我々が市内各所の発掘調査によって得てきた所見とも一致するものではないだろうか。

さて、これまでは旧地形の復元を平野部に限ってきたが、この平野が琵琶湖と接する湖岸汀

はいったいどうであったろうか。湖岸汀も、古 くより変化がなかったとは考え難い。琵琶湖の

水位の変動、そして長期にわたる野洲川の沖積作用に伴って、伸張・収縮が幾度となく繰 り返

されたであろう。

琵琶湖の水位の変動を招 くものとして、現在、大きく2つの要因が考えられる。その 1つは、
(注 1)

琵琶湖唯―の流出河川である瀬日川の上砂が堆積 した結果、それが必然的にもたらす湖水面の
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絶対的上昇である。他の要因は、「造盆地運動」と称される地殻変動をともなった地震によっ

て起こる、湖岸域の土地の沈降、つまり湖水面の相対的上昇である。これら両要因が相互に作

用し合って、しばしば湖岸汀を変化させてきたものと考えられる。それを、湖岸・湖底遺跡を

通して歴史的にみておこう。

縄文時代中期、おそらくその後半頃、琵琶湖の水位が異状に低下し、湖岸汀は大きく後退し

たようである。その結果、湖中へ流入する河川の浸蝕は著しいものとなり、深い幾筋もの開析

谷を発達させることになった。かつて、湖岸に生活し遺跡を形成してきた縄文人は、以後湖岸
(注 2)

を去 り、その痕跡を残さない。この湖岸が再び安定するのは、縄文時代後期から晩期にかけて

である。ゆるやかな水位の上昇と、沖積平地の形成が開始された。この様相は、ひとり琵琶湖

周辺の変化ではなかった。日本の平野の大半を占める臨海沖積平野も又、当時活発な形成過程

にあった。この期 を―にする様相は、歴史的環境の項で述べるように、極めて重要な意味を内

包していた。とまれ、この頃、野洲川は、多量の上砂を集めて琵琶湖にそそぎ、活発な沖積作

用によって湖岸汀をしだいに伸張させていたであろう。そして、琵琶湖周辺の各所で、低湿地

の消長が繰 り返されていたと考えられる。

こうした状況は、次の弥生時代、さらに古墳時代以降も原則的に変わることなく継続された。

この間、水位もしだいに上昇していつたと考えられるが、大中の湖南遺跡の調査結果をみると、

弥生時代中期初頭段階で、現在よりもいまだ1.26m低かったようである。
(注 3)

条里制地割の施行期になると、野洲川の沖積作用は相当進展し、先の中世以前の景観に近い

ものができあがっていたであろう。当時の漑岸汀は、条里制地割の施されている範囲から推定

して、現在の浜街道 (主要地方道彦根・近江八幡 。大津線)の浜側約 1里前後のラインが考え

られる。もっとも、現在の南北 2条の流域については、近世以降の流路固定化によって三角洲

が著しく発達し、湖岸汀が大きく琵琶湖側に張 り出しているが、当時の湖岸汀は、木浜・幸津

川・小浜そして中主町吉川あたりを結んだラインと考えるのが妥当かと思われる。

(2)歴 史的環境

これまで、中世以前の守山市域について、その地理的環境を概観してきた。以下、当地にや

って来た我々の祖先が、こうした地理的環境といかに闘い、それを制圧してきたかをみること

にしょう。ただ、本稿の叙述は、一応古墳時代前期までとし、以降は稿を改めさせていただく。

叙述方法は、個々の遺跡や遺構の羅列を排して、歴史的叙述となるように努めたい。

縄支時代

我々の祖先が、この守山の地に最初の痕跡を残したのは、縄文時代にさかのぼる。もっとも、

服部遺跡以外の各遺跡では、他の遺物に混入して、わずかの上器片や石製品が採集されている

に過ぎない。周辺では、野洲町和田遺跡、五之里遺跡で晩期の遺物を採集している。ただ、い

ずれの採集地も、山手を遠 く離れた微高地ないし微高地縁辺である点は、留意されてよいだろ

う。服部遺跡では、晩期末の遺構や遺物が、やはり湿地をひかえた微高地上に確認され、次の
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弥生時代前期のそれらと分かち難 く共存している。後・晩期の集落立地が低地へと移 り、ひき

つづき弥生時代前期の集落としても受け継がれていく現象は西日本に比較的多いようである。
(注 4)

この現象は同期が、ちょうど「自然からの収奪的生産」つまり狩猟・採集経済から、「人間の

行為に依って自然の産物を高める生産方法」つまり日本列島では水稲農耕 を受容 。開始 した、

大きな画期であるだけに重要である。

先に地理的環境の項でも触れたように、当時、日本の平野の大半を占める臨海沖積平野は、

活発な形成過程にあった。このことと期 を―にして、琵琶湖周辺でも沖積平地の形成が著 しか

った。湖岸近 くの各所では、低湿地の盛衰がひんぱんに繰 り返され、河道やその分流に換まれ

た土地の後背湿地化 も著 しかったであろう。こうした湿地の相次 ぐ誕生は、来たる原始的な水

稲農耕に不可欠な水補給の条件 を、自然的に保証 していくことにもなった。そして、低湿地近

くへの集落の移動は、自然環境の変化に符合す るように、縄文時代後・晩期に開始され、弥生

時代以降に受け継がれていく。

近年、低湿地での水田址の発見が相次いでいる。北九州では、板付遺跡で晩期末 (夜白式 )

の水田l■が発見され、各種の木製農具が出土している。又、菜畑遺跡では、晩期中葉 (山 ノ寺

式)の水田址が発見され、農具 として石庖丁 2点が出土した他、扁平片刃石斧、磨製石鏃、紡

錘車など、従来弥生時代のメルクマールと考えられた遺物が検出されている。そして、熊本県

の上南部遺跡では、実に晩期初頭にさかのぼる稲のプラントオパールが、土器の胎土分析によ

って確認され、当時の水稲農耕 を裏付けている。このように、晩期にさかのぼる水田址の発見
、注 5)

は、今のところ九州地方に限られている。ただ、先の西日本にみる集落移動の一般的傾向から

考えると、晩期にさかのぼる水田址が、西日本各地でも発見されてくる可能性があろう。

そうした場合、従来、縄文晩期の上器片に散見されたモミ痕の発見とは大きく異なる意義が

ある。水田址の発見は、それが要する一定程度の高度な技術体系の獲得 と、それを実施する集

国の組織化を前提とするからである。それは、もはや弥生時代に通じる生産機構が不可逆の形

で到来してきていることを物語っており、そこに狩猟・採集が補完的に行われていたとしても、

以前の「自然からの収奪的生産」の段階とは区分すべきであろう。「時代区分にあたっては、

第 1に は、 1つの社会に古いもの、おくれたものがどんなに残っているか、ということよりも、

新しいもの、進んだものが、もはや後へもどすことのできない力を以てあらわれているかどう

か、ここに注目すべき」だと思う。
(注 6)

考古的研究は、少なからず土器研究がその先導をなし、時代区分も又、土器による区分が主

導権を握ってきた。従って、弥生時代 とは「弥生土器を用いた時代」と定義されて、縄文土器
(注 7)

を用いた縄文時代 とは区分されるのが通常である。それは、土器を時間の物差しとし、土器を

通して時代を語ろうとする考古的研究法の場合、確かに便利ではある。しかし、本来、土器は

労働要具の一部でしかない。従って、生産機構が不可逆的に変化したからといって、労働要具

の一部である土器が、相即的に必ず変化するとは考え難い。むしろ、若千の遅速を生じるのが、

自然であるように思う。事実、水田址の発見されている九州の縄文晩期においても、縄文土器

の一貫とした変化の足どりがあり、ただちに水稲農耕に適合する弥生土器的な器種構成へと変
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化 していない。ところが、一方において、弥生的な農具や石製品などの労働要具が、既に伴出

してきてもいた。もはや、労働要具の一部で 1ン かない土器によって時代 を区分する方法は、歴

史的理解の側面からみると困難であるようにも思われる。

弥生時代前期

守山市内で、これまでに弥生時代前期の遺構 。遺物が出上しているのは、赤野井遺跡、赤野

井浜遺跡、寺中遺跡、服部遺跡の 4遺跡を数える。いずれも琵琶湖の旧湖岸汀 まで l kmに 満た

ない低地にある。赤野井遺跡、赤野井浜遺跡、寺中遺跡は、かつての主流旧河道である境川の

分流の守山川筋に位置してお り、守山川が生み出した網状流間の微高地に居をかまえ、その後

背湿地や低湿地で原始的な水稲農耕を開始 したものと考えられる。

当時、人々が水稲農耕に利用 し得た自然の後背湿地や低湿地は、限られている上に小規模で

分散的であった。従って、そうした生産域に規制されて、集落 も又小規模に点在せ ざるを得な

い。上記の 3遺跡は、同じ川筋にありなが ら、おのおの数百 mの至近距離を保って点在してい

た。もちろん、生産域を異にしながらも、各集落が相互に関連を保 って、 1つ のまとまりを示

したことは想像に難 くない。

一方、現有の野洲川の南北流間に位置する服部遺跡でも、縄文時代晩期末以来の集落を維持

している。弥生時代前期に属す遺構 として、微高地上に居住関連の各遺構が、微高地端部から

低湿地にかけて水田址が広がっている。水田址は、黒色の有機質泥土を基盤 とする湿田である。

水田は、小畦を多用し、大畦を適時配している。その区画は、等高線に規制されてお り、等高

線に平行する畦を長 く、直交する畦を短 くして、おのおのの区画内にフラットな面を維持する

配慮がなされている。従って、傾斜の変化に応 じて畦が微妙に変化する。近年、西 日本を中心

に各地で検出例が報告され始めている「不定形小区画水田」に属す ものであろう。水田址には、
(注 8)

等高線に平行ないし直交気味の水路が数条確認される。等高線に平行する水路は、比較的高い

位置に作られており、おそらく引水用の水路と考えられる。引水時、水路の適当な箇所に水口

が設けられ、上位の水日から順次下位の水田へと水が引き込まれていったのであろう。等高線

に直交する水路は、各水田の水を集める排水用の水路と考えられる。

こうしたタイプの水田に類する民俗例が、最近スマ トラで確認されている。彼地では、焼畑
(注 9)

から普通水田への移行期にあらわれる、特殊な水田形態であるようだ。形態上の類似点とあわ

せて、留意すべきであろう。とまれ、不定形小区画水田は、原地形にさほど手を加える必要も

なく、特に低い土木技術しかもたない場合には、労少 くして功の比較的多い、効果的な水日経

営ではなかったかと考えられる。

服部遺跡のこうした不定形小区画水日は、一応、前期末頃の所産と考えているが、さらに古

い類例 として、先の菜畑遺跡の縄文晩期中葉のものがある。これまで、弥生時代当初に大陸から導

入された水田というと、板付遺跡、津島遺跡 (岡 山県)、 そして安上の大中の湖南遺跡などで検

出されている、湿田性のいわゆる「大区画水田」のタイプを想起しがちであった。しかし、不
(注 3)

定形小区画水田も又、当初より導入された可能性が高い。当時、異なる 2タ イプが、稲作技術
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の一環として相次いで導入され、低湿地の状況に応じて、おのおの使い分けがなされたものと

考えられよう。

守山市外の周辺で、前期の遺物を採集した遺跡として、草津市志那中遺跡・声浦観音寺境内

遺跡、中主町八夫遺跡などがある。草津市の 2例 は琵琶湖に近 く、湖岸の低湿地を、又、八夫

遺跡は野洲川に近 く、野洲川の後背湿地を、それぞれ利用して水稲農耕を営んでいたのであろ

う。

弥生時代中期

中期初頭頃、服部遺跡は、野洲川の大規模な氾濫に遭遇したようである。遺跡一帯は、粘土

や微砂によって厚 くおおわれ、景観は一変する。やがて、前期の住居や水田が存在したその上

に、今度は方形周濤墓が累々と構築され始める。かつての居住域・水田域は、広大な墓域に変

化したようである。墓域は、中期のほぼ全期間存続し、その間に構築された方形周濤墓の数は

360基 を越える。墓域内における方形周濤墓のあり様からみて、周辺に点在した幾つかの集落

の共同墓地となっていた可能性が考えられる。

一方、守山川筋では、寺中遺跡や赤野井遺跡で、前期から継続する中期の遺構や遺物が確認さ

れるのに対して、赤野井浜遺跡では、中期以降の遺構・遺物がみあたらない。河口に近い赤野井浜

遺跡は、守山川筋の氾濫によって、従来水日として利用してきた低湿地が埋没し、他へ居を移

したものと考えられる。河川統制の未発達な、むしろ野放しに近い当時にあっては、活発な沖

積作用そして間々襲来する決水によって、自然景観は刻々と変化してお り、低湿地が埋没する

こともしばしばであったろう。

しかし、こうした自然の弊害を乗 り越えて、新たな湿地の開発が果敢に行われてもいた。先

の服部遺跡や守山川筋の各遺跡以外にも、境川筋では、本報告の金ヶ森西遺跡を始め欲賀南遺跡、

益須寺関連遺跡で、又、江西川筋では、小島遺跡、播磨田東遺跡、川中遺跡などで、中期の遺構 。遺

物が検出されている。各水系ごとに、それが生み出した後背湿地を中心 として、しだいに開発

されていく様がうかがえよう。そうした過程では、自然の湿地をほぼそのままの形で水田に利

用してきた従来の方式に加えて、一定の自然改造を伴う耕地の確保・拡大の努力が図られ始め

たものと考えられる。それは、まず、野放し同然の河川を統制する事から始まったであろう。

しばしば訪れる洪水から湿田を守るため、自然堤防の補強が急がれた。あわせて、引排水のた

めの用水工事が、水田面積の増大とともに、その規模を拡大していった。それは、当初、個々

の集落ごとに自己完結する程度のものであったと考えられるが、河道の中小分流から本流周辺

へ と可耕地が広がるにつれ、そうした作業はしだいに大規模 となり、個別の集落の能力を越え

るものとなった。こうして、水系ごとの各集落が共同して、河川の治水 と水日の開発にあたる

ようになった。水と土地を契機として、水系を単位に各集落がまとまりを開始したのである。

可耕地は拡大し、生産は安定した。しかし、その際、水と土地をめぐって有利な条件を確保す

るための確執が各集落間に生じ、それはしだいに集落間の優劣関係となって集国内に反映する

ようになったと考えられる。それでも、新たな開発がひきつづいて企だてられている段階では、



その関係はさほど深刻には至 らなかった。ところが、一定の技術条件のもとでの可耕地には限

りがある。そうなった時、集国内に生 じる緊張関係は、いきおい他の水系の持つ可耕地へ と向

けることで、解決が計 られたと予想される。集団内に生 じ始めた可耕地の不足が、やがて他集

国の土地所有欲を喚起 した。略奪は労働 して得るよりも容易である。ついに、集団間の争いが

始まった。

服部遺跡では、中期末になって、方形周濤墓の周辺に住居が構築され始めるが、その住居内

か ら鋭利な磨製石剣や磨製石鏃などが出上 している。又、遺構に伴 うものではないが、赤野井
(注 10)

遺跡では環状石斧が、欲賀遺跡では石丈が採集されている。いずれも戦聞用の武器 として製作・

使用されたものであろう。当地に居を構えた諸集団も又、農業生産に従事する一方で、土地を

め ぐって血なまぐさく争ったと考えられる。それは、水稲農耕 を受容 し文明社会に至る過渡期

において、避けて通ることのできない、生業部門の重要な一翼でもあった。後漢書が伝える「

倭国大乱」の記載 も又、こうした事態の断片を伝えるものとして興味深い。

集団間の抗争を示す考古的証拠 として、石製武器の発達 とともに、高地性集落の出現を掲げ

ることができよう。近江でも、これまで湖西地方を中心に、その痕跡を追 うことができた。そ
(注 11)

して最近、湖東地方でも、竜王町堤ケ谷遺跡で、蒲生平野の眺望に恵まれた丘陵頂部から、中

期中葉の上器 とともに有柄式磨製石剣・石槍 。大型石鏃などの石製武器が出土し、高地性集落

として報告されている。この堤ケ谷遺跡のす ぐ西側は、三上山を頂点 とする三上丘陵が広がっ
(注 12)

てお り、当地を含む野洲川流域はむろん、遠 く湖西一帯を一望することができる。そして三上

山山麓でも、野洲町東浦遺跡や北桜遺跡で中期末の上器片がおのおの採集されてお り、将来、

この丘陵の一角で高地性集落が発見される可能性が考えられる。

弥生時代前期、湖岸沿いの服部 と赤野井周辺の大きく2地点で、水稲農耕 を開始 した当地の

人々は、中期に入って、それぞれの水系にそって可耕地を拡大し、水系ごとのまとまりを強め

なが ら、ついには可耕地の不足か ら各集団間で争いを開始 した。そして、それは中期段階で終

焉を迎えることな く、後期以降に持ち越されたのである。

弥生時代後期から古墳時代前期

弥生時代後期になると、畿内およびその周辺では、石製武器が急激に消滅する。服部遺跡で

も、この時期多量の遺物が出土しているにもかかわらず、石製武器を 1点 も確認することができ

ない。このことは、中期以来の争いが急遠終 りをつげたとみるべ きであろうか。現在、石製武

器のこうした消滅は、鉄製武器の普及によるものと考えられている。鉄製品は銹化腐朽 し易 く、

又再利用されて遺存しに くいが、近年、普及を裏付けるように発見例がわずかずつ報告され始

めている。おそらく、中期に始まった争いが、石製武器の需要を急激に高め、やがて、より高

度な鉄製武器の普及、ひいては鉄製品各種の発達 を加速化 していったものと考えられる。後期

においても高地性集落が各地で存続する事実は、武器を石製から鉄製のものへ と発展させなが

ら、争いがますます激しく継続されたことを物語るものであろう。

継続する争いの過程で、当初は可耕地の不足を補 うためか、逆にそうした侵害に対する復讐
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のためだけにおこなわれた争いが、しだいに直接的な生産欲 とはかけはなれ、領域の拡大を主

目的とするようになったと考えられる。水 と土地を契機 として開始された争いは、もはやその

基礎 をなした河川水系を越え、大きく地域単位のまとまりを示 し始めたであろう。この間、集

団間には、争いの結果にもとづいて、その優劣関係がしだいに明確になっていったに違いない。

この場合、優位に立った集団は、それが土地 とのつなが りが深い農耕民である場合、争いに勝

利 したからといって、敗れた集団の成員をまるごと移動させ ることは基本的に困難である。結

局、劣位の集団へ支配権は及んでも、土地 と成員は従来のままであり、ただ剰余生産物の「貢

納」 と「力役」が、集団に対 して義務づけられたであろう。

長 きにわたった争いは、各集団内部をも大きく変えていく。かつて、集団の維持に必要であ

った職務機能一一例えば、成員に対する懲罰、水 と土地の管理、祭万E、 そして紛争の解決など

―― を調整・代行 してきた族長は、争いの過程で、まず軍事指揮権 を高め、次いでさまざまの

職務機能を漸次奪取 して、終にはその力によって成員を抑圧するようになったと考えられる。

長期化する争いが、集団内で族長の突出と、成員の相対的な従属関係を生み出すに至ったとい

えよう。従って、先の集団間の優劣関係つまり集団相互の支配・服属関係 も、その実際は族長

相互の関係 として示され、族長を通 じて集団を支配する方式が とられていたであろう。

各集団を次々と服属下に置き、広大な地域を支配することになった優位集団の族長すなわち

首長は、配下の集団おのおのの職務機能を優位的に掌握 し、集団が生み出す富を貢納の形で吸

収 して、唯一人、強力な人格的自由を実現 していった。他方、配下の各成員は、首長の下に隷

属 して無権利の状態に置かれるに至ったと考えられる。首長の下には、又これら一般成員 とは

異なる「奴隷」が集中するようになったであろう。魏志倭人伝にも「邪馬台国」を特色づける

ものとして、その記載が散見された。しかし、それは先述の一律的な隷属状況からみても成員

相互の階級分化の結果 とは考え難 く、争いや懲罰を原因として発生 し、あくまでも首長の下に

独 占所有される「家内奴隷」 として、いまだ生産的な労働力には転化 していなかったであろう。

弥生時代後期から古墳時代初頭頃、社会は以上のような状況で、首長 を頂点 として地域ごと

の害」拠状態にあり、おのおのが弥生時代以来の地域性をいまだ色濃 く残 していたものと考えら

れる。しかし、それもそう長 くは続かなかった。やがて、地域間の割拠状態は打ち破 られ、地

域 を越えた首長どうしの政治的な連合関係が生まれる。そして、連合 を裏付ける実体 として、

前方後円墳の造営が開始された。墳墓は共同墓地内から独立墳へ という傾向を顕著にし、その

規模 も力役の徹底を物語るように大型化する。そして前方部では、集団祭祀 を奪取 した結果と

しての、首長権継承儀礼が定着 していったのであろう。しかし、この期に副葬されている鏡・

玉・剣 といった呪術宗教的色彩の濃い遺物の存在は、確かにその祭祀様式が首長権継承のベー

ルに厚 くおおわれ、首長 を主体 とするものに変様はしているものの、従来の集団祭祀 と完全に

決別しているとは考え難い。このことは、絶大な首長権そのものも、彼が集団的諸機能を果た

す限りにおいて維持できるにすぎないことを、はからずも示 していることになろう。この意味

で、この段階では、首長 も集団的謄帯から完全解放されておらず、したがって社会に対 して独

立の公権力として対立する面は、いまだ弱かったと考えられる。文明の扉は、既に施錠 を解か
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れてはいるが、いまなお閉じられたままであるといえよう。

さて、こうした時代背景の中で、個別守山市域に住む人々はどうした変化を示したであろう

か。まず、そのことを遺跡立地からみてみよう。弥生時代前期以来、中期を通して母村的位置

を占めた服部遺跡及び赤野井周辺では、この時代に至ってもその拠点的性格を堅持しながら存

続する。一方、中期に始まった各水系ごとの開発は、ますます活発となる。特に境川筋のそれ

は著しいものがある。境川筋では、中期から継続するものとして、益須寺関連遺跡や金ケ森西

遺跡がある他、新たに大門遺跡、横江遺跡、吉身西遺跡、伊勢遺跡などが出現する。こうした

遺跡の広が りは、その立地からみると、より高燥な地への移動と考えられ、境川が生み出す自

然堤防上へ移 り住む傾向が読みとれよう。この傾向は、古墳時代後期になるとさらに著しくな

り、境川筋で最も高位な現在の守山中心市街周辺に集中し、そこで大規模な集落を形成するこ

とになる。このように、遺跡の立地がしだいに高燥な地へと向かう傾向は、水田の開発自体が

そうした傾向にあることの証左でもあり、湿田農耕から乾田農耕への発展に規制されて、遺跡

立地そのものが変化をみせていると考えられる。ただ、服部遺跡で出土している木製農具をみ

ると、弥生時代後期後半か ら古墳時代初頭のそれは、湿田ないし半湿日的な組成と形態を示

しており、乾田開発に通 したそれらへ と変化するのは、 5世紀後半以降である。たえまざる
(注 13)

農業生産力の発展は、生産性の高い乾田開発をしだいに指向するようになっていたが、その完

全な実施は、朝鮮半島からの北方系乾田農法の導入と、農具へ装着するに足る鉄の国内量産体
(注 14)

制が確立する 5世紀代 を待たねばならなかったといえよう。

なお、守山市内では、弥生時代後期か ら古墳時代初頭に至る間、旧河道の発達が著 しく、同

期の遺跡を調査すると、しばしば旧河道がそれ以前の遺構を袂 りながら流れているのに遭遇す

る。服部遺跡でも、 4条の大規模な旧河道が中期の方形周濤墓を狭 ってながれ、周辺には粘土

が厚 く堆積する。中期段階比較的安定していた野洲川が、この頃再び各所で氾濫を繰 り返し、

自然景観を大きく変えていったと予想される。こうした地形の不安定が、一方で、遺跡立地の

高燥化に拍車をかけたのかもしれない。

方形周溝墓について

以上、我々の祖先が、この守山の地に足を踏み入れ、水稲農耕 を発展させながら、その可耕

地不足からやがて土地をめ ぐって争いを生 じ、終に地域的なまとまりを示すに至る過程 をみて

きた。最後に、この時代の墓制について、特にこの間その盛衰をみる方形周濤墓について、思

いつ くまま筆を加えることにしたい。

現在、方形周濤墓の検出例はうなぎ登 りの状況にあり、滋賀県下でも、既に 560基余が確認

されている。そのうち守山市内では、 410基余 を数える。ただ、方形周濤墓の研究 自体は、莫

大な資料が提示されているにもかかわらず、その数に圧倒 されたかのように余 り進展 している

とは考え難い。それは、 1つに、個々の事象にとらわれ過 ぎる余 り、大局的な見地からの考察

がなおざりにされているためではないか と思われる。従って、ここでは、そうした狭視性を排

し、弥生時代以降の歴史的性格 をとらえなおすことから始めて、個々の事象を分析する指針 と
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したい。

古来、我々の祖先にとって、「土地」は居住のみならず、食糧その他の生活資財を無限に内

蔵する「天与の一大宝庫」であった。我々の祖先は、こうした土地に積極的に働きかけ、土地

に内蔵する富を獲得してきた。しかし、生産力の低い当初にあっては、諸個人毎の生産活動で

は、自己を維持 。再生産し得るものではなく、諸個人は極めて自然な一定の組織 (共同体)ヘ

の直接の帰属を前提として、生産活動を展開してきたと考えられている。従って、共同体存続

下では、土地に対する共同労働 と共同占取が根幹をなし、共同体こそが生産 。分配・所有を真

に自己完結する社会単位たり得たといえる。諸個人は、共同体の一構成員として組織化されて始

めて、労働主体 として土地に対することができ、富の獲得を期待することができたのである。

ただ、共同労働と共同占取が支配的な共同体内においても、私的 (「家族」的)労働 とそれ
(注15)

に対応する私的占取自体、極めて古い段階から見い出される所であり、共同体の内部において

生産諸力がいっそうの発展をとげる結果、それに照応してそうした私的占取の契機がよりいっ

そう拡大されていったと考えられる。縄文時代あるいはそれ以前においても、動産の一部、例

えば労働用具や植物質食料の一部について、私的労働を裏付けるかのように私的占取の拡大傾

向が指適され、そのことを考古的研究によって裏付ける試みもなされている。こうした私的占
(注 16)

取の拡大傾向は、共同労働 と共同占取を旨とする共同体にとって対立する矛盾的要因であり、

その放置は終局的に共同体を崩壊に導 く。共同体は、私的占取の拡大傾向に共同体規制の強化

を持って対峙した。そして、組文時代以前、つまり「自然からの収奪的生産」段階にあること

は、私的占取の拡大傾向そのものにおのずから限界を与え、矛盾的要因は共同体規制の強化に

よって解消し得る程度のものであったと考えられる。

ところが、弥生時代以降、「人間の行為に依って自然の産物を高める生産方法」つまり水稲

農耕の確立は、やがてそれがもたらす剰余生産物の恒常的確保、即ち富の蓄積を実現する。富

の蓄積は、そのとり方をめ ぐって、共同体内に埋没してきた「家族」形態を変革するのみなら

ず、共同体内での「家族」の自立を、従来にない力強さで喚起する。それは、共同体存続の根

幹をなす共同労働 と共同占取に対抗して、私的 (「家族」的)労働 と私的占取を飛躍的に発展

させ、ついには水稲農耕の母胎であり、かつ共同体成立のいわば物質的土台でもある土地その

ものの私的占取すら指向し始めたと考えられる。「共同体によって共同に占取された土地のま

っ只中に、しかもそれにまさしく対立して、私的に占取されたもろもろの土地が形づ くられ始

め」たのである。「家族」は、共同体内で古い共同体秩序に裂け目をつ くり、共同体に対する

脅威となって拾頭してきており、もはやその矛盾は共同体規制の強化によっても解消し得るも

のではなくなってきている。こうした、共同占取と私的占取の二律性によって示される、高度

に発達した共同体が「農業共同体」である。従来、この社会形態は、その概念をあまり歴史的

に踏まえることのないまま考古的事象と即結されて、安易に使用される傾向にあったが、本来、

農業共同体は、共同体の成長過程において、水稲農耕との関連で現出する優れて質的な歴史概

念であるといえよう。

従って、水稲農耕の導入とともに始まる弥生時代は、旧い共同体が解体し、やがて農業共同
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体へ と発展する歴史的段階として位置付けられる。
‐
弥生時代に属す考古的事象は、基底にそう

した歴史的性格が脈打っており、それに規制されながら、その下で、地域に根ざした個性を発

展させていたと考えられる。その事を、墓制、特に最も弥生時代的な墓制と考えられる方形周

濤墓を通してみてみることにしよう。

方形周濤墓は、その形態上、濤が完全に回るもの、陸橋部をもつもの、濤を共有し連接する

もの等、種々の偏差を含む極めて複雑な様相を呈している。しかし、そうした様相を越えて、

それらがともに墓城を区画するという共通の意図に基づいて掘開されていることに留意すべき

であろう。方形周濤墓も、周濤を撤去すれば、木棺墓・土城墓 という他の墓制に変様してしま

う。つまり、方形周濤墓が方形周濤墓たる所以は、墓転にあるのではなく、墓拡を区画してい

る濤にあるということができ、そこに方形周濤墓の第一義的な意味を見い出し得るといえる。

この濤によって墓城を方形に区画する習慣は、個性的な発展をとげている各地域社会を越えて、

弥生社会に共通してみることができるばか りか、それ以前の縄文社会には確認されない事象で

もある。しかも、方形周濤墓は、それが単独で存在することは珍しく、複数の方形周濤墓、あ

るいは木棺墓・土拡墓 といった他の墓制を介在させて、集団墓の形をとるのが通常である。墓

が群在して共同墓地 を形作るこうした習慣は、縄文社会以来の古い伝統を引き継 ぐものでも

ある。方形周濤墓にみる、このような新しい様相 と古 くからの伝統的な様相は、先の弥生社会

に与えられた歴史的性格をふ り返る時、極めて興味深い考古的事象であるように思われる。

弥生時代に始まる水稲農耕は、かつて共同体内に埋没を強いられてきた「家族」の自立を喚

起し、共同体内で共同占取に対抗する私的 (「家族」的)占 取を大きく発展させることになり、

ついには共同体存続の母胎をなす土地そのものの私的占取すら指向するようになっていた。こ

のことが埋葬観念にも反映し、従来共同体が占取してきた共同墓のまっ只中に、個々の「家族」

が「家族」単位に墓拡を区画し、区画内を占取し始めたと考えられる。その表徴が方形周濤墓

であるといえよう。ただ、それは、あくまで共同墓地内での現象であって、共同墓地から突出

して独立墓的なあり方を示すまでにはいたっていない。方形周濤墓の出現は、土地占取関係の

発展を反映して、「家族」単位の墓域を可視化するに至っているが、いまだ共同墓地内にあっ

て共同占取から完全に自立していないことを物語っている。このように、方形周濤墓は、この

時代の土地占取形態にみる共同占取 と私的占取の二律性を最も良 く示す墓制であるということ

ができよう。このことが、例えば方形周濤墓から出土する供献品や副葬品にも影響を与え、土

地占取のあり方に規定される形で、共同体的なそれと家族的なそれを二律的に発展させていた

と考えられ、両者の役割分担がなされていた可能性も考えられる。

近年、方形周濤墓を扱った報告書や論文の中には、複数の方形周濤墓を1単位 とするグルー

ピングを行っている例が散見され、方形周濤墓の構築順序を追認する試みがなされている。そ

れによれば、各単位が直線的な成長を示すもの、ブロック状に群居するものの両者を基本とし

て、いくつかのタイプが存在するようである。この事象は、共同体が占取する共同墓地内が、

墓地設定の当初から、原則として各「家族」単位に大きく区分けされており、「家族」はその

区内で、計画的に次々と方形周薄墓を構築していった可能性が考えられる。従来、方形周濤墓
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を新たに構築する契機としては、「家族」内の主である族長の死が考えられてきた。しかし、

主体部の明らかなものに限っても、単葬墓形式のものが多く、多葬墓であってもその数が当時

の「家族」構成員に比べて少ない傾向のものが多い現在、方形周濤墓構築の契機については、

もう少し柔軟性をもって考えても良いように思われる。つまり「家族」に与えられた区分けが

なお広 く残っている場合には、族長以外にも各成員の死を契機として構築されることもあり得

た一方で、区分けの面積がわずかともなれば、ゃむなく1基の方形周濤墓に、族長の死 とは関

係なく多葬される事 もあったのではないかと考えられる。 それは、当時、「家族」内に占める

族長の地位がいまだ微弱であったこととも関連するのであろう。ただ、多葬される場合も、そ

の方形周濤墓の区画内が、 lF家族」によって世襲され、永続的な土地占取へと転化していっ

たとは考えられない。この段階では、各「家族」は、共同墓地の一画を分与され、その中に方

形周濤墓を構築して一時的な土地占取を実現しながらも、次々と移動するのが常であった。墓

地の終局的な占取は、あくまで共同体に委ねられていたと思われる。

さて、弥生時代の墓制には、方形周濤墓のように濤によって区画されることのない墓制も多

い。木棺墓、土拡墓、各種土器棺墓などがそうである。上器棺墓は、少 くとも近畿地方の場合

その使用は限定的であり、胎児及び小児用に限られて、それのみで墓域を構成することはない。

もっとも、こうした土器棺には、底部ないし下腹部に穿孔を受けている例が多く、方形周濤墓

の供献土器との関連で注目されて良い。木棺墓や土拡墓は、方形周濤墓の主体部の主要な構成

要素でもある。ただ、周濤によって区画されることがない点で大きく異なる。従来、こうした

墓制と方形周濤墓が同一の遺跡から発見される事例も多いことから、被葬者の階層差一一共同

体内における「家族」間の差ないし「家族」内の差一一 と考えられてきた。しかし、一方では、

服部遺跡のように莫大な数の方形周滞墓にもかかわらず、他の墓制が 1基 も介在しない例もあ

る。このことは、方形周濤墓 と他の墓制の相異を、一律に被葬者相互の階層差 とする従来の是

解に疑問をいだかせずにはおかない。両者の相異が、区画・無区画にあることを考えると、無

区画の墓制にも、考古的事象としては表われにくい形で、例えば土塁や小さな柵のようなもの

で、あるいは個々の「家族」の意識下で、今来区画されていたのではないかと考えることもで

きる。又、当初より方形周濤墓以外に区画する習慣はなくとも、土地に対する私的占取の萌芽

期でしかないこの時代、そうした占取観念自体いまだ混沌としたものであって、方形周濤墓が

墓制の中で唯一私的占取を可視化しているからといって、このことがそのまま階層差を明示し

ていることにはならないという理解も成 り立つ。その場合、服部遺跡の例は、共同墓地に対し

て私的占取の観念が、各「家族」総体として強力に意識された結果に過ぎず、被葬者のすべて

が優位な階層に属していたとは限らないことになる。逆に、共同墓地が木棺墓や土拡墓という

無区画墓だけで構成されているからといって、すべての被葬者が劣位の階層に属していたとも

考え難い。ただ、共同墓地に対する私的占取の観念が、余 り働かなかったに過ぎないことにも

なろう。今後、さらに検討を加えるべき課題である。

いずれにしても、方形周濤墓 という墓制が、弥生時代の各種墓制のなかで、当時の歴史的性

格を最も良く体現した考古的事象である点はゆるがない。本稿では墓制に限って述べてきたが、
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それ以外の居住域や水田 (生産)域にも、同様に当時の歴史的性格が反映しているはずである。

ここでは、そうした方面にまで稿 を進める余裕はないが、例えば居住域において、集落をめ ぐ

る環濠に対 して、集落内で住居l■群がいくつかのブロックとしてグルーピングできる場合など

は、その事を示唆 していると考えられる。又、水田域については、濯漑用水路に対する、 1枚

ごとの水田の関係が留意される。ただ、水田域の場合、それが直接生産 と結びつ く事象である

だけに、墓域や居住域に増してその意味は大きい。おそらく、当時、 1枚ごとの水田は、各「

家族」単位に共同体によって一時的に分与され、各「家族」ごとにある程度 自立的な経営が行

われていたと考えられる。ただ、経営上ある程度自立的た り得たからといって、それが、同時

に、生産単位を示すのではない。生産の根幹をなす水日及び治水施設の開発・維持は、個々の

「家族」毎に自己完結し得るものではなく、それらを包括 した共同体 さらには共同体連携によ

って始めて可能 となったであろう。したがって、水田の終局的な占取はあくまで共同体にあり、

「家族」はその一部を一時的に分与され、ある程度 自立的な経営をゆるされていたに過ぎない。

分与される水田自体、原始的平等を維持するために、定期的に割 り変えされていた可能性す ら

考えられる。分与される水日の優劣が、その世襲化に伴ってやがて「富」の格差を生み、共同

体 を内面から打ち崩すことにもなるからである。

さて、弥生時代中期以降、水 と土地を契機 として、やがて争い力゙厘常化 したと考えられた。

争いは、その性格上、各「家族」内で男性の女性に対する相対的な優位 を生み、一方で既述の

ように争いを指揮する族長の権限を高めたであろう。そのことが、方形周濤墓にも少なからず

反映 しているものと考えられる。弥生時代中期以降、古墳時代前期に至 る間に、性別の明らか

になった方形周濤墓被葬者をV/t観すると、女性に対 し男性の厚葬化が識別できないだろうか。

一方、族長層の優位性が方形周濤墓群内で、その位置 。規模・形態上の格差 として表出してき

てはいないだろうか。服部遺跡で、調査区南端から検出された弥生時代中期末の方形周濤墓群

は、その中央に 1辺 20m前後の大規模な 1な いし2基 を配 し、周辺に 1辺 10m余の十数基が散

在 している。中心のそれは、周濤の内周を方形に、外周を円形に掘 り込む傾向にあり、その点

でも周辺の方形周濤墓 と異なる。弥生時代後期から古墳時代前期にかけて、格差はさらに進行

し、終に共同墓地 をぬけ出して独立墓 をいとなむものがあらわれる。それは、共同占取に対す

る私的占取の突出現象 として注目されるが、副葬品に示される様相は、いまだ共同体的祭万Eか

ら完全に決別 しているとは考え難かった。おそらく、独立墓そのものも、共同占取の謄帯を引

きずるものであっただろう。 ともか く争いの過程で優位に立った族長は、広大な地域を支配下

に置 く首長 として独立墓 をいとなむに至ったが、他方、配下の共同体成員は、古墳時代になっ

ても、旧来 とさして変わらぬ方形周濤墓 を、延々と共同墓地内で構築 し続けていた。守山市内

に限っても、小島遺跡、赤野井遺跡、金ヶ森西遺跡、伊勢遺跡などで、同期の方形周濤墓が確

認されている。おそらく、弥生時代以来の共同占取 と私的占取が、共同墓地内で二律的に展開

していたものと考えられる。そして、この関係がさらに発展するには、もう少し時を要 した。

5世紀代に始まる鉄の国内量産体制は、北方系乾田農法の導入と一体 となって、鉄製農耕具

を広 く普及させ ることにもなった。それは、しだいに共同体内の各「家族」に浸透 し、「家族」
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的個別経営が著 しく成長 していった。水田を始め とした土地に対する共同占取 と私的占取の関

係も逆転 し、私的占取の優位の下、共同占取はもはやその形骸 を留めるに過 ぎなかったと考え

られる。この頃、有力となった「家族」の墓制 として、群集墳が構築され始める。群集墳 も方

形周濤墓に類 して群集するが、それは横穴式石室の形態が示すように世襲を意図してお り、「

家族」ごとの永続性を帝びた土地 占取へ と転化 しているものと考 えられる。方形周濤墓から群

集墳への変遷の背景には、土地 占取観念の大きな発展を読み取ることができるであろう。そし

て、両者の間陳を埋める墓制 として、近年平野部を中心に検出例の相人 ぐ
｀
方形・ 円形周濤状

遺構、がある。方形周濤墓の発展形態 として、かつ又、群集墳に道なる形態 として、今後留意す

べき墓制であるといえよう。

以上、土地占取のあり方を基軸 として、極めて荒削 りな形で方形周濤墓 をとあえ返 してみた。

その結果、方形周濤墓は、水稲農耕がもたらした土地の共同占取 と私的占取の二律性を明確に

示 し始めた、初源期の墓制 としての歴史的性格 を担い、それがそのまま一系的な発展形態であ

るとは考えられないが、のちの ｀
方形・円形周濤状遺構、や群集墳への系譜が考えられた。今

後、読者諸賢の御批判をあおぎながら、具体的な資料検討に役立てて行 きたいと思 う。

(谷 口 徹 )
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Ⅲ.調査の経過一日誌抄―

|.第 1次調査 (1978年 3月 3日 ～ 3月 31日 )

3月 3日 (金 )曇

県道北側の日地に トレンチT-1(旧 NT-1)を 設定して、バ ックボウによって掘削を開

始、耕土層、床土直下の責灰褐色砂質粘土層では、若千の遺物が出土するが、遺構の検出には

至 らなかった。

3月 4日 (土 )曇

○ユンボの侵入不可能のため、T T16は 、手掘 りで掘削を開始する。床土直下において近・現

代の陶磁器片十数点が認められる。

OT-1の 南壁沿いをユンボで深掘 りを行なったところ、地山と思われる灰責色粘土層を検出。

3月 6日 (月 )晴

OT-1全 面をユンボにて更に掘 り下げ、灰責色粘土層で遺構の検出をすすめる。若子のピッ

ト、濤を検出。

O遺構検出状況の写真撮影完了。

3月 7日 (火 )晴

OT-1の 遺構掘 り下げ、SD3は 比較的深 く、上層より上師器片、下層より須恵器片を多量

に検出する。

OT-1 西壁断面及び SD3断 面実測完了。

OT-7・ 3・ 9を設定 し、ユンボにて掘削開始、黄灰色粘土層の遺構面まで掘 り下げる。ピ

ット及び数条の濤跡を検出した。

3月 8日 (水 )晴

OT-1の 全体 を清掃 して写真撮影を完了。

OT-7、 T-8の 遺構検出、写真撮影。

OT-16を 引き続きユンボにて掘削、 トレンチ北側に黒色上の落ち込みあり、古式土師器片を

多量に含有する。

3月 9日 (木 )曇

OT-16 ユンボにて第二層の掘削完了。

OT-23では、耕土層及びⅡ層をユンボにて掘削を行なった。 トレンチ北東部に地山面が確認
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されるが、南西部は、厚い掛乱上におおわれる。これを除去したが、遺構は確認されなかった。

OT-23の 北方に接してT-24を 設定、ユンボにて遺構面まで掘削を行なう。遺構面の残 りは

良く、多数のピット、濤跡等を検出。

OT-1 平板実測 (1/100)、 1/20実測。

3月 16日 (木 )曇

oT-1 1/20実 測完了

OT-9の 遺構検出、写真撮影を行なう。

OT-16では遺構面まで掘削完了。多数のピット、溝跡を確認、特に北東隅に広がる三角状の濤

跡は、多量の古式上師器片を包含すると考えられる。

OT-24の 遺構検出。

OT-24の 北側に設定したT-26の遺構検出を開始する。北東から南西へ走る大きな濤跡 (S

D66)は 、出土遺物より古墳時代前期 と考えられる。

3月 17日 (金 )曇時々雨

OT-24・ 25の両 トレンチの遺構検出を完了し、写真撮影を行なう。

OT-16の 遺構検出、古墳時代前期の濤跡と同時期の柱穴が多数切 り合っている模様。

3月 18日 (上 )曇時々雨

OT-16の 遺構検出完了、全面を清掃して写真撮影完了。

OT-25の 遺構掘 り下げ開始。

3月 20日 (月 )晴

OT-25の ピット及び S K23・ 24の掘 り下げ完了。

る。

OT-7の S D14及び S D15を 掘開、遺物は皆無。

OT-7・ 8・ 9の平板実測 (1/100)を 完了。

S K24は その掘 り方より井戸跡 と考えられ

3月 21日 (火 )晴

OT-24の 遺構掘 り下げ、ピット、濤跡が多数切 り合って存在する。

OT-25の S K23・ 24の平面実測 (1/20)。

3月 22日 (水 )曇のち雨

oT-25 S D63の 第 I層掘 り下げ開始。

OT-24の 全面を清掃し、写真撮影を行なう。

司
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3月 23日 (木 )曇

OT-24の 割 り付け、平面実測 (1/20)

OT-25では S D63の第 1層 (黒褐色粘質土層)を掘開、古式土師器片を多量に含有していた。

3月 24日 (金 )曇のち雨

OT-24 平面実測 (1/20)を完了し、レベルの記入を行なう。

OT-25の 平面実測図にレベルを記入。全面を清掃し、写真撮影を完了。 S D63の第 I層除去

後、50Cm中 で深掘し、セ クションの観察を行なう。

OT-16 遺構掘 り下げ開始。

3月 25日 (上 )晴のち曇

OT-16 ピット及び S D32・ 33の掘 り下げ完了、割 り付けを行ない、平面実測 (1/20)。

OT-24・ 25 両 トレンチの断面実測完了。

OT-8の 遺構掘 り下げ開始。

3月 26日 (日 )晴

OT-8の 遺構掘 り下げ完了、全面の清掃をし、写真撮影。

OT-16の 北東に三角状に広がるS D34の掘 り下げを行なう。深さ0.8mの大きなもので古式上

師器を多量に含む。

OT-25の S D63の断面実測。

3月 27日 (月 )曇

OT-16の S D34の掘開完了、平面実測 (1/20)及びレベル記入。SX2を掘 り下げたとこ

ろ須恵器片が出土。

OT-8 断面実測完了。 トレンチ設定図(1/500)の作成。

3月 28日 (火 )曇のち雨

OT-9の S D19を 西壁に沿って lm巾 を深掘 りしたところ、濤肩部で布留期の高邦・壷と共

に有孔円板 4個が出土する。直ちに、平面実測 (1/10)及び写真撮影を行なう。

OT-25では S D63の断面図作成完了。

3月 29日 (水 )晴

O昨 日、T-9の、S D19よ り出上した有孔円板等の平面実測 (1/10)を完了し、レベル記

入。

OT-16では濤等のレベル記入 。
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3月 30日 (木 )曇のち晴

OT-9の 全面を清掃 し、写真撮影。

OT-16 濤等の断面図作成。

3月 31日 (金 )晴

oT-9 平面実測 (1/20)を完了し、レベル記入。資材を徹収して、現地調査を完了する。

(別所健二・大橋美和子 )

2.第 2次調 査 (1978年 H月 15日 ～ 1979年 2月 5日 )

11月 15日 (水 )曇

O資材搬入及びテントの設置、前回調査 したT-1に 接 して、中10m、 長さ20mの トレンチT

-2を設定。

ユンボにてT-2の 掘削開始。耕土層、灰責褐色粘質上 (床土 )、 灰黒色粘土層等を除去 し

た後、地山と思われる責褐色土層が現われ、遺構 としては、濤状遺構 を検出、遺物 も若千含ま

_れ る。

11月 16日 (木 )晴

oT-2の 遺構掘開々始。須恵器・黒色土器・土師器等が出土する。

OT-2の 東壁面の断面図作成。

■月18日 (土 )晴

oT-2の 濤掘開続行。

OT-2の 北方 10mの地点にT-3を 設定 し、ユンボにて掘削、地山確認の為、北壁に沿って

lm巾深掘 りを行なう。

11月 20日 (月 )曇時々雨

O昨 日の雨の為排水作業 。T-2 北壁の断面実測完了後、全面の清掃を行ない写真撮影。

oT-3 遺構検出。

11月 21日 (火 )晴

oT-3の 濤 SD6～ SD8の 掘開続行。 SD6よ り若千の須恵器・土師器片が出土。

6T-3の 北方に10m× 20mの トレンチT-5を 設定 し、ユンボにて掘削開始。

11月 22日 (水 )晴

oT-5 ユンボにて黄褐色土層の地山まで掘 り下げを行なったが、遺構及び遺物は皆無であ
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った。念の為、北壁に沿って lm中の深掘 りを行なったが、遺構無しと判断する。

OT-2の 平板実測 (1/100、 1/50)を 完了し、レベルを記入。SD3、 SD4断 面図作成。

OT-3・ T-5の 中間地点に10m× 18mの トレンチT-4を 設定、耕土直下よリスキ跡検出。

■月23日 (木 )晴

OT-3の 壁面実測を完了。

11月 24日 (金 )晴

OT-3 平板実測 (1/100、 1/50)を 完了し、レベルを記入。

OT-5 壁面実測。

oT-4 ユンボにて第Ⅲ層下の黄灰褐色砂質土層まで掘 り下げ、濤を検出した。

■月25日 (土 )晴

oT-4の 中を5mよ り10mに 広げる。北東から南西に走る濤跡 3本を検出、遺物若干出上。

OT-5の 壁面実測完了。

11月 28日 (火 )曇

○前回調査 したT-16の 北側に トレンチT-17を 設定、ユンボにて掘削開始。

OT-4 年前中排水作業、年後より遺構の掘 り下げ。

11月 29日 (水 )曇時々雨

oT-4 遺構掘開完了。

OT-17の S D38は 、前回調査のT-16、 S D34の続きと思われ、黒褐色粘土層が厚 く堆積 し、

古式土師器片を多量に含む。 S D38を 切 って走る S D35、 S D36の掘 り下げ続行、若子の遺物

を含む。

OT-17の 北側に接 して トレンチT-18を 設定 し、ユンポにて掘削開始。

11月 30日 (木 )曇時々晴

oT-4の 壁面及び濤の断面図作成完了。

OT-17 S D35、 S D36の掘 り下げ完了。

○ユンボにてT-18、 T-19の掘削、遺構検出。

12月 1日 (金 )晴

OT-4の 全面を清掃 し、写真撮影完了。

OT-17の S D35、 S D36の平板実測及びレベル記入を完了、南壁断面図作成完了。

○ユンボにてT-28の 掘削開始。
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12月 4日 (月 )曇

OT-28の 遺構検出。濤・ピット及び竪穴住居址 (?)を検出。特に S D70は 、南東か ら北西

に走る大きな濤跡で、古墳時代前期の遺物を多量に含む。

OT-19の 北側に接 してT-20を 設定 し、ユンボにて掘削開始、遺構検出。

12月 5日 (火 )

OT-20の 北側に隣接 してT-21を 設定、ユンボにて掘削開始。

OT-4 平板実測 (1/100、 1/50)完了、レベル記入。

OT-28 住居址 SH3は 、 2m× 2mの小型で、黒褐色粘質上の下に炭化物の層が堆積。住

居址又は土拡の可能性も考えられる。若千の遺物を検出。

12月 6日 (水 )晴

OT-28の 濤掘 り下げ後住居址 SH4を 掘 り下げる。一応柱穴は、残っているが、浅いもので

ある。又、 トレンチ東側の SH5は 、残 りの良い柱穴を有するが、炭化物、遺物等は認められ

ない。 SH3の 断面図作成完了。

12月 7日 (木 )晴

OT-28 遺構掘 り下げ続行、 S D70の断面図作成完了。

12月 8日 (金 )晴

OT-28 遺構掘 り下げ完了。全面の清掃を行い、写真撮影。

OT-26 濤跡・ピット等の掘 り下げ。

12月 9日 (土 )晴

OT-28の 東壁断面図作成、平板実測(1/50)完 了。

OT-26 方形周濤墓の残骸 と考えられる濤跡を掘 り下げ るが、 遺物は皆無。 S D66は 多量

の古式■師器片を含む。

12月 m日 (月 )曇時々雨

OT-28の 壁面実測完了。

OT-26 遺構の掘 り下げ完了、全面を清掃し、写真撮影。

12月 12日 (火 )晴

OT-28 平板実測 (1/100)完了。レベルの記入。

OT-26 壁面実測完了。

OT-21の S D51は 、T-20、 S D51よ り続 くもので、T-21の北側に向かって流れており、

司
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砂層となって広がる。弥生土器、古式上師器片を多量に含む。他にピット多数を検出。

12月 14日 (木 )晴

OT-20の 北半分は、黒褐色粘土層でおおわれている。南側の濤等を掘 り下げる。

12月 15日 (金 )曇

OT-20 S K19を 掘 り下げる。古式上師器片を多量に含み、炭化層も検出される。

OT-20の S D51を 約30Cm全面に掘 り下げたところ、地山を検出、精査したところ井戸跡とも

考えられる円形の上拡が現われる。

OT-21 S D53の 平板実測 (1/100、 1/50)完了。レベルを記入。

12月 16日 (土 )晴

OT-26 平板実測 (1/100、 1/50)完了。レベル記入。

OT-20 遺構の掘 り下げ続行。

12月 18日 (月 )晴

OT-20の 全面を清掃し、写真撮影。

OT-21 平板実測 (1/100、 1/50)完了。レベル記入。

OT-19 遺構の掘 り下げ開始。

12月 19日 (火 )曇

OT-21 壁面実測完了。

OT-20 平板実測 (1/50)完了。レベル記入。

OT-19 遺構の掘り下げ開始。S D42よ り炭化物の層を検出。

12月 20日 (水 )雪

OT-19 多数のピット・小濤等掘開。T-18よ り続 くS D42に は、多量の遺物含有。平板実

測 (1/100、 1/50)完了。

OT-18 遺構掘 り下げ開始

12月 22日 (金 )曇

oT-19 S D42を おおう炭化層の写真撮影完了後、さらに掘 り下げる。全面を清掃し、写真

撮影。

OT-18 濤・土拡等の掘 り下げ続行。S D41に は、多量の遺物含有。 S K16は 、黒褐色粘質

土下に、赤褐色の焼土が10cm中 で堆積、遺物を少量検出。 S K17は、黒褐色粘質上下に薄い炭

化層が堆積、多量の古式土師器を検出した。
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12月 25日 (日 )晴     ′

OT-17 6m× 6mの竪穴住居址の残骸を検出。

非常に悪 く、わずかに濤・柱穴が認められる。

12月 26日 (火 )晴

OT-18の 全面を清掃 し、写真撮影。

OT-17 竪穴住居址掘 り下げ。

残念ながら、削平されている為、残存度は

12月 27日 (水 )晴

OT-19・ T-20 両 トレンチの壁面実測。

OT-17 竪穴住居址の掘 り下げ完了。 S K15よ り受口状口縁甕出土。

12月 28日 (木 )晴

OT-18 S K17出 土土器の平面実測 (1/10)完 了。

oT-20 濤等の断面図作成。

OT-17 竪穴住居址の写真撮影完了。 S D38掘 り下げ続行。

1979年 1月 8日 (月 )晴

OT-21の平面実測 (1/20)完 了。

OT-17の竪穴住居址の平面実測 (1/20)。

OT-26の 北側に隣接してT-27を 設定、ユンボにて掘削開始。

1月 9日 (火 )晴れ

OT-17の S D38掘 り下げ続行。多量の古式上師器片を検出。又、濤底より、完形の木製鍬が

出上 した。

oT-20 SX5底 より、杭列検出。 SX5は 、井戸の可能性がある。しかし、杭列は、井戸

よりも濤 と関係するものか。

OT-27 ピット・濤・土1/A等 多数検出。

1月 10日 (水 )曇

oT-16 S D34掘 り下げ完了。鍬の写真撮影。

oT-27 遺構検出、 トレンチ北西側の薄は方形周濤墓の一部 と考えられる。

oT-12・ T-13を 設定 し、ユンボにて掘削開始。

OT-20 SX5内 の杭列の写真撮影。

可
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第 3図 トレンチ設定図
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○引き続きT-12の南側に隣接 してT-10。 T-11を 設定。ユンボにて掘削開始。

OT-27 遺構掘 り下げ開始。

1月 12日 (金 )曇

OT-27の 追構掘 り下げ。

OT-12・ 13の両 トレンチの遺構検出。ピット多数、滞等を検出。

1月 13日 (上 )曇時々雨

OT-13の 遺構掘 り下げ続行。

OT-6を 設定、ユンボにて掘削開始。

1月 16日 (火 )晴

OT-17の 平板実測 (1/50)完 了。レベル記入。

1月 19日 (金 )雪

OT-27の S D66掘 り下げ完了。須恵器を若千含む。

1月 20日 (土 )晴              _
OT-27の 全面を清掃 し、写真撮影。

OT-12・ 13 両 トレンチの遺構掘 り下げ開始。

1月 22日 (月 )曇

OT-27の 平板実測 (1/50)完 了、 トレンチ壁面観察。

OT-12の 遺構掘 り下げ完了。

OT-11の 遺構検出、ピット多数。

1月 23日 (火 )晴

OT-27の 割 り付け、平面実測 (1/20)完 了。

OT-11の 遺構掘 り下げ完了。

1月 24日 (水 )晴

OT-27の 壁面実測完了。レベル記入。

OT-11・ 12・ 13及びT-17の 全面を清掃し、写真撮影完了。

1月 25日 (木 )晴

OT-12・ 13の平板実測 (1/50)完了。
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OT-10の S D20、 S D21の 掘 り下げ開始。東か ら西に平行 して流れてお り、出上遺物 より時

期差は認められない。

1月 26日 (金 )曇

OT-13の 平面実測 (1/20)。

OT-11・ 12の平板実測 (1/50)完了、平面実測 (1/20)を完了。

OT-10の S D20、 S D21の掘り下げ続行。古式上師器を多量に検出。

1月 27日 (上 )晴

oT-13の 平面実測 (1/20)完 了。

OT-11・ 12・ 13の壁面実測及びレベル記入を完了。

OT-10の 濤掘 り下げ続行。

1月 31日 (水 )晴

○前 日の雨の為、一 日中排水作業。

2月 2日 (金 )曇

O排水作業

OT-10 S D20掘 り下げ続行。

2月 3日 (上 )晴

OT-6の 排水作業。排水の為側濤を掘る。

OT-10の ピット及び濤等の掘り下げ完了。平板実測 (1/100、 1/50)及びレベル記入完了。

2月 5日 (月 )曇後雨

OT-6の 平板実測 (1/100、

OT-6・ 10の全面を清掃し、

O調査完了、機材撤収。

1/50)及びレベル記入完了。濤 S D14よ り受口状口縁甕検出。

写真撮影完了。

(大橋美和子 )
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3.第 3次調査 (1980年 3月 I日 ～ 3月 31日 )

・ 3月 1日 :資材運搬。 トレンチ設定。 トレンチは、工事範囲一ぱいの10m幅 を計画したが、

東側では、両側辺が附帯工事による破壊のため調査不可能 とわかる。従って、東端は5m幅

の トレンチとし、西へ向かうにしたがって漸次幅を広げる計画に変更する。遺構検出面まで

の掘削は、バックホエを利用する。バックホーの爪先には、鉄板を取 り付ける。さっそく掘

削開始。耕土・床土直下に責灰褐色粘上の地山を確認し、この面で広げる。

。3月 2日 :基準杭・ベンチマークを、当調査区の近 くへ移動する。

・ 3月 3日 ～3月 4日 :掘削継続。 トレンチ両側には、土層確認と排水のための側濤を掘る。

トレンチにそってほぼ中央には、かつて当地に構築されていたハウス施設のコンクリー ト基

礎が確認され、その施設に伴うと考えられる攪乱が随所で露呈する。遺構として、若千のピ

ットの他、南北に走る濤 1条 (S D29)を確認する。

・ 3月 5日 ～3月 9日 :附帯工事による破壊が少なくなったため、 トレンチ幅を7m、 次いで

10mに する。ただ、排土面積が限られるので、南半を先に調査し、南半終了後、北半を調査

する分割調査の方式に変更する。南半の調査の結果、ピットが数ケ所で群在しており、内 1

群では 2間 × 1間以上の小規模な掘立柱建物が建っていたものと考えられる。各ピットの色

調は、大きく3様に識別することが可能なようである。濤は、やはり南北に流れるもの 4条

(S D25～ S D28)を 確認する。その他、不定形な若千の土拡が検出された。ピット及びS

D28に ついては、平面略図用の平板図 (1/100)作成後、掘開する。他の遺構は、工事の過

程で破壊されることがないため、遺構確認に留める。

・ 3月 10日 ～3月 14日 :南半で検出した各遺構の写真、平面実測 (1/20)を行なう。その後、

遺構及び遺構面の保存を計るため、山砂を南半均―に約30cm余充填する。

・ 3月 15日 ～3月 17日 :北半に積み上げられた排土を、バックホーで南半掘削部に移動し、北

半調査の準備をする。この間、基準杭の逃げ杭を、周辺の水田 5ケ所に移し、あわせて、水

田畦畔や道路等を加えたトレンチ設定平板図 (1/500)を作成する。

・ 3月 18日 ～3月 24日 :北半の調査を開始する。若千のビットの他、南半につながる濤 4条 (

S D 25～ S D28)、 土拡若干を検出する。遺構の平面略図 (1/100)作 成。 S D26。 S D25

については、土器の包含が予想されたため、時期決定及び一括資料の確保の目的で掘開する。

予想通 り多量の上器が出上する。又、掘開の結果、両濤とも南に広がる微高地から北への流

路を保つ濤であることが明らかとなった。他の 3条の濤も、同様の流路を保つものと考えら

れる。その他、土抜 1例 (SK8)に ついても掘開し、おのおの断面観察 (1/20)を行なう。

・ 3月 25日 ～3月 27日 :北半全体を清掃し、写真撮影。平面実測 (1/20)を行なう。

・ 3月 28日 ～3月 31日 :北半にも南半同様に遺構保存のための山砂を充損 し、南半に積み上げ

た排土を埋めもどす。資材撤去。現地調査終了。
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Ⅳ.遺

二次にわたる調査で検出した遺構は、総数で 129ケ所をこえるが、その大部分は自然流水路 と

みられる滞跡で、およそ73条 を数え、明確な遺構 としては、方形周濤墓 2基、竪穴住居址 5棟、

掘立柱建物 6棟、土拡26基 、その他性格不明遺構 6ケ所、そしてピット多数である。このうち、

土拡・ピットについては、後述するように、本遺跡がおそらく野洲川の氾濫によって、かなり

の削平を受けているとみられ、竪穴住居l■ の残骸の可能性が高い。時期 としては、一部で奈良・

平安時代の遺構がみられるが、大部分が古墳時代前期のもので、後述のように、遺物では弥生

中期～後期のものが若千みられる。なお調査が二次にわたり、 トレンチ番号 。遺構番号に統一

性がな くなるため、報告書では、すべて通 し番号を付すこととした。ただし調査時の番号で一

部報告 したものもあり、対照表を作成して、混乱をさけることとした。
(注 1)

1.濤 跡

上述のとおり、73条 にのぼる濤跡を検出したが、大部分が自然流水路とみられる。ただし、

人工的に掘削されたものも若干認められ、集落内の排水用に設けられたものと考えられよう。

次にその概略を解説しておきたい。

SDl 調査区の南端、T-1で検出した小さな濤で、東から西へ直線的に流れる自然流水路

である。幅45m、 深さ 6 Cmを 測 り、およそ 2層 に区分される。出土遺物はなく、削平のため

か西側では検出できなかった。

第 4図 新 旧遺構番号対照表

新Ⅲレンチ番号 旧トレンチ番号 新遺膳番号 旧遺繕番号 新トレンチ器 I日 トレンチ番号 新遺構番号 旧遺構番号

T-1 NT-1 SD l
SD 2
SD3

Ｄ

Ｄ

Ｄ

S D15 SD 2

T-8 NT-2B S D16

S D17

SXl

SDl
SD 2
SXlT-2 ST― ユ SD3

SD 4
SD5

SD 2
SD l
SD3 T-9 NT-2C S D18

S D19

SKl
SK2

SD 2
SDl
SKl
SK3

T-3 ST-2 Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

SD 2
SD l
SD3

T-10 ST-16 S D20

S D21

SHl
SB l

SD 2
SDl
SH l

T-4 ST-3 SD9
S D10

SD■
S D12

SD 4
SD 3
SD 2
SDl

T― ■ ST-15 SHl
SB l

SH l

T-6 ST-17 S D13

S D14

SD 2
SD l

T-12 ST-14 SB 2
SK3 SKlT-7 NT-2A S D14 SD l

「
―
―
―
―
―
―
―
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新トレン婢滑 I日 トレンチ番号 新遺構番号 旧遺構番号 新トレンチ番号 旧トレン鰐 新遺構番号 旧遺繕番号

T-13 ST-13 S D22

S D23

S D24

SB 3

SD 3
SD2
SD l
SB 2

S D49

S D50

S D51

S D52
SB 5
S K18
SX 5

SD l

SKl
SX l

T-15 ST-12 S D25

S D26

S D27

S D28

S D29

SB 4
SK4
SK5
SK6
SK7
SK8
SK9

SD 5
SD 4
SD 3
SD2
SDl
SB l
SK5
SK6
SK4
SK3
SK2
SKl

T-21 ST-9 S D49

S D51

S D53

SB 6

SX l
SD2
SDl

T-24 NT-5 S D54
S D55

S D56
S D57

S D58
S D59

S D60

S D61

S K19

S K20

SX 6

SD 8
SD9
S D10

SD3
SD7
SD 2
SD 5
SD6
SK2
SKl
SXl

T-16 NT-3 S D30
S D31

S D32
S D33

S D34

SX 2
S K10

SD2
SDl
SD 4
SD 5
SD3
SX l
SKl

T-25 NT-6 S D58
S D59

S D62
S D63

S K21

S K22

SD 3
SD 3
SD4
SDl
SKl
SK2

T-17 ST-5 S D35
S D36
S D37

S D38
S D39

SH2
S Kll

S K12

S K13

S K14

SX3
SX 4

SD l
SD2
SD6
SD5
SD3
SHl
SKl
SK4
SK3
SK2
SX l
SX 2

T-26 ST-10 S D64

S D65

S D66

SMl

SD3
SD2
SDl
SD 4

T-27 ST-12 S D66
S D67
S D68
SM2
S K23

S K24

S K25

S K26

SD6
SD2

SD 4・ 5

SD 3
SK3
SK2
SKl
SK4

T-18 ST-6 S D40

S D41

S D42
S K15

S K16

SD3
SDl
SD2
SKl
SK2

T-19 ST-7 S D42

S D43

S D44

S D45

S D46

S K17

SDl
SD2
SD 3
SD4
SD5
SKl

T-28 ST― ■ S D69

S D70

S D71

S D72

SM2
SH3
SH4

SD 3
SD2

SD l― b

SD l― a

SD4
SHl
SH 2T-20 ST-8 S D47

S D48 SD2
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SD2 同じくT-1で 検出された濤で、南北流するとみられる。 SDlと ほぼ直交するとみ

られ、南半が削平のため消失 している。幅60m、 深さ 7 Cmを はか り、出土遺物はない。 SD

loSD2と も時期不明であるが、T-1の 包含層からは、12世紀中葉～後葉 とみられる黒

色土器婉、土師器皿、羽釜などが出上 してお り、まとまらない小 ピットともに、かかる時期

が、一応推定されるだろう。

SD3 T-2・ T-1の それぞれ南端から北端 を蛇行 しながら東西流する自然流水路で、幅

1,7m、 深さ35Cmと 、やや規模の大きい濤である。およそ 2層 に区分され、各層か ら混在し

た形で、多くの上器が出土 している。弥生土器、古式土師器 も若千混入するが、主体 をなす

のは、 6世紀前半 (陶 邑のⅡ-1・ 2段階)と みられる須恵器不・ lTh蓋・壷および土師器邦・

皿であった。この付近では、かかる時期 と遺構はこれまで未発見であり、 SD4と ともに、

この上流の金ケ森集落に重複 して存在することを推測させ る。

SD4 SD3の 北側を円弧を描いて東西流する細い濤で、幅 0,6m、 深さ18Cmを 浪ける。出土

遺物は多くないが、 9世紀代の上師器琢 。皿などが中心で、上流側に当該時期の遺構の存在

が予想される。

SD5 T-2の 北端に一部検出された濤で、山賀川の現河道 と重複する可能性 もあり、山賀

川のある時期の河道の一部 とみられる。なお出土遺物はなく、時期は不明である。

SD6 T-3の 南半を東西流する自然流水路で、幅 2.8m、 深さ33cmを 測る。出土遺物は多

くないが、黒色土器婉・甕をはじめ、土師器・須恵器 。灰釉・緑釉などがあり、おおよそ11

世紀代のものである。

SD7 SD6の 北側を東西流する濤で、幅 3.Om、 深さ30Cm以上 を測 り、北接するSD8に

切 られている。ただし出土遺物はなく、時期は明らかでない。

SD8 SD7の 北側を一部切 って東西流する水路で、幅 3.6m、 深さ30cm以上をはかる。出

土遺物はなく、時期は判明しない。

SD9 T-4の 南端の一部を、やや弧を描いて東西流する水路で、幅 1.8m、 深さ38Cmを は

かる。 S D10に 切 られているほか、出土遺物はなく、時期 を判断する材料はない。

S D10 SD9と S Dllの間を南北流する水路で、北端は S Dllに 切 られ明らかでな く、南端

で SD9を 切っている。幅 0.9m、 深さ 7 Cmの小さな濤で、出土遺物はなかった。

S Dll T-4の 中央を東から西へ斜めに流れる直線的な水路で、幅 2m、 深さ33omを測る。

人工的な濤を思わせ るつ くりであるが、出土遺物はなく、性格は明らかにし難い。

S D12 S Dllの 北側 を、ほぼ平行 して東西流する細い濤で、幅 0.5m、 深さ22cmを測る。こ

の濤で出土遺物はなく、時期不明である。

S D13 T-6の 南東の角 を横切 つて東西流する濤で、幅 0.6m、 深さ28cmを はかる。出土遺

物は僅少で、時期の判明するものはない。

S D14 T-7の 南東角からT-6の 北西角へ東か ら西へ横切 る濤で、幅 0.8m、 深さ28cmを

はかる。出土遺物は少なく、図示で きるものはなかった。T-7で S D15を 切つている。

S D15 T-7で 、 S D14の北側 を東西流して、 S D14に 切 られて消滅する水路で、幅 0.7m、

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

手

一
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深さ37cmを測る。出土遺物は僅少で図示 しうるものはな く、時期は不明である。ただし、 S

D13～ S D15出上の小破片は古式上師器 とみられ、一応古墳時代前期 とみることができよう。

S D16 T-8の 南端を東西流する水路で、幅 0.4m、 深さ10Cmを はかる。遺物の出土は少な

く、一応布留式の時期におさまるものとしておきたい。

S D17 S D16の 北側 を平行 して東西流する、やや大きな水路で、幅 1.9m、 深さ30cmを はか

る。遺物の出土は少ないが、一応布留式上器 とみられ、詳細は明らかでない。

S D18 T-9の 南端を屈曲して東から西へ流れる濤で、 S D19と の切 り合いが明瞭でない。

幅 1.Om、 深さ10Cm以上をはか り、布留式上器を多数含む。

S D19 T-9の 北 3分の 2を 占める深い落ち込みで、T-10南側にみえる S D20の肩が、 S

D19の ものとすれば、大規模な旧河道 となる。全掘 していないので、深さは不明であるが、

幅はT-9内 で 8.5mを はかる。一部 トレンチを入れただけであるが、大量の布留式上器が

出上した。いずれも古い様相 をもつもので、一時期に埋没したものとみられる。

S D20 T-10の 南端に右岸肩回のみがみえる河道で、上述のとお りT-9の S D19と 一連の

ものとみられる。T-10内 での幅 4.Om、 深さ4.2cmを はか り、上層か らは布留式土器が、下

層から布留式上器に混在して、庄内式並行 とみられるものや、弥生中期に遡 るものも出土し

ている。

S D21 S D20の 北側にほぼ並行 して東西流するとみられる水路で、幅 2.6m、 深さ60Cmを は

かる。濤内からは、布留式土器を主体 とする古式土師器が出土 してお り、下層より庄内式並

行 とみられる土器が出上している。 S D21の北側には、後述するように、竪穴住居址の残骸

とみられる、ピット・小濤が広 く分布 してお り、遺跡の南端を区画するものと考えることも

可能である。

S D22 T-13の 南側にやや屈曲して南北流する水路で、幅 2.2m、 深さ37Cmを はかる。出土

遺物は少ないが、いずれも布留式上器であった。

S D23 S D22の 北側で、 S D24を 切 り込んで南北流する水路で、幅 1.lm、 深さ17cmを 測る。

出土遺物は少なく、図示 し得るものはないが、一応布留式 とみられる。

S D24 S D23に 切 られて左岸肩口は一部 しか知 り得ないが、幅 1.3m、 深さ23Cmを はかる水

路で、布留式上器がかなり出土 している。

S D25 T-15の 南端 を東西流する水路で、幅 2.5m、 深さ58omを はかる。濤内か ら大量の布

留式土器が出上している。

S D26 T-15の ほぼ中央を東西流する水路で、幅 2.6m、 深さ56Cmを 測る。出土遺物は少な

いが、庄内式並行 と布留式の土器が混在 していた。

S D27 S D26の 北に並行 して東西流するとみられる水路で、幅 2.3m、 深さ45cmを はかる。

出土遺物は、全形を伺えるものはないが、布留式の可能性が高い。

S D28 S D27に 北接 して、南北流するとみられる水路で、幅 5.5m、 深さ75Cmを 測る大規模

なものである。出土遺物がそれほど多くなく、布留式上器を主体 とするが、弥生後期 とみら

れる土器が若千混在していた。
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S D29 S D28の 北側を、ほぼ平行 して南北流するとみられる水路で、幅 2.Om、 深さ65Cコ を

測る。出土遺物はかなり多く、大部分が布留式土器であり、一部庄内式並行のものが混在す

る。

S D30 T-16の 中央を東西流する S D31か ら分岐する細い水路で、幅 0.3m、 深さ17cmを 測

る。遺物はほとんどな く、時期不明である。

S D31 T-16の 中央を東西流する大きな水路で、幅 3.5m、 深さ26cmを はかる。出土遺物は

な く、時期不明。

S D32 S D31の 北側をやや屈曲して東西流する水路で、幅 1.2m、 深さ15cmを 測る。出土遺

物は全 くない。

S D33 S D32の 北を、ほぼ並行 して東西流する水路で、幅 1.Om、 深さ10cmを 波ける。

S D34 T-16の 東北コーナーで検出された水路で、左岸肩回のみを検出した。T-17北西コ

ーナーで検出した S D37と 同一の可能性があ り、これを右岸肩口とすれば、幅 3.5m以上、

深さ70cm以上の大規模な旧河道になるとみられる。T-16では S D32・ S D33に 、T-17で

は S D35。 S D36に 切 られてお り、前後関係が判明する。T-16では布留式土器が大量に出

土してお り、庄内式並行 とみられる土器が若千混在していた。

S D35 T-17の 南端を東西流する水路で、幅 0.8m、 深さ25cmを 測る。出土遺物は少なく、

布留式上器 とみられる。

S D36 S D35の 北側を、ほぼ平行 して東西流する濤で、幅 1.4m、 深さ30cmを測る。出土遺

物 もS D35と ほぼ同じ傾向を示す。

S D37 S D34の 項で述べた通 りであるが、出土遺物は少ない。

S D38 T-17の 南端 をやや弧を描いて南北流する水路で、 S D37に ほぼ東接 している。幅 1

.9m、 深さ65Cmを 測 り、滞内より布留式上器が大量に出上した。そして須恵器蓋琢 1点が含

まれていたことは注意されよう。

S D39 T-17の 北端を東西流する滞で、幅 0,7m、 深さ18cmを 測る。出土遺物は比較的多く、

布留式上器を主体 としている。

S D40 T-18の 南端に一部検出された不整形の濤で、土城の可能性 も考えられる。幅 1.8m、

深さ17cmを 測 り、出土遺物は少な く、時期は明らかでない。

S D41 T-18の 中央を南北流する、大きな水路で、幅 2.Om、 深さ43omを 測る。濤内より布

留式上器が大量に出土 している。

S D42 S D41か ら分岐して、T-19を 横切って南北流するとみられる水路で、幅 1.Om、 深

さ45cmを 測る。T-18では、ほとんど遺物の出土はみないが、T-19では、大量の布留式上

器が出土 した。やや新 しい様相を示す とみられる。

S D43 T-19の 中央付近 を東西流して、 S D42に 流入するとみられる水路で、幅 0。 3m、 深

さ35Cmを測る。遺物の出土な く、時期は不明である。

S D44 S D43か ら分岐して、 S D42に 流入するとみられる水路で、幅 0.5m、 深さ32cmを 測

る。出土遺物は少ないが、布留式土器 とみられる。

「
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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S D45 S D44の 北側で、S D42を 切 り込んで掘削された細い水路で、幅 0.4m、 深さ28cmを

測る。若千の布留式上器片を出上 した。

S D46 S D45の 北を、土拡 S K18か ら東西流して、 S D45と 合流する水路で、幅 0,3m、 深

さ10Cmを 測る。出土遺物は皆無であった。

S D47 T-20の 南東コーナーから南北流して S D481こ 流入する水路で、幅 0.8m、 深さ20cm

を測る。出土遺物は全 くなし。

S D48 T-20の 南端を東西流するとみられる水路で、幅 1.Om、 深さ35Cmを測る。遺物は、

小破片が ごく少数出上したのみである。 S D49を 切 り込んでいる。

S D49 T-20と T-21の 一部の東側に広がる落ち込みで、落ち際の一部が検出されるにとど

まる。 S D47。 S D48。 S D50。 S D52。 SX5に 切 られているが、出土遺物は皆無で、時

期は明らかにできない。T-20で幅 1.8m、 深さ30Cmを はかる。

S D50 T-20の 中央を東西流する水路で、 S D49を 切 り込み、 S D51に 切 られている。幅 1

.Om、 深さ30cmを測る。出土遺物は全 くなし。

S D51 T-21の 西半、T-20の 西端で検出された旧河道状の落ち込みで、最大幅 4.Om、 最

も深いところで70Cmを 測った。出土遺物は、かな りの量に達 し、弥生中期後葉 。弥生後期の

土器を若千混在 しているが、その中心は、布留式上器で、それも古い様相を示す ものである。

S D52 S D49を 掘 り込んでつ くられた濤で、 SX5に 取 りついている。幅 0.4m、 深さ 8 cm

をはかる小濤で、出土遺物は全 くなかった。

S D53 T-21の 中央を斜めに東西流する小路で、幅 0.5m、 深さ10Cmを 測る。 S D51を 切 り

込んでお り、出土遺物は検出できなかった。

S D54 T-24の 西コーナーを南北流するとみられる細い水路で、幅 0.2m、 深さ 5 Cmを 測る。

出土遺物はなし。 S D57に 切 られている。

S D55 T-24の 中央付近を、 S D54と ほぼ平行 して南北流するとみられる小水路で、幅 0.5

m、 深さ 5 cmを はかる。出土遺物な く時期不明。

S D56 S D55の 東側を平行する浅い濤で、幅 0.5m、 深さ35Cmを測る。 S D60に よって切 ら

れてお り、遺物は小破片であった。

S D57 T-24の 北コーナーを、やや 狐を描いて、T-25の S D62に 合流する小水路で、幅 0.5

m、 深さ38cmを測る。出土遺物は小破片のみであった。

S D58 S D57を 切 り込んだあと、その北側 を平行 して、同じくS D62に 合流する水路で、幅

0.6m、 深さ16Cmを 測る。出土遺物は全 くなし。

S D59 S D56に 切 られた濤で、幅 0,4m、 深さ100mを 測 り、きわめて浅 く、大部分が消失 し

ている。

S D60 S D56を 切 って、ほぼ直交する小水路で、幅 0.5m、 深さ10Cmを 測る。出土遺物はな

かった。

S D61 T-24の 東コーナーを横切る水路で、幅 0,7m、 深さ12cmを 測る。これも出土遺物は

全 くなかった。
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S D62 T-25の 南端 を南北流して、 S D63に 流入するとみられる水路で、幅 0.6m、 深さ12

Cmを 測る。出土遺物はなし。

S D63 T-25の 東コーナーから西コーナーに東西流する水路で、幅 3.8m、 深さ70cmを 測る。

上層より布留式上器を主体 とする土器が大量に出土、弥生土器若干が混入していた。

S D64 T-26南 コーナーか ら南北流する水路で、幅 1.9m、 深さ20cmを 測る。遺物は少ない

が、一応布留式 とみられる。埋没後第 1号方形周濤墓が築造されている。

S D65 S D64と S D66の間を南北流する水路で、幅 0.4m、 深さ 7 Cmを 測る。遺物は少な く、

明確ではないが、布留式 とみられる。 S D64と 同じく、第 1号方形周濤墓に切 られている。

S D66 T-26と T-27に またがる大濤で、東西流するとみられる。幅 9m、 深さ55cmを測 り、

出土遺物 も布留 H式 を中心にかなり多い。T-27では須恵器出土。

S D67 T-27の 中央を東西流する水路で、幅 1.4m、 深さ37cmを 測る。出土遺物は少ないが、

畿内第Ⅱ様式 とみられる弥生土器が出上 してお り、本遺跡では最 も古い遺構 とみられる。

S D68 T-27の 北側 を円弧を描いて、東西流するとみられる水路で、幅 0.6m、 深さ20omを

測る。浅いためか、一部で削平のため消失 している。出土遺物な く、時期不明。

S D69 S D70と 分岐 して東西流する水路で、幅 2.3m、 深さ28cmを 測る。出土遺物は多くな

いが、布留 正式を主体 とする。

S D70 T-28を 斜めに南北流する大規模な水路で、幅 4.9m、 深さ670mを 測る。出土遺物は

きわめて多く布留 I式から布留Ⅲ式までも含んでいた。

S D71 SH4を 切 り込んで、やや屈曲しつつ南北流する水路で、 S D72が分枝する。幅 0.6

m、 深さ20cmを はか り、遺物は少なく時期は判然 としないが、一応布留Ⅱ式以降とみられる。

S D72 S D71か ら分岐した水路で、幅 0.8m、 深さ10Cmを 測る。出土遺物は、 S D71と ほぼ

同様 とみられる。

S D73 T-27の 北側 を東西流する水路で、幅 0.8m、 深さ35Cmを 測る。下層で検出されたも

ので、出土遺物より、布留 I式 とみられる。

方形周溝墓

調査区の北の端付近で 2基の方形周濤墓 とみられる遺構 を検出した。いずれも削平を受け

てお り、出土遺物 も少なく,、 今一つ性格は明らかでない。

SMl T-26で 検出されたもので、主軸はN-6生 Eを 示 し、内区で東西 5.2m、 南北 3.8

mを 測 り、周濤は東辺で 1.Om、 深さ30cm、 南辺で推定 0.8m、 深さ43cm、 西辺で 0.8m、

深さ35Cmを測る。いずれも周濤は浅 く、後世の削平により、北辺および東辺、南辺の一部は

消失 したとみられ、本来は全周していたとみられる。濤内は、黄灰褐色粘質土の地山に上層

黒灰色砂泥、下層淡灰褐色砂泥に分かれたが、いずれにも遺物は皆無であり、時期等不明で

あるが、布留式 とみられる。 S D64・ S D65に 切 られてお り、布留式か或は布留式以前 と推

定される。なお内区において、主体部等、埋葬施設は検出できなかった。

SM2 T-27・ T-28に またがって検出されたもので、主軸は SMlと ほぼ等しく、N-13°
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―Eを示 し、内区で東西 5,lm、 南北 4.6mを はかった。周濤は全周するとみられ、東辺で

0.5m、 深さ15cm、 南辺で 0.8m、 深さ27Cm、 西区で 0.9m、 深さ15cm、 北辺で 1.Om、 深

さ24cmを 測 り、コーナー部は、やや浅 くなっていた。溝内は黄灰褐色粘質土の地山に、暗黒

灰褐色粘質土を充損してお り、ここでも遺物の出土はほとんどないが、南濤第 3層 より、受口

状口縁甕、この破片が出土し、おおよそ布留 正式の古い段階 とみられる。なお東辺は、布留

I式の新 しい段階 とみられる竪 穴住居址 (SH3)に 切 られてお り、この推定を裏付ける。

このほか、内区に土サ (S K27)が所在するが、関連は不明。又 S D68が大きく円弧を描いて、

本遺構 を廻るごとくであるが、これも関連不明である。

3.竪 穴住居址

調査区の中央付近および北端で、合計 5棟の竪穴住居址 とみられる遺構 を検出した。やや

不明瞭なものもあるが、いずれも削平が著 しく、このほかにもプランの消失 したものもかな

第 6図 第 1号方形周濤墓(SMl)平面実測図
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第 7図 第 2号方形周濤墓(SM2)平面実測図

りあると推定される。

SHl T-10・ T-11に またが り検出されたもので、大部分が削平され、わずかに壁濤のみ

が残存していた。西半は調査区外で、規模は明らかでないが、東区か ら推定するなら、一辺

2.3mの隅九方形を呈するとみられ、幅 14cm、 深さ 6 Cmの壁濤がめ ぐる。主軸はN-34生 E

o                                   5M
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を示 し、柱穴は不明確であるが、東北コーナーの柱穴は、径20cmの 円形であった。出土遺物

は皆無で、時期は明らかにできない。

SH2 T-17の 北半に検出されたもので、西辺の一部が調査区外に出るが、ほぼ全形が知 ら

れる。これもSHlと 同じく、削平されて壁濤をわずかに残すにすぎない。規模は一辺 1.9

mの隅丸方形を呈 し、壁濤は北辺、南辺、東辺の一部をめ ぐる。東辺に接 して土拡 2基 (S

K14・ S K15)、 南辺に 1基 (S K13)が 検出され、中央付近に炉跡の痕跡があって、焼土

が広がる。主柱穴は 4ケ所で、径40～ 500m、 深さ25Cmで あった。出土遺物は少ないが、布留

I式の古い段階 と考えられる。

SH3 T-28の 南端で検出した、隅丸方形の竪穴住居l■ である。上述のとお り、SM2を 切

って築造されてお り、一辺 2.6～ 3.Om、 深さ18cmのやや小型の住居址である。柱穴は、北、

東、西コーナーの三ケ所で検出され、これも残 りはきわめて浅い。覆土中より布留 正式 (新 )

段階の遺物が出上してお り、おおよその年代が把握される。

SH4 T-28の 東辺に一部検出された隅九方形の竪穴住居址である。 S D71と SH5に より

切 られ、一辺 4.Om以 上、深さ14cmを はか り、明確な柱穴は検出できなかった。これも残 り

は悪 く、出土遺物 も皆無であった。

SH5 SH4に 接 して北側に所在する隅丸方形の竪穴住居址である。西コーナーの一部を検

第 8図  SHl平 面実測図
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第 9図  SH2平 面実測図

出したにとどまり、全様は明らかでないが、一辺 2.9m以上をはかる。 SH4を 切 ってお り、

後出することが知 られる。ただし出土遺物はな く、年代は明らかにできない。

4.掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は、多数のピットが検出されているにもかかわらず、確認できるものは、きわ

めて少ない。これは調査範囲が限定されていることもあるが、遺跡の本来的な性格を示すとも

考えられる (な お後述 )。

SBI T-10と T-11に またがつて所在する東西二間、南北二間とみられる建物跡で、柱間

寸法はすべて 1.3mで 、中軸はN-58生 wでぁる。

SB2 T-12と T-13に またがつて所在する、推定東西二間、市北一間の南北棟 とみられる。

ただし身合の東ア1は 未検出である。柱間は桁行で 1.4m、 中軸はN-33生 wでぁった。

SB3 T-13の 中央、S D22と S D23の間に所在する。東西二間、南北二間の南北棟と推定
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される。東側の柱穴は、SD

23に切 られ消失 している。柱

間は、桁行で1.75m、 梁間で

1.75mを はか り、中軸はN―

33生 wを示す。

SB4 T-15の 中央に西端の

み検出されたもので、南北一

間、東西一間以上の東西棟 と

みられる。柱間は梁間で 1.4

m、 桁行で 1.3mを はか り、

中軸はN-41生 wを 示す。

SB5 T-20の 南北に所在す

る、東西二間、南北一間の東

西棟 とみられる。柱間は桁行

で 1.8m、 梁間で 2.2mを は

か り、中軸はN-48生 Wを 示

す。南半は S D47～ 49に よっ

て、一部柱穴が確認できなか

った。

SB6 T-21の 中央に西端の

みを検出したもので、南北二

間、東西一間以上の東西棟 と

みられ、柱間は桁行で 1.5m、

梁間で 1.5mを はかる。中軸

はN-48生Wを 示す。

5。 上  拡

土拡は20数基発見されている。

その多くは竪穴住居址に関連す

るものとみられ、いわゆる土拡

墓 とみられるものはなかった。

て
四〇0・ 26

91.983Mい (蛋瑶蒐慰転訂琵フ哩
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第10図  SH3平 面実測図
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第11図  SH4平 面実測図

SKI T-9の 南端で検出された円形土拡で、径0.82m、 深さ0.15mを はかる。中央に炭化

物がかなり含まれてお り、竪穴住居上に関連するものか、出土遺物より、一応布留 I式 (新 )

とみられる。

SK2 T-9の S D19の埋没後、それを切 り込んでつ くられた円形土拡で、径1.26m、 深さ

0.42mを はかる。同じく中心部に炭化物 と焼けた土器片が多くみられる。布留 I式 (新 )と
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み られる。

SK3 T-12の 中央に所在する、長楕円形土拡で、

はかる。出土遺物は少な く、実態は明らかでない。

SK4 T-15の SB4の 西に所在する。長楕円形土拡で、長径 1.8m、 短径50cm、 深さ20Cm

をはかる。出土遺物はな く性格不明。

SK5 SB4の 北に所在する長楕円土拡 とみられるが、東半を後世の攪乱で消失 してお り、

規模は不明であった。

SK6 SB4と SK5の 中間に所在する長円形土拡で、長径 0。 9m、 短径0.65m、 深さ170m

をはかる。これも出土遺物はなかった。

SK7 SK5の 東に所在する瓢形土拡で、長径 0.9m、 短径 0,7mを はかる。性格は不明。

SK8 S D28と S D29の間に所在する変形の土城で、南北 3.lm、 東西 1.2m、 深さ23cmを

はかる。出土遺物はなかった。

SK9 T-15の 北端で検出された、長楕円形土城、長径 0.8m、 短径 0.4m、 深さ17Cmを は

|
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⑥
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第13図  SB2平 面実測図
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長径 1.24m、 短径 0.8m、 深 さ0.3mを
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かる。布留式とみられる土器片数点が

出上した。

S K10 T-16の 中央に所在する長楕円

形土城、長径 1.6m、 短径 0.4mを は

かる。出土遺物はなかった。

SKH 竪穴住居址 SH2の 南に接 して

所在する楕円形土城で、長径0.85m、

短径0.55m、 深さ 6 cmを はかる。出土

遺物はないが、SH2に 関連するもの

か 。

S K12 SH2の 屋内土拡、長径 1.lm、

短径0.75mの長円形を呈 し、深さは 6

Cnを はかる。出土遺物は小破片で少な

いが、一応布留式 とみられる。

一 ③ ③

9200M |

�

第16図  SB5平 面実測図

S K13 同じくSH2の 屋内土城で、長

径 1.3m、 短径 0。 9mの 楕円形を呈す。

深さ30omを はか り、若千の布留式上器

片を出土 した。

S K14 SH2の 屋内土城で、長径1.35

m、 短径0.78m、 深さ30.Ocmを はかる。

出土遺物は布留 I式 (古 )と みられる。

S K15 T-18の S D41を 一部切 り込んでつ く

深さ42.Oomを はかる。出土遺物はなかった。

S K16 T-18の 北よりに所在する楕円形土拡で、東半が調査区外で全形は不明。短径2.51m、

深さ32.5cmを はかる。最下層 (第④層)よ り、炭化物 とともに多くの上器が出上した。布留

I式 (新 )の ものが多い。

S K17 T-19の 北端に所在する楕円形土城 で、 S D46と つながる。長径 1.5m、 短径 0.9m、

深さ21.Ocmを はか り、布留H式 とみられる土器の出土が知 られる。

S K18 T-20の 中央に所在する大型の円形土城、長径2.15m、 短径1.85m、 深さ60cmを はか

る。布留 正式とみられるが、詳細は不明。

S K19 T-24の 東端で一部検出された円形土城で、径 1.Om、 深さ21.5Cmを はかる。 S K20

を切ってお り、出土遺物は少な く、一応布留式 と考えられる。

S K20 S K19の 北に SX6を 切 りこんでつ くられた長方形土城で、東側が調査区外で、全形

は不明。長辺は 1.6m以上、短辺は0.68m、 深さ18.Oomを はかる。出土遺物は破片が少しで

詳細不明。

S K21 T-25の S D63の北に所在する楕円形土城、長径 2.lm、 短径 1,3m、 深さ20.Ocmを

醤 ―案%域域域緒0域域案0理O Z6

=

靡

!~

◎

l==___¬ ___―――下~~~~~¬一一――――ヤーーーー」当
M

第17図  SB6平 面実測図

られた円形土拡で、長径 1.45m、 短形 1.04m、
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はかる。若子の土器

は出土するが性格は

不明。

S K22 S K21の 東に

所在する楕円形土拡

で、長径1.25m、 短

径0.85m、 深さ75cm

を1よ かる。 S K21と

同じく出土遺物は少

ないが、 S D63の上

層に切 られてお り、

布留 正式 (古 )よ り

やや古い可能性はあ

る。
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第18図  S K16平面実測図

S K23 T-27の S D67の南に所在する楕円形土城で、長径 1.7m、 短径 0.7m、 深さ 10 Cm

をはかる。出土遺物はなく、性格は不明。

S K24 S D67の 北側に所在する平面三角形の上拡で、長辺 2.5m、 最大幅 1.8m、 深さ15Cm

をはかる。若千の上器の出上が知 られ、布留 I式期のものとみられる。

S K25 SM2の 南に所在する三角形の土城で、西半は調査区外である。長辺 2.5m以上、短

辺 1.8m以上、深さ20cmを はかる。出土遺物はな く性格は不明。

6.そ の他 (SX)

性格不明の遺構 をSXと して一括 した。この中には、上城或は旧河道 とみられるものもある

が、今後の検討に委ねたい。

SXI T-8と T-9に またが り所在するほぼ円形の落ち込み。径おおよそ 1.Omを はか り、

布留式土器を包合する。完掘 しなかったため性格不明。

SX2 T-16の 西北に所在する、不整形の落ち込み。長辺 3.5m以上、短辺 2.5m、 深さ20

Cmを はかる。 S D32、 S D33に 切 られてお り、庄内式とみられる土器を若干出土する。土城

状のものか。

SX3 T-17の 中央に所在する長楕円形の上城。長径 3.2m、 短径 0.6m、 深さ 20 cmを は

かる。次にのべるSX4と 接 してお り、何 らかの関係を有するとみられる。出土遺物は全 く

なかった。

SX4 SX3に 東接する不整形土城。長径 2.5m、 短径 1.lm、 深さ 23 Cmを はかる。これ

も出土遺物はなかった。

SX5 T-20の 北に所在する円形の大きな落ち込み。径 3.Om、 深さ40cmを はかる。中央に

杭が一本あり、形態的には井戸 とみられるが、出土遺物 も少なく、時期、性格 とも明らかで
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ない。弥生後期の可能性は

ある。

SX6 T-24の S K20に 切

られる落ち込み。大部分が

調査区外で性格不明。出土

遺物 もなかった。

(大橋信弥 )

註

(1)大橋信弥「守山市金ケ森

西遺跡出上の有孔円板につ

いて」 (『滋賀文化財だよ

り』No 18。 1978)。 同「再

び守山市金ケ森西遺跡出土

の石製模造品について」 (

『滋賀文化財だより』 No

44。  1980)

第19図  SX5平 面実測図
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V. 遺

今回の調査によって出上した遺物は、コンテナにして約30箱余にも達 したが、その大半は、

濤内より出土したものである。上器類では、古式土師器を中心に、弥生土器 。須恵器 。土師器・

黒色土器・施釉陶器等多種に及ぶが、主体 となるのは、古墳時代前期の古式上師器で、器種・

数量共、出土遺物中最 も多い。

又、木製品では、T-16の古墳時代前期 と思われる S D34底 より完形の鋤 をはじめ10数点が

出土 し、石製品では、滑石製模造品をはじめ、石斧 。祗石などが、自然遺物 としては、えぐり

のある桃の果核の出土等が知 られる。

a.弥生土器

若千の弥生土器が濤内より出上 している。当遺跡最古 と考えられる畿内第H様式並行の壷形

土器が一点、第Ⅳ・V様式並行の甕・壺・高孫等が少量検出された。

弥生時代中期

弥生時代中期の上器には、甕 。壺・高郭がある。

甕 口縁部の形態によりA・ Bの 2タ イプに分類される。

甕 A(E066。 E067) 外湾してのびる頸部より、短 く直立して立ち上がる口縁部が付 く甕で、

口縁部内外面に粗いハケ調整を行っている。大津市滋賀里遺跡、同春 日山遺跡等に類例 を

求めることができる。

甕 B(E562・ E563)い わゆる受口状口縁で、大きく屈曲する頸部より口縁部が丸味を有し

て内反気味に立ち上がる。 E563は 、口縁部外面に粗い斜方向の粗いハケ調整を行い、E562

は、櫛状具による弧状文を廻らすもので、大津市滋賀里遺跡、同高峰遺跡、草津市志那中
(注 3)

遺跡他、県内で数多く出土 してお り、甕A・ B共に近江における畿内第Ⅳ様式並行の甕形
(注 4)

土器 として典型的 と言えるものである。

壺 (E584)漏斗状にのびる口頸部に、やや偏球状の体部を有す壺。器体外面は、ハケ調整後

ナデを行い、日頸部か ら体部上半にかけて櫛描直線文を廻 らす もので、大中の湖南遺跡、大
(注 5)

津市南志賀遺跡、守山市赤野井遺跡他に類似品が認められ、畿内第Ⅱ様式の新段階に並行す
(注 6)

るものである。

壺 (E068) 口頸部が外湾してのびるもので、日頸部外面には縦位、内面には横位の粗いハケ

調整を行っており、長浜市鴨田遺跡濤Aの遺物中に形態的に類似しているものが認められる。
(注 7)

高杯 (E548) T-21・ S D51出上の高係で、ほば完形をとどめる。琢底部 と口縁部は、不明

瞭な甘い稜によって分けられ、脚部は、細い筒状の脚柱部に届折 して開 く裾部が付 く。器体

内外面共磨減が著 しく、不都外面にわずかにヘラミガキの痕跡をとどめる。この種の高郭は、

畿内第Ⅳ様式に通有なものである。

器土

司
中
―
―
―
―
―
刺
―
―
―
―
―
―
―
―
―
――
刺
刺
―
―
―
―
―
―
―
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弥生時代後期

弥生時代 後期の上器は、甕 。壺・器台がある。

甕 AI(E543。 E544)受口状 口縁を有する甕で、口縁部が頸部より直立して立ち上がる。

E543は 、口縁部外面に横ナデ調整後左下が りの櫛描列点文を廻 らし、 E5441ま 、さらに上半に

横ナデを加える。

重 (E545)外開きの口頸部に、九味のある受口状口縁を呈する壼で、口頸部外面にハケ調整

を施す。頸部に凸帯を貼 り付け、櫛描列点文を廻らすもので、長浜市鴨田遺跡、草津市志那

中遺跡 SE2、 守山市横江・大門遺跡、同服部遺跡等で類例が認められる。
(注 8)

高係 (E244)不底部に稜 をなして口縁部が大きく外反して開 く郭部。磨滅が著 しく調整等は

不明であるが、弥生後期末の上六万寺遺跡のものと類似 してお り、県内でも草津市片岡遺跡
(江 9)                   (注 iO)

をはじめ、大津市性木原遺跡、他多数の遺跡に類似品が認められる。
(注 11)

器台 (E552)弥生時代の器台としてT-21。 S D51よ リー点出上している。口縁端部を大き

く下方に垂下させて、外面に 6条の凹線文 を廻らす。大津市部屋ケ谷遺跡をはじめ大津市桂
(注 12)

木原遺跡等に類似品が認められる。

b.古式上師器

本遺跡で出上 した遺物の大半が古式土師器で、器種 も甕・壺・高不 。器台・鉢・有孔鉢 と多

種に及んでいる。特に濤内より布留式 と汎称されている土器が多量に出土 してお り、当遺跡に

おける在地性の土器 との関係が注 目されるが、後に詳 しく検討することとして、ここでは形式

分類にとどめる。

甕 最 も出土量の多い器種であるが、磨減が著 しい上、残存度 も悪 く、ほとんど口縁部のみで、

全形を知 り得るものは皆無であったため、主に口縁部の形態によりA～ Dの 4タ イプに分け、

さらに細分 した。

甕 A類 無文の受口状口縁を有する甕で、主に端部の形態 と口縁部の屈曲の度合いによりA

H～ AⅨ の 8種に細分 した。底部については良好な資料にめ ぐまれないが依然丸底化はす

すんでいないとみられる。

甕 AH(E252・ E253・ E620・ E318) E620の ように日縁部外面に沈線を廻 らすものがある

が、大半は無文で、ゆるやかに外反して端部を丸 く収めている。

甕 AⅢ (E072～ E074・ E l14～ E121・ E172～ E183)端部をわずかに外方へ引き出し、上端

を平担に収める。

甕 AⅣ (E075。 E076・ E122・ E123・ E267～ E276・ E382～ E387)端 部を強 く外方に引き出

し、上端 を凹状 (AⅣ ― a)に収めるものと、平担 (AⅣ ― b)に 収めるものがある。

甕 AV(E077～ E079・ E277～ E279)端部を強 く外方に引き出し、上端が大きく外傾する。

甕 AⅥ (E280・ E冊0) 口縁部が内反して立ち上がるもの。

甕 AⅦ (E124・ E281～ E284・ E331～ E333)頸部の届曲及び口縁部立ち上が りの度合いが
｀
非常に弱いもの。

-53-



第20図  T-24ピ ット内土器出土状況

甕 AⅨ (E871・ E635) 口縁部が中位でふ くらんで斜上方にのび、端部を外方へ引き出し

上端を平担に収める。

甕 B類  口縁部が、「 く」字形に外反してのびる甕。

甕 BI(E057・ E125～ E128・ E191)端部を九 く収めるもの。

甕BH(E081・ E082・ E129・ E130・ El硯)端 部を内側に肥厚させ る布留式に通有なもの

で、県内では、野洲町下繰子遺跡、長浜市鴨田遺跡、湖西線関連遺跡他多数で出土 して
(注13)

いる。

甕 C類 (E131・ E390。 E537) 「 く」字形に反外してのびる口縁部で、端部を上方にわずか

に摘む甕で県内では、米原町入江内湖西野遺跡他で出上が知 られる。
(注 14)

甕 D類 (E032・ E199) 口縁部が外湾気味にのびるもの。

壷 口縁部の形態によりA～ Gの 7タ イプに分類 した。

壺 A類 二重口縁を有するもの。

壷 AI(E290・ E135。 E200) 口縁届折部に明瞭な段 を有するもので、日縁部外面にハケ

調整後横方向の細いヘ ラミガキを加える (E290)。

壺 AH(E291～ E293) 口縁届折部は、AIよ り甘 く、内面に弱い段 をなすか (E298)、

又は、全 く段 をなさないもの (E291・ E292)が ある。

壺 B類 口縁部が直線的又は、外湾してやや大 きくのびるもの。

壷 BI(E204・ E295・ E397) 口縁部が直線的に外反して大 きくのびるこで、E5801よ 、頸

都外面に凸帯 を貼 り付けるもの。
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壷 BI(E201・ E240。 E296) BIよ りは、日縁部が短 く、器壁 も分厚いものである。

壷 BⅢ (E398～ E400)大きく外湾 してのびる口縁部で、内外面共横ナデ調整を行ってお

り、頸部外面には、ハケ調整痕が残る。

壺 C類 口頸部が短 く「く」字形に外反する壷。

壺 CI(E084・ E085。 E164) 口径12cm前後で、短 く外反する口縁部を有するもの。

壷 CH(E542) 口径1lCm前後 とやや小型の壼。

壷 D類 (E058)口径 9.6Cm、 器高12cmの小型の壺で、日縁部は、わずかに外反して上方にの

び、体部は球状で九底を呈す。体部外面は、ハケ調整後ナデ、下半にはヘラケズリを行 う。

壷 E類 (E464)頸部で屈曲後、口縁部がほぼ直線的に上方にのび、中位で大きく届折 し外

上方にのび、端部を上方にわずか拡張するもので、内外面共ハケ調整後横ナデを行 う。

壺 F類 (E髄1)直 口する口縁部に屈折 して短 く外方にのびる端部が付 く。

壷 G類 (E202・ E538) 口径25,9cmの 重で、外開きの口縁部が中位で屈折 し、さらに内反し

て立ち上がる。日縁部外面には、横ナデ調整後ヘラ状具による斜線文を綾杉状に廻 らす。

この種の壺は、纏向遺跡などに類似品が認められ、瀬戸内系のものか。
(注 15)

小型丸底壺 小型九底壷は、口径、器高 とも10Cm前後のものが多い。大半が著 しく磨減をうけ

てお り調整手法等の観察は不可能なため、プロポーション・口縁部の形態によりA～ Dの 4

タイプに分けた。

A(E090。 E206・ E303・ E407)扁 平な体部にやや内湾気味に外上方に大きく開 く日縁部が

付 くもので、日径が体部最大腹径を凌駕する。口縁部内外面・体部外面にハケ調整後細い

ヘラミガキを施すもの (E206)と 、回縁部内外面共横ナデ調整、休部外面ハケ調整後ナデ

を行 うもの (E090)がある。

B(E064・ E091・ E137・ E207～ E209・ E304・ E305)小 さな球状の体部に、「 く」字形に外

反して開 く口縁部が付 く。口縁部内外面にハケ調整後ナデを施す。体部外面ハケ調整後ナ

デ、内面は、指ナデにより成形を行 う (E207～ E209)。

C(E643)全 体のプロポーションは不明であるが、小型で、九底を呈すると思われるので、

小型丸底壺の類に入れた。口縁部が短 くやや内湾気味に立ち上が り、器体内外面共指押え

及びナデにより調整を行 う。体部内面には l Cm弱 の粘土紐巻 き上げ痕が明瞭に残る。

D(E644) Cと 同様に小型九底壷の類 としたが、口縁部がわずかに受 口状をとどめるもの。

高郭 高杯の出土量は、甕に次いで多いが、全形をとどめるものは少な く、大半が脚柱部のみ

であった。ここでは、少量ではあるが、時期の判別 しやすい杯部を4タ イプに分け、さらに

細分を試みた。

高杯A類 比較的浅い不部で、口縁部が、直線的に外反してのびるもの。

AI(E060。 E092～ E094・ E138・ E139・ E212)底部 と口縁部の境界が、明瞭な稜によっ

て分けられるもの。

AH(E165・ E306・ E599・ E針0)底 部 と口縁部の境界が甘 く、九味を有するもの。

高杯 B類 深い杯部で、平底の底部より口縁部は、大きく外湾 して斜上方にのびる。
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・BI(E140) 口径30cmの 大型のJTh部 で、口縁部 と底部の境界は、明瞭な段によって分け

られる。

BI (E213～ E214・ E368) 口径18cm前後の杯部で、器壁は比較的薄手で、精巧な作 り

である。脚部は低 く、付根よりゆるやかに「ハ」字状に開 く。

高郭 C類 (E095)小型の精緻 な高郭で、坑形の杯部に短 く開 く脚部が付 く。邦部内外面に

細いヘラミガキを施 し、脚部外面には縦方向のヘラケズリを行 う。色調は、赤褐色の地に

外面ススを重ねて黒色に仕上げる。大津市北大津遺跡、米原町入江内胡西野遺跡等で、形
(注16)

態の類似 した高郭が出上 してお り、庄内式並行か。

高不 D類 (E096。 E141・ E518)半球状の不部で、九底の堺底部より丸 く内湾 してのびる口

縁部を有 し、内外面共横ナデ調整により仕上げる。

高邪 E類 (E166)小型の高郭で、小さな半球状の不部に、大きく「ハ」字状に広がる脚部

が付 くと思われる。

器台 小型九底壺 とセットをなす もので、日径10cm前後の小型の器台で、形態によりA～ Cの

3タ イプに分類 した。

A(E158・ E159。 E419・ E521・ E522・ E“7・ E658)出土 した器台の中では、最 も数量の多

いもので、 E158・ E521の ように受部の底部 と口縁部は、稜によって明瞭に分けられるもの

と、甘 く不明瞭なE419がある。やや内湾して広がる脚部が付 く。

B(E234・ E313。 E369・ E372・ E523)受部 と脚部が対称をなす器台で、「ハ」字状に開 く。

外面ナデ調整、脚部内面は、ハケ調整後ナデを施す。 E372の ように、受部がやや九味を有

するものもある。

C(E l12・ E233)受部は浅い皿状を呈 し、内外面を横ナデ調整により仕上げる。

鉢 出上 した個体数はわずかであり、口縁部・底部のみの出上で、全形を知 り得 るものはなか

ったが、口縁部の形態によりA・ Bの 2タ イプに分類した。

鉢 A(E535) 口頸部は、短 く「 く」字形にのび、端部を上方に摘みあげ、外側に面をつ く

る。口縁部内外面共横ナデを行い、体部外面にハケ調整を施す。脚部を有するか とも考え

られる。

鉢 B(E541)頸 部でゆるく屈曲した口縁部は、やや内湾気味に外上方にのびるもので、内

外面に横方向の細いヘラミガキを施す。

鉢 C(E560) 口縁部が短 く「 く」字に外反するもの。台付鉢型土器 (E536)、 高台状の底部

を有する鉢で、東海地方に類例の多い器種である。県内では湖北において (鳴 田遺跡ほか )

多数の出上が知られているが、県内においてまだ出土例が少な く新旭町堀川遺跡で一点出
(注 17)

上 している。

有孔鉢 (E409。 E577) 底部が 2点出土しているが、全形を伺えるものでな く、底部中央に径

10m前後の円孔を穿つ もの。

ミニチュア土器 (E578)手づ くねの粗製品で、平底の浅い不状のものである。
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c.須恵器

若子の須恵器が、主にT-1～ T-3包 含層・滞内より出土 している。一応、郭蓋、杯身、

甕、壷、高不、水瓶等の器種があるが、点数は少なく、時期 も6世紀前半～10世紀 とばらつき

がある。

不蓋 A(C029。 C030。 C033・ C421。 C525)天丼部にツマ ミを持たないタイプで、天丼部・ロ

縁部境界が凹線により明瞭に分けられるもの (C029。 C033)と 、天丼部から口縁部にかけな

だらかな曲線を描 くもの (C030。 C421・ C525)が ある。 C029・ C033は 、陶邑Ⅱ-2段階に比

定され、 C030。 C421・ C5251よ 、互-5段階に比定される。前者はおおよそ 6世紀前半代に、
(注 18)

後者は 6世紀後半代に比定される。

郭蓋 B(C048) ツマ ミを付けるもので、低 く、扁平な天丼部から、日縁部を下方に短 く下ろ

すタイプで、陶邑編年のⅣ―H段階 と比定され、 7世紀中葉 と考えられる。

不身A(C036・ C583)丸味のある底部に、強 く内傾する立ち上が り部 を有するタイプで、受

部は、どちらも外上方に短 くのびる。陶邑編年のH-6段 階に比定され、 7世紀中葉のもの

である。

堺身 B(C037～ C039。 C365)安定 した平底の底部か ら体部が外上方に伸びるもので、陶邑の

Ⅲ-2段階 に比定 される。

郭身C(C049)高 台を有する不身で、底部外縁に低い逆台形の高台が付 く。陶邑のⅢ-3段

階に比定される。

その他の器種 甕口頸部 (C001)が一点出上 しているが、外開きの日頸部で、端部をすっきり

と収めるもので、陶邑のⅣ-2段階に比定できる。ほかに高台の付 く壺底部 (C040)、 「ハ」

字状に開 く高不 (C041)な どがあり、それぞれ、Ⅳ-1段階、II-6段階に比定される。

d.施釉陶器       .

緑釉、灰釉が若千出土 している。器形はいずれも坑で、緑釉 (G053)は 、やや軟質で、責緑

色を呈する。灰釉は図示できるものはないが、東海系 と思われる。

e.黒色土器

T-1包 含層より若干の黒色土器坑、小皿 (B015・ B016)

が出上している。坑は、磨滅が激しく調整、成形等は観察 し

に くいが、口縁部内面に一条の沈線を廻 らす。体部、口縁部

が内湾してのびるものをAタ イプ (B017・ B018)、 体部が内

湾し、口縁端部が内反するものをBタ イプ (B021～ B025・ B054)。

高台は、断面逆台形で、 0.3～ 0.5 cm前後のものが多い。黒

色土器坑については、久野部遺跡七ノ坪地区においてやや詳

細に検討されてお り、これを参照にすれば、本遺跡のA・ B
(注19)

タイプは、久野部遺跡 C・ Dタ イプとほぼ一致すると考えら

0                  1M

第21図

T-25ピ ット内土器出上状況
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れる。又、先に調査された横江、大門遺跡 とは、一連の関係にあり、本遺跡出上の黒色土器 も

ほぼ同時期の12世紀前半の年代が想定される。

f.土師器

土師器は、T-1～ T=3包 含層・濤より若千出土 している。器種には、奈良末～平安時代

の不・皿類、平安末～鎌倉前半の皿・羽釜等がある。皿類は、いずれも粘土板成形で、口縁部

に一部ナデ調整を施す もので、奈良末～平安時代の皿をA類 とし、鎌倉時代の皿は、B～ D類

に分類 し、さらに大小により細分 した。羽釜は、口縁部が内傾、端部を方形に収めるもので、

つばは短い。同様の皿・羽釜が、久野部遺跡、横江・大門遺跡等で出土している。

杯類 (H046・ H047・ H052)平底の底部より、体部は、直線的に外上方にのびるもので、平城

宮跡 S D 650に 類例がある。
(注20)

皿 A類 (H042・ H043・ H045)平 底の底部で、日縁部が短 く外反 してのび るもので、口縁部内

外面共横ナデ調整 を行 う。

皿 B類 (H004・ H005～ H009)九 味のある平底の底部 よリロ縁部が内湾 してのびるタイプで、

口径 14cm前後の ものをBI(H004)、 口径 7～ 9 Cm前後の もの を BⅡ (H005～ H009)と した。

皿 C類 (H010)平底の底部 よ リロ縁部は、内湾 してのび、端部は、外反 して尖 り気味に収め

るもの。

皿 D類 (H011・ H012・ H013)丸 底の底部で、日縁部は外反 してのび るタイプで、口径 16cm前

後の もの CI(H011)、 口径 8～ 10Cm前後の もの をCH(H012・ H013)と した。

(大橋美和子 )
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2.木製品

引 鍬 (W001)

現存長24.3cm、 最大幅 (刃縁幅)13,7Cm、 厚さ 0.7cm前 後の鍬の身である。T-16。 S D34

から出上した。全体に鍬 としては脆弱なつ くりであり、刃縁も直線的で比較的幅広い。一面に

は柄孔をとりまくように紡錘形の舟形突起が作 り出されており、柄孔が鍬身となす着柄角は、

柄が舟形突起の存在しない側に伸びていると考えると、おおよそ55度の鋭角 となる。これらの

事から機能的には引鍬、又形態上は広鍬あるいは平鍬の範疇に属するものと考えてよいだろう。

さて、本例の場合、舟形突起が存在しない面つまり手元面の柄孔上方には、刃縁と平行する

濤が削り込まれている。濤の部分で欠損しているが、本来濤は中広の台形を呈していたと考え

られる。同様の濤をもつ引鍬が、県下服部遺跡 (第22図参照)や湖西線関連遺跡を始め、奈良県

纏向遺跡
,大

阪府瓜生堂遺跡
デ

などにある。服部遺跡のものには、図のように柄孔の両側に孔

を穿っている。濤に類する加工を施したものとして、同位置に段を有する類例も多い。県下大

中の湖南遺跡の他、奈良県唐古遺跡、大阪府池上遺跡、富山県江上遺跡、などに出土例があり、
(注 6)          (注 7)

江上遺跡のそれには、やはり柄孔両側に孔が穿たれている。その他、薄や段などを有しないが、

孔のみ穿つ例が、大中の湖南遺跡、大阪府恩智導跡、同亀井城山遺跡などにある。
(こ 8)         (注 0)

いずれも共通する形態を備えており、同様の機能、用途が考えられて興味深いが、そうした

中で江上遺跡出上例中 1点の引鍬は示唆的である。江上遺跡のそれは、段に「あて板」と考え

られる板材が回着したまま出上しており、孔には「木釘」が打ち込まれて鍬身とあて板を固定

していた。あて板は柄孔を被 うように固定されている。おそらく、柄孔上方に削り込まれた濤

や、孔のみ穿たれたものにも、本来類似のあて板が装備され、孔のあるものには固定を意図す

る木釘が打ち込まれていたと考えて良いだろう。

o                  20cm

第22図 服部遺跡旧河道出土引鍬・えな り
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なお、本例の引鍬には、柄孔の両側に孔を穿った痕跡はみあたらないが、同部位の両側縁に

切 り込みがみられる。同様の切 り込みをもつ引鍬例も多いが、その中で大中の湖南遺跡例の切

り込み部には、紐状のもので結縛した痕跡が残っているようである。孔と同じく、あて板を回
(遭E10)

定したり、さらには鍬身と柄の両者を固定させる機能が考えられるのではないだろうか。

こうして、引鍬の手元面の柄孔上方に削り込まれた濤や段には、あて具が本来装備されてお

り、柄孔の両側の孔や切 り込みは、それをさらに固定させる役割 りを担っていたものと予想さ

れた。引欽は、周知のように、耕起後の上塊を細分かつならすための鍬である。従って、細分

のための垂直的な動作と、ならすための手前に引く水平的な動作の運動 となる。加えて着柄角

は、通常60度前後の鋭角である。作業時、鍬身や柄にかかる力の方向は複雑 となろう。鍬身の

手元面に装着されたあて板は、背面に削り出された舟形突起とともに、上記のような複雑な力

の分散に対応すべ く考案された、衝撃吸収の機能を果していたと考えられる。

なお、以上のようなあて具を装備したり、その固定のための細工を施すのは、引鍬に圧倒的

に多い事例ではあるが、必ずしも引鍬に限定されたものではなかったようである。図示したよ

うに服部遺跡出上の「えぶ り」にも段や孔が施されており、本来同様の装備がなされていたの

であろう。類例は池上遺跡などにもある。ただ、両例とも比較的肉厚で舟形突起をもつなど、

えぶりとしてはいささか強執な作 りであり、いわば鍬 とえぶりの中間形態とでも称すべきもの

であり、機能的にもおそらく両者の中位に位置するものであったと考えられる。

板状木製品 (W002)

現存長35。 3om、 幅 7.7cm、 厚さ 4.lcmを 計 り、断面が不定五角形をなす板材である。上端は、

手斧様工具を斜めに数回打ち下ろして切断している。下端は、手斧様工具を四方より打ち込ん

でおり、その部分で欠損する。表面は摩耗しており、一部で手斧様工具による削痕が認められ

るに過ぎない。工具の当り幅は、最大値で 6.Ocm前後を計る。T-15。 S D28か ら出土したも

ので、古墳時代前期の所産である。

棒状木製品 (W003)

現存長30,3cm、 直径 3,lcmを 計 り、断面が円形の棒状品である。下端は欠損しているが、上

端は 2方向から断続的に削り落として端部とする。用途は不明だが、柄の可能性が考えられる。

T-15・ S D28よ り出上した。

棒状木製品 (W004)

現存長49.7cm、 長径 3.lcm、 短径 1.6cmを 計 り、断面が不

定形ながら楕円形を意図した棒状品である。下端は欠損して

いるが、上端は斜めに削 り落 として端部 とする。 3と 同様の

木取 りを施 してお り、 3同様柄の可能性が考えられる。

用途不明木製品 (W005～ W007)

いずれも欠損や摩耗が著 しく、その用途は推し計るべ くも

ないが、W006に は 2箇所で切 り込み痕が、又、w Oo7に は

手斧様工具の削痕が、それぞれ確認される。W007の 工具の

駐σ

第23図

T-9 有孔円板出土状況

ゆ

0
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当り幅は、最大値で 3.5cm前 後を計る。 T-20。 S D51よ り出上した。

註

(谷 口 徹 )

(1)『湖西線関係遺跡調査報告書』(滋賀県教育委員会 1973)

(動  『纏向』(奈良県立橿原考古学研究所 1976)

(31『 瓜生堂』(財団法人大阪文化財センター 1980)

は)『大中の湖南遺跡調査概要』(滋賀県教育委員会 1967)

(動 末永雅雄・藤岡謙二郎・小林行雄『大和唐古弥生式遺跡の研究』(京都帝国大学 1941～ 1942)

(61『池上遺跡 第四分冊の一 木器編』(財 団法人大阪文化財センター 1978)

(71 富山県立埋蔵文化財センターに於て、遺物を実見させていただいた。

(8)『恩智遺跡』 (瓜生堂遺跡調査会 1980)

(91『亀井・城山』(財団法人大阪文化財センター 1980)

10 黒崎直「木製農耕具の性格 と弥生社会の動向」(『考古学研究』63.1970)

3.石 製 品

a.石製模造品

本遺跡からは、滑石製の模造品が合計 7点出上している。その内訳は、模造鏡 1点、大型有

孔円板 2点 、小型有孔円板 4点である。次にその概要を述べ る。
(注 1)

模造鏡 (C001)径 5.2cm、 厚さ 1.2cmの 円板に径 1.5cm、 高さ 0.8cmの ツマ ミを削 り出した

もので、ツマ ミの両側か ら径 0.6cmの 円孔を穿ち貫通させている。重量は55.2gを はかり、

石材は蛇文岩系滑石である。鏡面に当る部分は丁寧にみがかれ、各方向の調整痕が認められ

るが、上面は粗いカット面を残 している。本品は調査による出土品ではな く、昭和55年 2月

第 1人調査地点に隣接する工事現場で、地元の三品定雄氏によって、多くの上器 とともに採

取されたものである。第 1次調査では、この地点で、布留式土器を大量に出土した水路 (S

D19)を検出してお り、伴出した土器 も、ほぼ同じ内容をもつ ものであった。したがって本

品も、おおよそ古墳時代前期後半代に比定されよう。この種の遺物は、県下においてこれま

で知 られておらず、本例をもって初見 とするが、他府県にあっては、土製品も含めて、多くの

場合、祭万B遺跡か らの出上が知 られている。
(注 2)

有孔円板 (S002～ S005) これらは、T-9。 S D19の肩口か ら、小型丸底壷、高lThと ともに

一括出土をみたもので、8002は 、大型の単孔円板で 径3.25cm、 厚さ0.35Cm、 重さ9.2gを はか り

中央に御 .35Cmの小円孔を穿っている。両面 とも数方向から研磨され、円T日よ単一方向より穿つ。

S003は 、小型の単孔円板で、 3分の 1強が欠失しているが、径 2.Ocm、 厚さ0。 19Cm、 重さ

1.8gを はか り、中央に径0,19cmの 円孔を単一方向より穿つ。研磨はほぼ単一方向から加えている。

S004も 、小型の単孔円板で、径 1.8cm、 厚さ0.21cm、 重さ1.6gを はか り、中央をややズレ

て、円孔を一定方向より穿つ。研磨は一定方向からなされている。
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S005は 、同じく小型の単孔円板で、周囲がやや欠失しているが、径 1.5Cm、 厚さ0.38cmと

はか り、中央よりややズレて、径0,12cmの 円孔を一定方向から穿つている。なお研磨は数方

向より加えられ、石材は 4点 とも蛇文岩系滑石であった。

これら4点は、小型壷、高系 と共伴 し、一括出上 したこと、水路の肩口からの出土状況か

らみて、具体的な祭祀 をほうふつさせるものがある。

有孔円板 (S006)本 品は、T-9の 北隣 りのT-10を 東西流する S D20の上層から出土をみ

たもので、小型の単孔円板である。径 2.2cm、 厚さ0.3cm、 重さ2.2gを はか り、ほぼ中央に、

径 0.2cmの 小円孔を単一方向より穿つている。両面 とも、数方向よりの研磨痕がみられる。

本品を出土した S D20は 、上述のとお り下層は庄内式並行期の上器を主体に、若子の弥生

中期後半の上器を混在するが、上層は、布留 I式 (新 )な いし布留H式 (古 )を 主体 とする

土器からなってお り、本品は後者の時期に該当する。なお石材は蛇文岩系滑石であった。

有孔円板 (S007)本品は、T-15の 北辺を東西流するS D29の上層より出土をみたもので、

径 3.lcm、 厚さ0.3cm、 重さ6.lgを はかる大型の双孔円板で、ほぼ中央に、径0.15Cmの 小円

孔を二個ならべて穿つている。研磨は両面 とも、ほぼ一定方向よりなされていた。石材は蛇

文岩系滑石であつた。本品を出上 したS D 29は 、一部庄内式並行 とみられる土器 も含むが、

そのほとんどが布留 I式 (新 )を伴出してお り、本品も、当該時期にかかるものとみられる。

以上、今回の調査において出土をみた滑石製模造品の概要 を述べた。いずれも本遺跡を東西

流する水路より出上したもので、布留式上器を伴出する点も共通 している。一般にこの種の遺

物は、古墳時代前期後半から中期の古墳や祭祀遺跡から多くの出土が知 られてお り、本遺跡例
(注 3)

も、何んらかの祭万Eに使用されたとみられる。大場磐雄氏は、祭万E遺跡をまつ りの対象によっ

て分類 し、(1)自 然物を対象とする祭万E(山岳・岩石・湖沼 。海島・樹木等 )。 (動古社の境内お

よび関係地の祭祀。(働墳墓に付属する祭祀。他)住居に付属する祭祀の四種 を指摘 しておられる。
(注 4)

本遺跡の場合は明らかに(1)の 自然物を対象 とするものと考えられるが、その具体的な内容は明

らかでない。ただ、今回発見された模造鏡および、今回調査地点の東 200m付近の水田中におい

て発見された小型殊文鏡の存在は、その点について、若子の示唆を与えると考える。すなわち、

有孔円板についても、その形態から、鏡 を模 したものとみられてお り、本遺跡においては、自

然水路の近辺で、鏡 を使用した水神に対する祭祀が繰 り返 しなされていた可能性が推測されて

くるのである。

ところで、県内におけるこの種の遺物の出土例については、西田弘氏によって集成が行われ

ているが、出土状況の明確なものについて、若千検討を加えておきたい。
(注 5)

まず古墳など埋葬に関連するものとしては、栗東町新開古墳例、同毛刈古墳例、下味古墳例、

同大塚越古墳例、守山市服部遺跡例などがあ り、その中心 をなすのは玉類で、剣形模造品、有
(注10)

孔円板の出土は少ない。自然水路ないし濤からの出土例 としては、本遺跡例のほか、野洲町下

繰子遺跡例、秦荘町軽野正境遺跡例などがあり、すべて有孔円板であった。住居l■ 出土例 としては、
(注11)              (注 12)

守山市吉身南遺跡例があり、有孔円板 2点、白玉16点が知られる。また、守山市播磨田東遺跡
(注 13)
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では、有孔円板 118点 、剣形模造品18点、勾玉12点など大量出土し、半製品、チップ 。原石の

ほか玉作工房l■とみられる遺構が検出されて
進1り

、畿内周辺では希れな製作所跡として注目さ
4)

れる。なお時期は一部を除いて、古墳時代前期 。中期に比定される。

以上のように、この種の遺物の出土は、県内においても、全国的な出土例 とほぼ同じ傾向を

示すことが明らか となった。そして有孔円板については特に、自然水路や濤などと関連深いこ

とが明らかになった。そして、播磨田東遺跡の存在は、野洲川下流域が、かかる「まつ り」の

中枢であったことを示す と考えられる。

なお本遺跡出上の石製模造品の製作手法は必ずしも播磨田東遺跡のものと同一ではなく、別

な製作場所が考えうる可能性 もあろう。いずれにしても、本遺跡が、かかる祭祀のきわめて盛

行 したムラであったことは、否定し得ぬところである。

(大橋信弥 )

b.石製品

蛤刃石斧末製品 (S008) 長さ15.2cm、 幅 4.6cm、  厚さ 3.2cm、 重さ 344gを 計る。石材は

硬質頁岩を利用している。平面は長楕円形であるが、幅に対 し長さの比が大きく、全体 とし

て細長い感を受ける。断面は楕円形を呈す。表面は、礫面 と敲打痕でおおわれ、いまだ刃部

が形成されておらず、仕上げの研磨 も施されていない。河原石に打圧を加えて材を整え終った

た段階の、未整品と考えられる。 T-27ト レンチの S D67付近の排土内から採集 したもので

ある。 S D67か らは弥生時代中期初頭の上器 も出上 してお り、同期の遺物の可能性が考えら

れる。

砥石・(S009)長 さ18.l Cm、 幅 5.l Cm、  厚さ 1.4cm、  重さ 313gを 計る。石質は硬質頁岩

である。一面は河原石の自然面を利用 し、他面は割裂による手J離面のままである。両側辺は、

断続的な打圧を加えて、材 を整えている。形態上、中部山岳などで古墳時代になっても使用

された打製石鍬に似る。ただ、自然面の側に縦方向を基調 とする研磨痕が良 く認められ、仕

上げ用の祗石 と考えられる。 T-15ト レンチの S D25よ り布留式併行の上器 とともに出上し

た。

砥石 (S010)長 さ16.l Cm、  幅 3.7 cm、 厚さ 2.3 Cm、 重さ 217gを 計る。石質は硬質頁岩

である。四角柱状の河原石 を利用 している。一面のほぼ全域に縦方向を基調 とする研磨痕が

確認され、 8o00同様、仕上げ用の祗石 と考えられる。排土内の採集品である。

砥石 (S011)現存長 6.5Cm、 幅 7.OCm、 厚さ 2.6cm、 重さ 176gを 計る。石質は砂岩である。

板状に剖離させた素材の 4面 を、祗石 として使用している。 4面 とも、長期の研磨によって

凹状を呈 している。排土内の採集品である。

なお、石材の鑑定は、滋賀文京短期大学の宇野光一氏にお願いした。記して感謝の意を表

したい。

(谷 口 徹 )
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誰

(1)大橋信弥「守山市金ケ森西遺跡出上の有孔円板について」 同「再び守山市金ケ森西遺跡出土

の石製模造品について」 (前掲)に おいて予報した。

(射 大場磐雄編『神道考古学講座』第二巻 原始神道期  (1972)参照

13)注 (2)に 同じ

14)大場磐雄『祭祀遺跡一神道考古学の基礎的研究―』 (1971)

(動 小野真一『祭祀遺跡』・『祭iE遺跡地名表』 (ニ ューサイエンス社 1981・ 1982)

16)西 日弘・鈴木博司「新開古墳」 (『滋賀県史蹟調査報告』第12冊 滋賀県 1961)

(n 西日弘「毛刈古墳」 (同上書所収 )

181 鈴木博司・近江昌司「下味古墳」 (同上書所収 )

0)柴田実ほか『滋賀県史蹟名勝天然記念物概要』 (滋賀県 1936)

10 大橋信弥・山崎秀二・谷口徹・辻広志『服部遺跡発掘調査概報』 (滋賀県教育委員会 1980)

10 大橋信弥・別所健二・谷口徹「野洲町下繰子遺跡EoS地 区」 (『ほ場整備関係遺跡発掘調査

報告書Ⅳ―II』 滋賀県教育委員会 1977)

1か 近藤滋・石橋正嗣・石原道洋『軽野正境遺跡発掘調査報告書』 (秦荘町教育委員会 1979)

10 山崎秀二ほか『吉身南遺跡発掘調査報告書』 (『守山市文化財調査報告書』第 6冊 1980)

10 山崎秀二「守山市播磨田東遺跡出上の石器」 (『滋賀文化財だより』配 7 滋賀県文化財保護

協会 1977)、 同「守山市播磨田東遺跡の玉作工房址 とその遺物」 (同上 No18 1978)

4.自 然遺物

本遺跡では、主として多くの濤内より、自然木が出土したほか、T-16・ T-15の 濤内より、

桃の果核が比較的多く出土している。すなわち、近接して所在するS D34・ S D29の濤内より、

それぞれ、60イ固+α 、35個 +2の桃の果核が出上をみたのである。そして興味深いのは、その

うち前者には10イ固、後者には 2個の、半月状にえぐられたものが認められたことである。この

種の遺物については、すでに兼康保明氏が、新旭町森浜遺跡の出土例を中心に、詳細な論究を

されており、桃のもつ呪力と関連して、意識的に集めて「まじない」に使用されたことを指摘

されている。 S D29。 S D34か らは、一部庄内式に並行するものもあるが、大半が布留 I式 (

(注 1)

新)段階 とみられる土器が大量に出上してお り、ほぼ森浜遺跡に近い年代 とみられる。したが

って、本遺跡の場合 も、明確な根拠はないが、何 らかの祭祀に使用された可能性はあろう。な

お本遺跡例については、えぐりのあるものもないものも、核長 2,7～ 1.9cmで 、大きなちがい

はみとめられなかった。

註

(大橋信弥 )

(1)兼康保明「半月状にえぐられた桃の果核についての覚書―高島郡新旭町森浜遺跡出土資料を中

心 として一」 (『近江地方史研究』第 7号 1978)
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Ⅵ.考

1,金ケ森遺跡 出上 の布留式上器 につ いて

a.布留式上器研究略史

今回の発掘調査で、各 トレンチより多量の布留式土器が出上した。しかし、先にも述べたよ

うに大半が濤内からの出上で、混在が著しく、残念ながら層位的に把握することはできなかっ

た。ここでは、従来の畿内における布留式土器研究に導かれて当遺跡の上器について若干の考

察を行ってみたい。

まず、今 日までの畿内における布留式上器研究は、昭和13年の末永雅雄氏による「布留式上

器」の提唱以後、昭和30年代に至るまで、退々として進まなかったが、ようや く昭和31年に刊
(注 1)

行された岡山県笠岡市高島王泊遺跡の報告によって編年的細分が一歩前進せしめられた。その
(注 2)

報告書の中で、坪井清足氏は、王泊第五層が、小若江北遺跡出土の土器に併行することを指摘

されたのである。

さらに、昭和37年、大阪府船橋遺跡の調査によって、近畿地方で始めて「布留式上器」に先

行する土器群が確認されたのを始め、遺構に伴わなかったが、O地区において布留式上器が層

位的に把握され、小若江北遺跡→ OI→ OH→ OmooⅣ とぃぅ編年的細分が呈示された。
(注 3)

近年の資料の増加に伴い、編年的細分も諸氏により検討されるようになった。

まず、木下正史・安達厚三氏等によって飛鳥地域出上の古式上師器の型式学的・層位学的の

両面から詳細な検討がなされ、坂田寺下層→上ノ井手遺跡 S Do31、 藤原宮 S D912及 び S D914→

上ノ井手遺跡井戸 S E 030下層→同上層という編年的細分が試みられた。そして、伊勢湾地域に

普編的なS字状口縁甕型土器が、大和地方においても広 く分布することから、畿内の古式土師

器の編年に対比され、S字状口縁甕の分類と編年の試案を論じられた。
(注 4)

次いで石野博信氏は、布留式土器を三型式に分類され、纏向 4～ 6式 =布留 1～ 3式 と位置

づけされ、本留 3式には、古式の須恵器が伴出するとされた。ただこれは、同一地区の層位的

な調査によるものではなく、平城宮下層 (纏向 4式 )→小若江北 (経向 5式 )→握向辻地区土

拡35(纏向 6式 )と 他地域の上器を型式的に比較検討されたものであった。
(注 5)

又、前方後円墳出現期の社会を、検討 しようとされた若る出比呂志氏は、その立論の一根拠 と

して、布留式上器の細分 を論 じられた。都出氏は、布留式を古 。中・新相の二期に区分するこ

とを提唱され、河内の資料で、中相に小若江北式を、首相に良好な資料ではないとした上で、船

橋 HI地点、馬場川T地点の資料を呈示 し、新相 として船橋 OIoOHを 上げ、大和の資料 と

して上ノ井手井戸下層を、小若江北 と船橋 OIの間に位置づけられた。
(注 6)

そして近年、奈良県発志院遺跡の報告書が刊行 され、藤井利章氏によって畿内の布留式上器

が包括的に検討された。そこで次にやや詳しく紹介 したい。
(注 7)

発志院遺跡では、濤 。土城等より多量の布留式上器が出上し、かつそれらが、層位的に取 り

察
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上げられている。中でも神築田濤 SD 50は 、中6.5m、 深さo.8mの 大濤で、最上層・上層・中層・

下層・最下層の 5層 に分層、各々、最上層=布留 3式 (古 )、 上層=布留 2式 (新 )、 中層=

布留 2式 (古 )、 下層=布留 1式 と比定された。

まず、最下層からは、少量の弥生土器が出土したが、下層には、古式の布留式上器が多量に

含まれており、甕・壷・小型丸底壷・器台・高不等がある。甕B2類は、端部を丸 く、又は尖

り気味に収めるもので、九底のやや胴長を呈し、内面は、ヘラケズリにより調整を行うもので

ある。壷は、二重回縁で、口縁届折部には、明瞭な段を形成する等、布留式上器の古式として

の特徴をよく供えている。小型丸底壷は、口径が、体部最大腹径を凌駕するものはなく、体部

内面ヘラケズリ、体部外面は、細いハケ調整を施し、下半にヘラケズリを行 うものがある。こ

れらは、船橋OI及び王泊第 5層のものに類似するとして下層=船橋 OI=王泊第 5層 =布留

1式 とされた。                                  、

中層では、甕B2類の回縁部内側の肥厚が非常に顕著なものとなり、その数 も甕全体の約75

%と いう高い割合を占める。高不は、下層のものに比べ小型化し、外面にハケを多用していた

ものから横ナデ調整が主流となり、小型丸底壷に関しても大きな変化はみられないが、高不と

同様に横ナデ調整を行 うものが多くなるなど、布留 1式に比べ新しい様相を呈し、船橋OHや

上ノ井手井戸 S E o30上層のものに類似するとされた。

上層では、甕B2類の比率が、約50%と 若千少なくなり、肥厚の度合いも布留 2式 (古 )よ

り弱 くなり、端部内面に段を有するようになる。

壺は、二重口縁A類が全 く廃絶し、かわって直口壺 D型式が圧倒的多数を占めるようになり、

布留 1式で盛行した外面ハケ調整は姿を消しヨコナデ仕上げに変わる。又、下半にヘラケズリ

を施すものもある。

小型九底壷においては、ハケ調整は全 く使用されず、すべてヨコナデ調整により、下半には、

ヘラケズリが多用されるようになる。さらに、この段階で、一点のみであるが、古式の須恵器

(陶 邑I-2)が 共伴するとし、中層より新しい様相を示すものとされた。

S D50最上層は、土師器甕・壷類の減少化、郭A類の増加に伴う須恵器の多量使用の時期で

ある。須恵器には、高郭・不身・不蓋・壷・鉢などがあり、 5世紀後半の年代があてられる。

又、濤 S D 206・ S Dl13。 S D 204では、S D50量上層より須恵器の出土量は、爆発的に増え (古 )

段階での須恵器の比率は23%であったが、 (新 )段階では、土師器60%、 須恵器40%と 高い割

合を示し、器種では土師器・須恵器共に示類が圧倒的に多くなる。これを布留 3式 とし、 2式

と同様古 。新に細分されるが、層位的に把握されたものではなく、須恵器の形式編年に依拠し

たものである。

以上、これまでの布留式上器についての編年研究のあらましを述べた。そこで次に、これま

での諸研究を包括的に論 じた藤井氏の編年案の検討を中心に、若子の問題点を提出しておきた

い 。

b.布留式上器の細分
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庄内式から布留式ヘ

まず、藤井氏は、船橋遺跡O地区の出土遺物と発志院遺跡を対比して船橋OI=布留 1式 、

OH=布留 2式、OmoOⅣ 三布留 3式 と理解し、OHと 共に少量の須恵器を共伴したHⅡ 、

KH出上の上器をOⅢ =布留 3式 (古 )の時期に含まれるべきであるとし、又、OIと OⅡ の

間に 1形式入るとの可能性を示唆しておられる。そして、木下・安達論文に関しては、坂田寺

下層→上ノ井手濤031→上ノ井手井戸 S E 030下層→同上層の細分案に対して、細分の理由はみあ

たらないとして坂田寺下層=上ノ井手濤031三 布留 1式 とし、上ノ井手 S E o30下層、同上層=布

留 2式 (古 )と 理解され、さらに S E 030上・下層は、細分の可能性があると考えられている。

確かに坂田寺下層と上ノ井手濤 S D o31の 細分については、木下 。安達氏も述べておられるよ

うに坂田寺下層に若子の古い内容が含まれるが、その年代差は、微差であり近似したものと言

えよう。又、藤井氏も指摘されているように、甕・壷類には、形態的な差はほとんど認められ

ず、鉢A類の小型化及び坂田寺下層出上の小型九底壷A類 と上ノ井手濤出土のB類の形態、調

整手法等の差違を時間的経過による産物と理解するには検討を要するであろう。

只、都出氏が一部資料を呈示して指摘されているように今後の資料増加によって、庄内式土

器から布留式上器への移行の上器群が、さらに詳細に把握された場合、細分の可能性はあると

考えるが、現時点での限られた資料の中では細分は不可能 と言える。

船橋 OIの位置づけ

安達 。木下氏は、船橋 OIを上ノ井手井戸上層よりやや新しい要素をもつが、ほぼ併行する

ものとされていたのに対し、藤井氏は、船橋OIを上ノ井手濤 。同井戸030下層及び神築日濤S

D50下層に併行するものと考えておられる。しかしながら、船橋OIは 、次にみるようにもっ

と複雑な要素を含んでおり、時期的にもさらに幅広 く考えうると思われる。

まず、OIに は、日縁端部がわずかに内厚する甕類や、扁球状の休部に外反してのびる口縁

部を有する小型丸底壺 (109～ 111)で上ノ井手井戸 S E o30下 層のC類に類似したものを含んでい

るかと思えば、高郭類には、安達氏が指摘されるように丼戸下層のものより明らかに新しいも

のがあり、井戸 S E030上層でC類 としている杯部が、大きく外反する口縁部の端部を削って平

担な面をなすもの (121～ 124)や さらに新しい、郭部が坑形を呈するもの (116・ 117)も 含んでお

り、高郭を見る限りでは、上ノ井手井戸 S Eo30上層と同時期又は、若千新しくなると思われる。

又、船橋OIは 、藤井氏が、言われるように、神築日滞 S D50下層出土土器と類似するものが

あるが、坑形を呈するlTh部 を有する高不 (116。 W)は 、神築田濤 S D50中層出上の高不Cl類

(278～ 280)に 、又、内湾気味に上方にのびる堺部 (118)は 、神築田濤 S D50中層出上の高郭B

2類 (2W～ 277)に類似するものである。

したがって、船橋OIは 、安達・木下氏の言われる上ノ井手井戸下層及び上層、藤井氏の言

われる神築田S D50中 層および下層を含むものとみられ、上ノ井手井戸、神築日の資料によっ

て、船橋OIは 、新・旧に細分されうると考える。

船橋 OHの位置づけ

藤井氏は、船橋 OHを上ノ井手井戸 S E o30上層三神築日S D50中層と理解されているが、上
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記のことを考慮するなら、当然船橋 OHの時期は、さらに下がるものと見られる。

まず、OH出上の高不 (216)は 、九い筑形をなすもので、神築田 S D50上層出上の高不C2

類 (374・ 375)と 類似するものである。

又、船橋遺跡においては、OHよ り最古式の須恵器が共伴 している (T K73型 式、陶邑 I―

1段階 )。 一方、神築田 S D50上層においても、最古式の須恵器 (I-2段 階)が共伴 してお

り、船橋 OH出土土器は、神築田 S D50上層 とほぼ並行すると言ってもよいと考える。

神築田濤 S D50下層土器の再検討

次に、発志院遺跡の編年で、藤井氏は、神築日濤 S D50の 出土遺物を中心に布留 1～ 3式 に

分類され、各々 (古 )、 (新 )に 細分されている。しかし布留 1式については、細分 を保留さ

れ、神築田濤 S D50下層を布留 1式 にあてられている。

神築田濤 S D50下層出上の甕類は、日縁端部が内厚する甕 B2類 より、端部が尖 り気味又は

丸 く収めるBl類 の方が多く、これが細分の要素 と言えるか どうかは、もう一つ判然 としない。

しか し、小型丸底壺は、船橋 OIや 、上ノ井手井戸 S Eo30下 層 と類似するものが多く、口径が

休部最大腹径を凌駕するものはな く、同径又は口径が小さくやや球形化 した体部より短 く「 く」

字形に外反するものである。調整は、内面ヘラケズリ、外面には、細いハケ調整を行い、下半

にヘラケズリを施すものもある。この種の小型丸底壺は、明らかに船橋 OI出上のもの (100～

111)や 、上ノ井手井戸 S E 030下 層の C類 と類似するものであり、小若江北及び上ノ井手濤 SD

030出 土のものとは明らかに異なる。小若江北及び上ノ井手濤 S D 030出 上の小型丸底壷は、口径

が、体部量大腹径を凌駕するものであり、内外面に細いヘラミガキを施すものである。

高杯類は、小若江北及び上ノ井手濤 S D o30出 上の口縁端部を尖 り気味に収め、丁寧な調整を

施す ものよりむしろ、ハケ調整、ナデを併用 したやや粗い調整のものが多い。又、口縁端部 も

外反気味に収めるもので、上ノ井手井戸上・下層出上のものに類似すると考えられる。

以上、神築田 S D50下層出土土器は、布留 1式 でも、小若江北及び上ノ井手濤よりは新 しい

様相 を呈するもので、船橋 OI・ 上ノ井手井戸 S E 030下 層に類似する。藤井氏は、布留 1式の

細分を保留されたが、従来の資料においても細分は可能 と思われ、小若江=上 ノ井手濤=布留

1式 (古 )、 船橋 OI=上 ノ井手井戸 S E 030下層=神築田 S D50下層=布留 1式 (新 )と 細分

されると考える。

c.県下出上の布留式上器

以上、前節において近畿地方における編年的研究の概要 と若千の私見を述べたが (第 24図参

照)、 次に、県内出上の布留式上器について簡単に記してみたい。

県内では、近年の発掘調査の増加に伴い、布留式土器を出土する遺跡 も次第に知 り得るよう

になり、昭和45年に調査された長浜市鴨田遺跡をはじめ、大津市滋賀里遺跡・入江内湖西野遺

跡・野洲町下繰子遺跡 。同五之里遺跡 。長浜市高田遺跡等の他、未報告のものを含めると多数

にのぼる。このうち、長浜市鴨田遺跡・同高田遺跡・入江内湖西野遺跡等において若千の検討
(注 8)       (注 9)

がなされているが、一括性のある良好な資料に恵まれないためもあり、県内の布留式上器研究
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第24図 布留式土器編年細分 (実 )
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新 船 橋 O Ⅳ 伝 法 池 S D 206

は、畿内に比べてかなり立

ち遅れの感がある。

そこで、まず最初に、先

に検討 した上ノ井手遺跡、

発志院遺跡出土遺物を比較

資料 として県内の布留式土

器についておおよその位置

づけを行ってみたい。

長浜市鴨田遺跡

長浜市鴨田遺跡は、姉川

流域に位置する縄文～奈良

時代にかけての複合遺跡で

ある。遺構 としては、自然

流路 とみられる濤が大部分

を占め、各濤は、弥生土器 と古墳時代初頭の上器が混在 してお り、層位的に取 り上げることは

できなかったとされている。ただ、周知のことであるが、湖北 という地理的関係から、山陰・

北陸 。東海 。畿内の接点として複雑な文化相を示 してお り、その内でも伊勢湾東海系の影響が

かなり濃厚である。

まず、濤A(沼 沢地)では、近江 。東海系の甕に混じって、布留式に通有な口端部が肥厚す

る甕が 6点 出上している。口縁端部を九 く収めるもの 2点 (上 ノ井手遺跡Aa類 )、 平担又は、

わずかに内傾するもの 4点 (上 ノ井手遺跡Ab類 )で、休部は、やや胴長の九底を呈 し、外面

ハケ調整、内面ヘラケズリを行 う。又、近江型の受口状口縁甕には、口縁端部が外傾するもの

(金ケ森AV類 )と 口縁部立ち上が りが非常に甘いもの (金ケ森 AⅧ類)があ り、休部はほぼ

球形で丸底を呈する。

小型丸底重には、小さな扁平な休郡か ら大きく外反してのびる口縁部で、外面に丁寧なヘラ

ミガキ調整を施す上 ノ井手遺跡A・ B類や、同じく扁平な体部に、口縁部が体部最大腹径を上

回るもの、同径のもの等上ノ井手遺跡 C・ D類に類似するものもある。

高ネは、不部が内湾して開 く東海、元屋敷式の影響を受けたもの (9。 10)や 、不底部 と口

縁部境界に甘い稜 をなして口縁部が外反してのび、脚柱部より届折 して開 く裾部を有するもの

などがある。この種の高郭に関しては、資料不足により不明であるが、時期的には、下がる可

能
′性を持つ ものと思われる。

小型器台も量的には多くないが、主に元屋敷期のもので、受部が浅い皿状を呈するものである。

以上、濤Aでは、近江 。東海系土器の多い中で、若千ではあるが、畿内系の甕、小型丸底壷

なども認められ、そのほとんどが上 ノ井手濤及び同井戸下層に並行すると考えられる。又、東

海系の上器では、元屋敷期を中心に一部、高 l泰 など石塚期 よりも新 しいものも含まれると推測
(注 iO)

されるが、今一つ判然 としない。又、
・
滞 7出上の小型器台 (7-22)は 、発志院遺跡、神築日濤
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S D50上層出土の小型器台Bl類に類似するもので布留 2式 (新 )ま で下がる可能性 もある。

入江内湖西野遺跡

入江内湖西野遺跡は、内湖の千拓工事に伴い、多量の遺物が発見された遺跡である。昭和51

年矢倉川改修工事に伴い、内湖の一部が調査され、明確な遺構は検出されたかったが、包含層

より大量の上器が出土した。一応第 1層 。第 2層上部 。第 2層下部・第 3層 の 4層 に分層 して

遺物を取 り上げたが、混入が著 しく、一括遺物 としての明確さには欠けるとされる。 しか し、

大半が布留式上器で占められてお り、第 2層下部出土土器をみると、第 3層 で中心を占めてい

た近江型甕 A類に代わって、畿内型の口縁端部が肥厚する甕 B類が多くなり、端部を平坦又は、

わずかに内傾する上ノ井手遺跡Ab類が主体 を占める。

小型九底壺 (56・ 62)は 、扁球状の体部より、口縁部が外反してのびるもので、日径 と体部

最大腹径が、ほぼ同径である。この種のものは、上ノ井手井戸030下層出上の小型丸底壺 B類に

類似するものである。

又、壷 G類 とする口縁部が 2段に屈曲するもの (34)は 、神築田濤 S D50下層出上の甕Al

類に類似する。

高不 (1～ 35)は 、ほとんど杯底部・口縁部が、甘い稜 をなして口縁部が外反してのびるも

ので、端部を九 く収めるものもあ り、ほとんど指押え及び横ナデ調整を行っている。いずれも

中ぶ くれの脚柱部より屈折 して開 く裾部を有するもので、発志院遺跡高邦Bl類に類似するも

のである。

小型器台の出土量は少な く、受部がやや内湾状にのびる皿状を呈 し、脚部は、大きく「ハ」

字状にのびるもので、神築田濤 S D50下層に類例が認められる。

以上、第 2層下部には、上 ノ井手井戸 S Eo30下 層及び神築田 S D50下層の出土土器に類似す

るものが多いが、若千、時期の下がるものも含まれると考える。又、第 2層上部出上の土器は、

下部のものと比較 してやや時期は下がると思われるが、微差 と考えられ、第 2層上部で共伴 し

た須恵器は、 5世紀末～ 6世紀前半の年代が推定され、或いは、混入したものと考えられる。

長浜市高田遺跡

長浜市高田遺跡は、姉川とその支流である草野川の沖積作用によって造 られた長浜平野の位

置する低地性の遺跡である。昭和53年、長浜市教委が実施 した調査で、明確な遺構の検出はな

かったが、旧河川敷内の氾濫によって堆積 したとみられる遺物包含層を検出し、弥生時代末～

古墳時代初頭の遺物を多量に出土 した。この内、布留式並行の上器は、第 7層 と8層 より検出

されているが、鴨日遺跡 と同様、北陸 。東海系の上器 もかなり出上している。

まず、第 7層 では、新・古の土器が混然とした状態で検出されてお り、庄内式並行の上器及

び東海・元屋敷期の S字状口縁台付甕 などの他に布留式に通有な土器 も若千含まれる。甕類で

は、口縁端部が内厚する上ノ井手遺跡Aa類、Ab類があり、小型丸底壷・高郭には、上ノ井

手遺跡井戸 S Eo30下 層のものに類似 しているものが多い。第 7層 は、庄内～布留 1式の段階 と

考えられる。

第 8層 は、第 7層 とあまり差が認められないが、やや新 しく、東海・石塚期の壺 (1130)の他、
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畿内系の上器 としては、小型丸底壷 (1157)、 高爪 (1154)な ど、神築日 S D50中層に類似

するものを含んでお り、第 8層 は、布留 1式 (新 )～布留 2式 (古 )段階 と考えられる。

以上の他、湖北においては、多数の出土例が知 られるが、資料 として良好 とは言えず、一応

省略 したい。ただ、湖北町今西遺跡では、出土遺物は少量であるが、古式の布留式土器が出土

してお り、口縁端部が九 く内厚する畿内型甕 (上 ノ井手遺跡Aa類 )や、庄内式に近いと考え

られる口縁部が大きく開 く小型丸底壷などが出土 してお り、庄内又は、庄内直後の時期があて
(注H)

られると考える。

大津市滋賀里遺跡

湖西地域では、大津市滋賀里遺跡 。同穴太遺跡 。同北大津遺跡他が知 られる。
(注 12)

湖西線の工事に先立って調査された大津市滋賀里遺跡では、方形周濤墓及び住居址 より庄内

又は、布留式並行の上器が出土 してお り、報告書によれば、その一部が、小若江北遺跡に類似

するとされているが、明確なことは不分明である。しかし、出上 した布留式上器は、明らかに

古い様相を呈 しており、布留 1式段階に相当すると考えられる。

又、ⅣB区下層でもかなりの布留式並行の上器が出上しているが、新・旧混在 した状態で、

明確な判断はできない。しかし、出土遺物の中には、上ノ井手井戸下層出上の甕 Ab類、神築

田 S D50下層出上の甕に類似するもの (C166)や 、壷 Cl類 に類似するもの (C165。 C167)な

どが含まれてお り、一応、布留 1式段階に相当するとみられるが、一方、甕類などに時期的に

新 しいと思われるものも存在 してお りⅣB区下層には、須恵器出現直前までの土器 もあると考

えられる。

Ⅲ E区上層には、五世紀中葉～ 6世紀前半までの須恵器 と共に土師器 も共伴 してお り、発志

院遺跡、神築田 S D50最上層及び S D206出 上のものに類似 してお り、布留 3式の段階のものと

思われる。

大津市穴太遺跡

大津市穴太遺跡は、滋賀里遺跡の北方に位置してお り、国道 161号線バイパスエ事の建設に

先立つ試掘調査の際に発見された遺跡で、少量ではあるが、布留式並行の上器が出上している。

甕は、口縁端部が内厚 して上端 を平担に収めるもので、上 ノ井手遺跡Ab類に類似するもので

ある。小型九底壷は、扁平な体部に、大きく外反して開き、外面に細いヘラミガキを施 し、底

部にはヘラケズリを行 うもの (2)と 、球状の体部に短 く「く」字形に外反して開 く口縁部を

付 し、外面に細いハケ調整を行 うもの (3)の 2個体あり、上ノ井手井戸下層出上の小型丸底

壷 C・ D類に類似するものである。高不は、底部 と口縁部境界に甘い稜 をなして口縁部が外反

してのびる添部で、外面横ナデ調整、内面ヘラミガキを施す ものである (4)。 脚部は、 (4・

5)共、細いヘラケズリを施 した脚柱部より屈折 して広がる裾部が付 く。

以上、穴太遺跡出上の上器は、一括遺物 としてまとまったもので、上 ノ井手井戸下層出上の

土器 と類似 してお り、又先に見た滋賀里遺跡Ⅳ B区下層のものとも共通するものである。一部

の資料なので、明言はできないが、滋賀里遺跡 と同様に布留 1式 を中心にその前後の年代があ

てられると思 う。
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上記の他、湖西では、まだ未報告であるが新旭町森浜遺跡において多量の布留式並行の上器

が出土してお り、湖西地域における古墳時代前半を考える上で逸することのできない点を付言
(注 13)

しておきたい。

野洲1町下繰子遺跡

湖南地域においてもすでに幾つかの遺跡が知 られているが、上記 と同様、明確な遺構に伴 う

ものではな く、資料 も比較的少ない。

野洲町下繰子遺跡では、旧河道より布留式上器が若千出上しているが、弥生土器及び庄内式並

行の上器の混入も認められ、一括資料 としては扱い難いものである。しか し、畿内型甕では、回端

部上端が平担又は、やや内傾する上ノ井手遺跡Ab類がみえ、小型九底壷にしても、全体の形

態は不明であるが、日縁部が外反 して長 くのび、上ノ井手井戸下層に類似するものと考えられ、

下繰子遺跡の布留式上器は、布留 1式 (新 )段階を中心に前後の時期が推定される。

野洲町五之里遺跡

五之里遺跡 。富波 I区第 2地区 S K22内 より布留式土器がまとまって出土 している。まず、

近江型受口状口縁甕 (195～ 201)は 、口縁部がすべて無文で横ナデ調整によるものである。こ

れは、布留式並行の近江型甕 としての特徴であり、金ケ森西遺跡において最 も多いAⅢ類 と一

致する。又、口縁端部が肥厚する幾内型甕 も出土 している。口縁部上端を平担に収め、外面ハ

ケ調整、内面ヘラケズリを行 う休部がほぼ球状を呈する上ノ井手井戸下層Ab類に類似するも

のである。又、こでは、日縁部が外反 してのび、端部が強 く内傾する発志院遺跡、神築田SD

50下層出上の壷 C2類 に類似のものも出土 している。しかし、残念ながら土城 S K22内 では、

甕・壷類のみで他の器種 を共伴 していないため、詳細な時期判断はできない。おそらく布留 1

式段階のものと考えられる。

以上、県内出上の布留式上器を簡単に検討 してみたが、他にも多数の遺跡において布留式土

器を出土している。

上記の限られた資料によって県内の状況を明確にすることはできないが、全体的に見て、県

内の布留式上器は、非常によく似た出土状況を示 していると考えられる。まず、湖北 。湖西南

部・湖南の各地において布留 1式 (古 )段階のものが少量ではあるが認められる。しかし、各

地共、布留 1式 (新 )段階になると遺物の量は、最 も多くな り、以後布留 2式 (新 )段階まで

つづいている。しか し、かな りの地域差 も認められ、湖北地方南部においては、北陸 。東海系

の影響が強 く、長浜市鴨田遺跡では、畿内系20%、 北陸 。東海系30%の 比率 を示 し、湖西南部

においては、北陸 。東海系は若千で、あとは畿内系 と近江系が半々を占める。一方、湖南地域

においては、近江系が、圧倒的に強 く、特に甕類では、受口状口縁甕が、80%と いう高い比率

で出上している。

又、須恵器 との共伴関係であるが、船橋 OⅡ において最古式 と考えられるT K73型 式、又発

志院遺跡神築田 S D50上層 。最上層でT K73型 式に次 ぐT Klo3・ T K208・ T K109-Ⅱ 型式と比

較的類似するものが出土している。しかし、県内においては、現在のところ、須恵器 と布留式

上器の共伴関係 を示す良好な資料はな く、今後の検討が必要 と考えられる。
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d.金 ヶ森西遺跡 T-10。 S D20出土土器

先に、県内出上の布留式上器について簡単な検討を加えてみたが、次に金ケ森西遺跡 T-10。

S D20出土土器に関して考察を進めてみたい。

S D20は 、東西に流れる旧河道で、深さ0.42m、 中 4mの濤である。隣接する S D2と も出土

遺物より、同時期に形成、埋没した旧河道の一部 と考えられ平行 して東西に走る。

S D20上層は、布留式土器を多量に含む黒褐色粘土層が堆積 してお り、下層は、少量の弥生

土器及び庄内式並行の上器類を含む。これは、 S D20に 限らず、金ケ森西遺跡のすべての濤に

共通 して言えることであるが、上層 (黒褐色粘土層)にのみ遺物が厚 く堆積 し、下層には、極

少量検出されるにとどまる。

S D20上層には、甕A・ B・ C類がある。甕 A類には、AⅢ・AⅣ ・AV・ AⅥ の 4タ イプ

があ り、A類についで多いのが、BH類である。実測できたものは、 1点 (E o82)の みである

が、実測のできなかったものが数点あり、上端が平担又は、わずかに内傾するものである。中

には、内傾の強いものもあり、上ノ井手井戸上層と神築田S D50中層の (208)に類似したもの

もある。甕 C類 としたものは、口頸部が短 く「く」字形に外反するものである。又、S D21に

は、口縁部が短 く外湾してのびる発志院遺跡簑 C類に類似するものがある。

S D20出上の壺類は、少なく、実測できたものはなかったが、S D21に は、二重回縁で、頸部

に凸帯を廻らす壺口縁が一点 (E135)出 上している。

小型九底壺には、A・ B類があり、A類 (E o9o)は 扁平な体部に大きく開 く口縁部が付 くも

ので、日縁部内外面共横ナデ調整、体部外面も上半ナデ、内面ヘラナデを行 う。上ノ井手井戸

下層や鴨田遺跡濤A出上のものに類似するものである。

B類 (E091)は 、球形の体部に内湾気味に開く口縁部で、内外面共横ナデ調整を行い、体部

外面下半にヘラケズリを施す。県内でもこの種の小型九底壷は、多数出上しており、外面細い

ハケ調整を施すものや後ナデを行うものがある。鴨田遺跡薄 A、 大津市滋賀里遺跡、同穴太遺

跡他で出土している。

高系には、B・ C類がある。B類 (E092・ E o93)では、口縁部が外反して開き端部を尖 り気

味に収める。内外面共ナデ成形によるが、わずかにハケ調整痕を残すものである。発志院遺跡

や県内でも多数出上している。

C類 (E096)は 、九味のある罫部で、発志院、神築田S D50中層に類似のものがある。脚柱

部は、やや中ぶく才∽ 柱状部に届折して広がる裾部が付 くものがほとんどであるが、比較的短い

脚柱部に、短 く屈折して開く裾部を付すもの (E lol・ E102)が あり、神築田S D50中層の中に

類例を求めることができる。

器台は、S D21よ り受部が一点 (E159)出 上している。受部口縁部と底部境界は、甘い稜に

よって分けられ、日縁部は、短 く外反してのび、端部を平担に収めるものである。県内での出

土は、あまり知られていないが、発志院遺跡 。神築田S D50下層出上のものにやや類似するも

のが認められる。

下層には、弥生中期の上器の他、庄内並行 と思われる郭部が坑状を呈する高罫 (E095)や 、
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浅い皿状の器台 (E l12)等 がみられ、高罫は、入江内湖西野遺跡や北大津遺跡他に類似するも

のが認められる。

以上、簡単ではあるが、 S D20及 び21出 土土器の検討を行 ってみたが、全体的に布留式でも

やや古相のものが多いと考えられる。まず、甕 BH類では、上 ノ井手井戸下層出上の甕Aa類

及びAb類に類似するものが圧倒的に多い。しかし、少量ではあるが、強 く内湾してのびる口

縁部や、高不の中には、郭部の九いものなどがあり、これらは、布留 2式 (古 )段階 と推測さ

れる。又、小型丸底土器は、上ノ井手井戸下層出上のCoD類 に類似するものであり、布留 1

式 (新 )段階 と思われる。

一方、T-10。 S D25も ほぼ同時期に形成された濤であるが、若千、新 しい様相 も認められ

る。甕 BH類では、上ノ井手遺跡Ab類 と共に端部が強 く内傾するAc類が出上 している。高

罫 (E213)は 、底部・口縁部境界に稜 をなし、口縁部が外反して直線的にのびるもので、布留

1式 (新 )段階のものであるが、脚部の中には、やや中ぶ くれの柱状部より大きく届折して広

がる裾部が付 くもの (E216・ E217)な ど、発志院遺跡・神築田濤 S D50中層出上のものに類似

するものが認められる。又、器台 (E234)は 、受部が「ハ」字状に開 くもので、神築田濤 SD

50中 層出上の器台 B類に類似するものである。

以上、 S D20。 21及び S D25は 、布留 1式 (新 )段階を中心時期 として、その前後の時期 (

布留 1式～布留 2式)を 含むものである。このことは、当遺跡の年代をも示す もので、布留期

の古い段階にその中心時期を考えることができる。

(付 )受 口状口縁甕型土器

受 口状口縁甕型土器については、近年、資料の増大に伴い、その研究は、著 しい進展をみせ、

系譜及び編年的細分等についても「北大津遺跡」において中西常雄氏によって試みられたのを

始め、諸氏により検討がなされて
ャ越命)。

その結果、弥生時代後期の受口状口縁については、形

態及び調整・施文等により、その編年は、次第に明らかにされつつの感があるが、未だ布留期

のものについては、充分な言及はなされておらず、不明な点も多い。

金ケ森西遺跡でも、警型土器の約80%が近江系受口状口縁甕型土器で占められている。その

大半が、布留期のものと考えられるが、層位的に把握できなかったため、編年的細分には至 ら

なかった。

一応、本遺跡出上の受口状口縁甕型土器を回縁部の形態などによりAI～ AⅨの 9タ イプに

分類 したが、中でも、AⅢ類一端部をわずかに引き出し上端 を平担に収めるもの一が最 も多い。

しかし、弥生時代後期 と考えられるAIを 除いて、AH～ AⅨ類に、今の段階では時期差は認

め難 く、将来に保留 したい。

しかしながら、 S D20。 21と S D25を 比較 した場合、 S D25出上の受口状口縁が、頸部の屈

曲が小さくなり、口縁部の立ち上が りも甘 くなり鈍い段をなす (AⅧ )な ど若千新 しい様相を

呈すると考えられなくもない共伴の遺物でも、時期的に近似するとしながらも若千新 しいもの
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も加 わってお り、これ を時期的な一つの特徴 と言い得 るか もしれない。 さらに、長浜市鴨 田遺

跡濤 A出上の受 口状 口縁甕型土器は、体部は球状 で、内面 をヘ ラケズ リによ り成形 を行 ってい

るが、当遺跡出上の ものはすべてナデ (全形は不明であるが肩部のみの観察において )調整に

よるもので、まり新段階の近江型甕 は畿内型甕の如 く内面ヘ ラケズ リを併用す るようになると

も推測 されるのである。

(大橋美和子 。大橋信弥 )
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1978)

10 兼康保明「よみがえる湖西の古代一水没した森浜遺跡を追って一」 (『湖国と文化』第 3号

滋賀県文化体育振興事業団 1978)

10 石原道洋「『受口状口縁甕土器』について」(『宮司遺跡・十里町遺跡調査報告書』所収 長

浜市教育委員会 1977)
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Ｂ
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Ｈ
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Ｂ

Ｉ

Ｂ

８

８

超

ｌ

Ｂ

ｇ

Ｂ

Ｂ

Ｈ

担

８

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

８

担

目

Ｂ

Ｂ

旧

Ｂ

ほ

ほ

旧

旧

ほ

Ｈ

Ｂ

隠

ほ

悟

協

旧

幅

ほ

罹

構

＝

――
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＝

＝

＝

――

は

，

＝

＝

＝

＝

ほ

＝

＝

Ｉ

＝

＝

Ｉ

Ｈ
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2.金 ヶ森 西遺 跡 の性 格一 むす び にか えて一

今回の調査は、湖南中部流域下水道整備計画にもとづ く、配管工事にともなう調査で、結果

的には、守山川と山賀川にはさまれた一帯に所在する金ケ森西遺跡の中央部をほぼ南北に串ざ

しするような形で、トレンチを設定することになり、遺跡の南北の広が りについては、ほぼ確

認できた。すなわち、今回調査したT-1か らT-2の うち、山賀川以南に所在するT-1・

T-2、 および、山賀以北に所在するT-3・ T-4では、奈良時代以前に遡及する遺物が皆

無であるのに対し、T-6以北においては、出土遺物の大半が、布留式上器に対応するもので

あること、T-4～ T-5付近が、自然水路が錯綜 し大規模な旧河道である可能性が推定さ

れることなどから、この付近に金ケ森西遺跡の南端が推測され、T-28付近から以北守山川に

到る部分では遺構は検出されず、旧河道の様相を示すところから、一応、本遺跡の北限を推定

することができると考えるのである。

周知のように、野洲川下流域の、古代景観 の復 元的研究によるな ら、現在は守山市北端に

本流をもつ野洲川の旧本流が、律令時代前後までは、本遺跡のやや南に所在し、旧野洲郡 と旧

栗太郡の郡界をなしていたことが明らかにされており、本遺跡が、本来、旧野洲川北岸の微高

地として形成されていたこと、したがって、旧野洲川の洪水により、大きな影響を受けていた

ことが予想されるのである。本遺跡がこの周辺では、やや高い場所に占地しているのにかかわ

らず、古墳時代前期の一定期間しか、ムラを存続し得なかったのは、この点をぬきにしては、

考えることはできなかったと考える。

上述のように、本遺跡の中心的な存続期間は、いわゆる布留式土器の盛行期に限定されるが、

周辺に弥生時代の遺跡が存在したことは、若千出土をみた弥生土器の存在から推定される。し

たがって、おそらく本遺跡の東に所在した弥生時代のムラが、古墳時代前期後半ごろから、本

遺跡に移動したとも考えうるであろう。

本遺跡は、遺構の分布から、大きく二つの地域に分けることができる。すなわち、T-10付

近からT-15付近、T-17か らT-21付近、T-24か らT-28付近の二つの地域である。今、

これをA・ B・ C区 と仮称するなら、これらはいずれも、大規模な河道により分断されており、

それぞれにおいて、竪穴住居址や、その残骸とみられるピット群が存在している。ただC区で

は、竪穴住居址に切られて、方形周濤墓が検出されており、一時期墓地として占地されていた

ことが明らかである。墓地と集落の関係については、十分な資料がなく明確にしがたいが、A・

B・ Cの二つの集落が並存したのではなく、短期間ながらも、居住地域の移動がおこなわれた

ことが知られる。このことは、本遺跡が上述のとおり、旧野洲川本流の右岸微高地に所在して

いるため、たびたび洪水にみまわれ、同じ集落内でも移動を余儀なくされたのであろう。本遺

跡内を東西に貫流する多数の濤は、洪水のはげしさを示すものであろう。

県内における布留式段階の集落調査は、意外に少なく、いわゆる布留式上器を大量に出土し

た遺跡としては、薪旭町森浜遺跡と本遺跡 ぐらいであり、この段階の集落のあり方を考えるう

えで、本遺跡の存在は注目されるが、本遺跡にみられた不安定な様相は、この時期のムラが、
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琵琶湖周辺から、やや内陸部へ後退していたことをうかがわせる。すなわち、本遺跡の場合、

調査地が中心部でないこともあろうが、ムラが多くの濤により寸断され、散在する傾向が伺え

るからである。ただ濤内より出土した土器の量や、石製模造品などにみえる祭祀遺物のあり方

は、本遺跡が、かなりの規模をもっていたことが推測されるのである。さきに指摘した、石製

模造品による「まつり」の盛行も、このように考えてくるなら、洪水になやまされた、古代人

の祈 りを示すものかも知れない。

(大橋信弥 )

註

ll)守 山市編『守山市史』上巻 (守山市役所 1973)

小林健太郎「地形 と地質」 (『車津市吉田の条里景観遺存地区の歴史地理学的調査報告』草津

市役所 1974)

辰己 勝「野洲川下流平野の形成」 (『地表空間の組織』1981)



T-1 包含層出土上器

器  形 図版番号 法 量 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

須

恵

器

甕 C001
ヽ
る

で
す

部
傾

頸
外

日
は

ｏ

の
端
す

き
上
な

開
部
を

外
端
面

○ ○内外面共回転ナデ調
整°
員僣巽ウ究藩畠籍

合
色調 暗青灰色
胎土 細砂多量

含有
焼成 堅  緻

水
　
瓶

C002

口宿& 34 °
琴習占線報客泉旱灌
のび、端部を上方に
わずかに肥 厚 させ
る。

〇内外面共回転ナデ調
整

調
土
成

色
胎
焼

暗 灰
精
堅

色
良
緻

第 1層

坑 C003
一局

部
台

底
高

逆
外
　
に

面
や
　
か

ｏ

断
や

ｏや
る

ヽ

るヽ
る
び

く
し
び
ゆ
の

高
呈
の

てヽ

は
を
に
は
し

台
形
方
部
湾

高
台
下
体
内

Ｏ
　
　
　
Ｏ

〇体部内外面共回転ナ
デ調整

O貼 り付け高台、貼り
付け後ナデ

色調
胎土
焼成

色
良
緻

灰淡
精
堅

土

師

器

皿

AI H004
口径 14,4 O口縁部は、ゆるやか

に内湾してのび、端
部を丸く収める。

○粘土板成形
O内外面共指押え

色
好
好

禍淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

第 1層
上層落
ち込み

AI
H005

1

H009

口径
7 2-9 8

器高
1,7-1,75

丸味のある平底の底
部より、日縁部は内
湾してのび、端部を
九く収める。

粘土板成形
内外面共指押え

色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

０８
層
落
み

Ｏ
Ⅱ
層
込

Ｈ
第
上
ち

B H010

口径
88～9 6

器高
1 5～2 0
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°唇薮鯨iヨ呼薄苦謝貫
楚妖写床良辞、

t奏

り気味に収める。

粘土板成形
内外面共指押え

色調
胎土
焼成

色
好
好

褐赤淡
良
良
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I H011
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よ
る

ヽ
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丸

爛
め

ヽ
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鋤
Ш
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湾
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の
内
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に
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め

味

縁ヽ
ら
ず
収

丸
り
口
さ
わ
く

O粘土板成形
O内外面共指押え

色
好
好

裾
良
良

調
上
成

色
胎
焼

Ⅱ
H012

HO13

口径
8,6～ 10 4

O丸味のあ る底部 よ
り、口縁部は外反し
てのびる。端部を外
方にわずかに引き出
し丸く収める。

O粘土板成形
O内外面共指押え

色調
H013
胎土
焼成

色
色
好
好

裾赤
褐
淡
良
良

羽
　
釜

H014

口径 254 傾
呈
　
の
端

ヽ
やや内
磁
　
韓
新

収める
。

は
部

　

面ヽ
く

部
端

ｏは
断
丸

縁

るヽ
ば

をヽ

口
し
す
つ
び
部

〇
　
　
〇

O粘土紐つみ上げ
O日 縁部内外面共指ナ
デ

O体部内面粗いハケ調
整

色
色
量
　
好

細
黒
膨
有

淡
灰
細
含
良

調
断
土
　
成

色
て
胎
　
焼

南壁 ト
レンチ
第 1層

皿

B015
日径  96
器高  15

体
び
収

ヽ
の
に

り
に
角

よ
味
鋭

部
気
を

底
湾
端

の
内
先

ｏ

底
は
部
る

平
部
端
め

〇 0粘土板成形
〇内外面共指押え

色
好
好

褐淡的
良
良

調
生
成

色
胎
焼

灰黒色

B016
口径 O丸味を有する底部よ

り、口縁部は外反し
てのび端部を丸く収
める。

0絡土板成形
〇内外面共指押え

色
好
好

灰黒
良
良

調
生
成

色
胎
焼

出 土 遺 物 観 察 表
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器種 器  形 図版番号 法 旦皇 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

里

色

土

器

婉

A
B017

B018

口径 154
16 0

は
し
る

部
湾
め

体
内
収

○ ゆるやかに
端部を九く

O粘土組つみ上げ
O口縁部内外面共横ナ
デ

〇体部内外面共指押え
及びナデ

○口縁部内面に一条の
沈線

色調

一部繭
外ヽ純好好

面
び
色
淡

外
及
黒
面
良
良

胎土
焼成

第 I層

B
B019

B020

口径 146
16 7

°
禽藩ιt宮巖慕倉僑
反、端部を丸 く収め
る。

O粘土紐つみ上げ
〇口縁部内外面共横ナ
デ

O体部内外面共指押え
及びナデ

〇口縁部内面に一条の
沈線 (B019)

色 調

一部輌外ヽ
純好
好

面
び
色
淡

外
及
黒
面
良
良

胎土
焼成

B 019
第 1層

B021
底径  60
高台高 08

〇断面逆三角形の高台
で、端部は丸い。

○貼り付け高台、貼り
付け後ナデ

色
好
好

褐
良
良

調
土
成

色
胎
焼

B022

B023

底径  S0
高台高 05

Э
瞥写干東孫?姪泄民
端で接地する。

○貼り付け高台、貼 り
付け後ナデ

色
色
好
好

裾
黒
淡

的
灼
良
良

調
　
土
成

色
　
胎
焼

B024 一局
径
台

底
高

○断面逆台形 の 高 台
で、やや内傾する。
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ロ

昔
口
一ア

け
ナ

付
後

り
け

貼
付

Ｏ 色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

ト
チ
層

壁
ン
ー

南
レ
第

B025
底径  50
高台高 03

○断面逆台形の低い高
台で、外傾する。

O貼 り付け高台、貼 り
付け後ナデ

色
好
好

裾茶淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

陶
　
　
磁
　
　
器

塊
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底径  7.6
高台高 08

O断面逆台形の安定し
た高台で、端部を丸
く収める。°
箱型男た宿煤霧姿

に

O削 り出し高台
〇内外面共回転ナデ調
整

色調

胎土
焼成
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釉
良
緻

色
の

灰
色

淡
白
精
堅
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整

色
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緻
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精
堅

調
生
成

色
胎
焼

T-1 SD3 出土土器

器  形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

弥
生
土
器
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良
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成
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院
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須

恵

器

杯

蓋
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高
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器
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か
部
り

扁
内
び
の
り

ｏず
端
と

く
は
の
部
よ
る
わ
き
を

ｏ

高
部
に
縁
に
れ

らヽ
面
る

は
体
方
口
線
ら
は
ひ
る
め

部

下ヽ
と
凹
け
部
に
す
収

井
で
外
部

分ヽ
縁
方
傾
に

天
蓋
て
体
は
に
日
外
内
角

Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

ラ
　
調
　
痕

へ
　
一ア
　
げ

ど
　
ナ
　
上

ほ
　
転

き

孝
　
回
　
巻

は
整
共
　
に

部
調
面
　
部

井
り
外
　
井
存

天
削
内
整
天
残

Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ

色
良
緻
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堅
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焼
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整
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緻
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堅
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色
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焼
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T-2 包含層出土土器

器  形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

上

師

器

甕 AⅢ E031

日径  147 部
く

出ヽ
凹

頸
か
り
き
や

短ヽ
が
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や

で
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に
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舶
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口
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縁
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T-2 SD3 出土土器

器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

上

師

器
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杯
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調
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成

色
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焼
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器

外

身
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収
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収
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の
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低
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Ｏ
　
　
　
　
Ｏ
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整

色調 青 灰 色
胎土 精  良
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B
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t
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14 3
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底
に
て
　
斜
端

中
柳

味をもっ

。 鞭
び
ヽ 日縁

収める
。

た
部
九
る

ヽ
の
く

し
底
て
す
は
に
丸

定

けヽ
曲
部
方
を

安
部
か
屈
体
上
部

Ｏ
　
　
　
　
Ｏ

調

整
　
上

デ
　
調
　
き
の

ナ
　
未
　
巻
０３

横
　
り
　
紐
Ｃ

転
　
切
　
土
く

回
　
ラ
≫
粘
存

面
　
へ
３８
に
残

勝
整
醐
ｍ
齢
顔

Ｏ

　

Ｏ

　

Ｏ

色
良
軟や

灰
精
や

調
土
成

色
胎
焼

霊 C040

底径  84
高台高 09

〇平坦な底部の外縁に
外偵1にふんばる高台
が付く。

〇底部より体部にかけ
甘い屈曲をもって外
上方にのびる。

O高台は、外方に三角
形状にはり出しやや
凹状の端面を呈す。
内先端で接地する。

ナ

　

リ

リ
転
　
貼

削
回

　

ヽ

ラ
土
ハ
　
ム四

へ
面
　
一島
デ

端
外
　
け
ナ

下
内
整
付
後

部
部
調
り
け

体
体
デ
貼
付

Ｏ
Ｏ
　
Ｏ

色
好

白
　
軟

灰
良

調
生
成

色
胎
焼

一局

　

杯

C041

底径  94 O比較的背の低い脚部
で、なだらかに「ハ」
字状に開く。

〇端部は、外傾する面
をなし内下端で接地
する。

〇内外面共回転ナデ調
整

色
良
緻

灰圭目暗
精
堅

調
土
成

色
胎
焼
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器種 器  形 図版番号 法 ヨ里 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

土
師
器

皿

H042

H043

口径
13 9ハV14 2

底径 100
器高 195

呈
反
端

韓
部ｔま、

外
ゆ
』

縁ヽ
上
く

は
口
斜
丸

部

てヽ
を

底
し
し
部

○ O粘土板成形
O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

○底部内面指押え

色調 褐
胎土 良
焼成 良

色
好
好

T-2 SD4 出土土器

器  形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 考備

土
師
器

甕 E044
底径  36

|○

上げ底の底部。 〇内面指押え
〇外面ナデ

色
量
　
好

裾
多

茶
砂
有

淡
細
含
良

色調
胎土

焼成

土

師

器

皿 H045

口径 140
びヽ
境
け
で

は
の
の
分
瞭

部
く
部
で
明

体
き
底
曲
不

大ヽ
と
屈

ヽ

で
に
部
い
が

皿
方
体
甘
る

ｐ

い
上

ｏは
れ
る

浅
斜
る
界
ら
あ

〇 O内外面共横ナデ調整 色
好
好

裾赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

芥
H046

H047

径
径

口
底

直
部
　
平

へ
端
　
た

方
縁

ｏし

上
口
る
定

外
び
め
安

ｏ

ヽ
の
収

すヽ

は
に
く
は
呈

部
的
丸
部
を

体
線
を
底
底

Ｏ

　

　

Ｏ

○内外面共指押え及び
ナデ

色
好
好

裾赤淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

T-3 包含層出上土器

器種 器  形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 考備

須

恵

器

不
　
　
蓋

B C048

口径 125 〇低 く、扁平な天丼部

涯ふ徐薄府忽尋籍甜
する。口縁部は、短
かく垂下して、端部
は尖る。

8蚕書蟄ヨ量亀藝糸面
色
好

灰
　
軟

淡
良

調
生
成

色
胎
焼

色裾
土

赤
砂

芥

身

C C049

口径 120
底径  7S
高台高035

勒
ぶ

ヽ
底部ょり丸

をもって斜上
『

収める
。中

。

」
艘
縦
融
∽
ポ
舘
卦

平
に
体
い
方
を
高
を

〇
　
〇
　
　
　
　
〇

O体部内外面共横ナデ
調整、手ズレの痕が
ある

O底面ヘラケズリ調整
〇貼 り付け高台、貼り
付け後ナデ

色
良
緻

灰青暗
精
堅

調
土
成

色
胎
焼

婉 C050
高

径
台

底
高

に
　
面

をヽ

か

ｏ断
る
部

や
る

。す
端

る
び
る
呈

ヽ
ｏ

ゆ
の
す
を
で
る

イよ、Ⅸ姉財論
陣

部
湾
や
三
い
く

体
内
や
逆
高
丸

〇

　

〇

一ア
　
法ワ

ナ
　
貼

横

　

ヽ

土
ハ　
台
　
り

面
　
一息
ア
切

外
　
け
ナ
糸

内
　
付
後

ヽ

部
整
り
け
部

体
調
貼
付
底

Ｏ

　

Ｏ

　

Ｏ

色
良
良

裾茶淡
精
不

調
生
成

色
胎
院

土
　
　
師
　
　
器

甕 H051

口径  224 す
部

方ヽ
す

剛
睡購
吐獅

に

ヽ
て
か

ヽ
ｏ

状
り
し
ず
し
す

ド縦販
め釧
統

く
頸

部ヽ
引
面

Ｆ
る
は
端
に
る

０ 〇口縁部外面指押え及
び横ナデ調整

O日 縁部内面ハケ調整

。篠筆萬吾更霧調整

色
好
好

裾黒
良
良

調
土
成

色
胎
焼

亦 H052

130
78

径
径

口
底

°
蘇唐卑辱調邊豊蛛楚
斜上方にのび口縁端
部を丸く収める。

び及
げ
え

上
押

き
指
整

巻
共
調

組
面
デ

土
外
ナ

粘
内
横

Ｏ

Ｏ

色
好
好

裾赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼
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T-3 SD-6 出土土器

器  形 図版番号 法 量 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

緑

釉
婉 G053 昏審高::I

0低い断面逆台形の高
台でやや内傾する。

O貼 り付け高台、貼 り
付け後ナデ

色
好
好

緑黄
良
良

調
上
成

色
胎
焼

灰色砂
層

黒

色

土

器

塊 B B054

口径  13.4 に
縁
丸

か
口
を

や

部ヽ

る
び
端

ゆ
の

ヽ
ｏ

」
Ⅸ
頼
境

部
湾
は
収

体
内
部
く

Ｏ

8撫泰嫌蕎驀寿ビ及び
ナデ

〇体部内面横方向のヘ

ラミガキ°
簗齊現騒塁箔習写

~

色調

胎土
焼成

共
　
好
好

面外
色

内
黒
良
良

灰色砂
層

T-9 S D19 出土土器

器種 器 形 図版番号 法 量 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

甕

AⅡ
E055

]056

口径
14.2～ 14 4

Oa:吉

:島鼻:言3
き出す。端部は、平
坦な面を呈す。

〇口縁部外面横ナデ調
整

O体部外面斜方向のハ
ケ調整

O口 縁部内面ハケ調整

o器 門善ハケ調整後
指ナデ

色
含
好

褐
砂

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

層
酌

下
砂

BI E057

口径  12.0 す
で
部
に
め

棘でヽ中位らみ、端中畑

博脚ネ妨
脱

く
口
や

きヽ

ｏ

Ｆ
る
や
は
引
る

Ｄ D内外面共横ナデ調整 色調
胎土
焼成

色
好
好

裾淡
良
良

上 層

一霊 D E058

径
高

口
器

95
13.3

O口 縁部は、わずかに

分蜃1鶴爺2炎夕隻
味に収める。

①体部は、ほば珠状を
呈し、底部は丸底。

〇日縁部内外面共横ナ
デ調整°φ群染軍貧恐謀善賓
ラケズ リ°φ騨9用望懇塞番震
残存

色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

上  層

E059
底径  5.4 部

に
底
部

の
体

底
て

平
し

た
曲

し
屈

ｏ

定

くヽ

安
で
続

〇 ○内外面共指押え 色
好
好

裾淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

層
酌

下
紗

一局

外

AI E060

晨経
外部)

°否騒牙隼法喜皇を咎
笙勢燈ぁ屎弩P皆繊
端部を丸く収める。

〇杯底部の上に粘土組
をつけ加えて体部を

監會蕉阜:鼻冨Sを
ナデ、体部及び口縁
部ナデ

O内面ナデ

色
有
好

裾塘
赤
細
良

調
土
成

色
胎
焼

上 層

E061
部
て

観
亜

濫

れ
部
広

く
裾
に

が

方ヽ

中
で
外

〇 O内外面共指押え及び
ナデ

色
有
好

茶
蜂

暗
細
良

調
生
成

色
胎
焼

上 層

E062

O比較的背の低い脚柱
部で、やや中がくれ

零ボ盆議でφ岳葬C
て広がる裾部を付す
と思われる。

〇外面ハケ調整○
宴瑯 飛揺

ナ
色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

上 層
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器種 器  形 図版番号 法 二塁 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

E063

〇直線的に「ハ」字状
に開く脚柱部で、屈
折して広がる裾部を
付すと思われる。

Э磨滅激しく調整は不
明

Э内面にしばり目を残
す

色調
胎土
焼成

色
含
好

褐
砂

淡
細
良

上 層

T-9 SK2 出土土器

昏程 器  形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

小

型

丸

底

壷

B E064

７
径
７

腹
径
大

口
最

O「 くJ字形に外反し
て開く口縁部で、端
部を丸く収める。

O肩の張る体部で、ほ
ば球状を呈すと思わ
れる。日径と体部最
大腹径はほぼ同じ。

整

後
　
具
の

調
う
整
　
状
そ
う

ケ
な
調
　
ケ

なヽ
デ

ハ
行
ケ
　

ハ
い
行
ナ

面
を

ハ
　
面
用
を
指

外
デ
面
　
内
に
デ
面

部
ナ
外
　
部
位
ナ
内

縁
横
部
デ
縁
横
横
部

口
後
体
ナ
ロ
を
後
体

Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ
　
　
　
Ｏ

色
色
好
好

褐
黒
淡

耐
灼
良
良

調
　
土
成

色
　
胎
焼

第 I層

一局

　

外

E065

底径 100

|:岳な与自二どg言を
〇外面ハケ調整後ナデ
O内面上半指押え及び
ナデ、下半はハケ調
整後ナデを行なう

色
好
好

禍赤淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

第 I層

T-10 S D20 出土土器

形 態 の 特 徴  1 成形手法の特徴

色調 暗 裾 色
胎土 良  好
焼成 良  好

E066

E067

か
日
外
尖
　
す

や

くヽ
り

ｏ有

る
き
か
が
る
を

ｏ

ゆ
開
短
上
め
部
る

ヽ
て

ちヽ
収
体
れ

は
し
は
立
に
の
わ

部
湾
部
て
味
形
思

噸醐
錦
馳噸睡
投

Ｏ
　
　
　
　
　
Ｏ

O日 縁部外面横方向の
ハケ調整

○頸部外面に縦方向の
ハケ調整

O口 縁部内面横方向の
ハケ調整

O E 067は 、内外面共
磨滅が著しい

色
含
好

褐
修

暗
細
良

調
生
成

色
胎
焼

ヽ
に

をヽ
　
調
を
櫛

に
向
い
線
　
ケ
デ
の
す

向
方
な
沈
　
ハ
ナ
位
ら

方
縦
行
描
　
に
に
単
廻

横
面
を
ラ
　
面
部
条
を

面
外
整

へ
　
内
縁
７
文

外
部
調
の
す
部
口

点ヽ

鰯
噸

ノ、ヶ
一条
鴎
唖
雛
脱
例

Ｏ
　
　
　
　
　
Ｏ

○口縁部は、湾曲して
外上方にのび、端部
を外方にわずかに引
き出し丸く収める。

口径  148

°
齢蓬錦専?膏状蓉違
状部より屈折して、
開く裾部 が付 くも
の 。

O E 069の 内外面指ナ

。ご番ぞ辣響条ヶ調整
後指ナデ
内面指ナデ及び指押
え、しばり目残存

E069
1

E071

亀醗 台彦懸驀1上

 層O日 縁部内外面共横ナ
デ調整

〇頸部及び体部外面ハ
ケ調整を行なう

O口 縁部外面無文

口径   Oい わゆる受甲状口縁
106～1561 で、丸 く屈曲する日

縁部は屈折し、外反
して立ち上がる。端
部は、やや外方に引
き出し平 坦 に 収 め
る。土 1甕

E072
茫

E074

は
日
て
り
に
め

部

しヽ
が
方
収

頸
し
な
上
外
に

Ｏ 曲
を
ち
く
坦

蜘韓韓陣増

縁ヽ
外

引ヽ

ナ
　
ハ

横
　
面

共
　
外

面
　
部
デ
デ

外

体
ナ
ナ

内
　
び
後
面

部
整
及
整
内

縁
調
部
調
部

日
デ

市
寡
ヶ

体

Ｏ

　

Ｏ

　

Ｏ
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器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

甕

E076

口径 172 O頸部は、九くゆるや
かに屈曲、日縁部立
ち上がりは、外面に
甘い稜をなし、外反
してのびる。

O端部を強く外方に引
き出し、平坦に収め
る6

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

O顕部外面ハケ調整
○頸部内部指押え及び
ナデ

色調 淡 裾 色
胎土 細砂含有
焼成 良  好

上 層

AV
E077

1

E079

口径
16 0-17 0

°吾繊呈ほ聖祭箸蕪赤
面に稜をなす。口縁

離銚と毯好旅千男だ
騨戸鶴諫鍵隔写残盈
伝弩協急ごち〕

く収
(E077)

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

〇頸部外面ハケ調整
O頸部内面指押え及び
ナデ

調
土
成

色
胎
焼

淡 褐 色
細砂含有
やや不良

生Ⅶ E080

口径 122 を
が
ほ
く
収

状
上

かヽ
く

口
ち
く
短
丸

受
立
甘
に
を

ヽ

はヽ
味
部

は
が
稜
気
端

部
る
の
湾

ヽ
ｏ

縁
す
部
内
び
る

口
呈
り
ば
の
め

Ｏ ナ
　
　
Ａア

横

整
ナ

土
ハ　
調
び

面
　
ケ
及

外
　
ハ
え

内
　
面
押

部
整
外
指

縁
調
部
面

ロ
デ
体
内

Ｏ
　
Ｏ
Ｏ

色
有
良

褐
塘
部

淡
細
や

調
土
成

色
胎
焼

上  層

BI
E081

E082

口径 O丸味のある「 くJ字
形に屈曲する頸部よ
り口縁は、外上方に
のびあがり、端部を
内側に肥厚させる。
上端はやや内傾する
が丸味を有する。

O日 縁部内外面共横ナ
デ調整

O体部内面ヘラケズ リ
を行なう

着
色
好
好

ス付
褐

ス
淡
良
良

調
俳
鵠
生
成

色
　
　
胎
焼

上 層

E083
底径  26 〇九味のある平底を呈

し、中央がやや凹む。
O体部は、内湾気味に
斜上方にのびる。

○外面叩き調整
○内面指押え

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

上 層

CI
Ｅ

Ｅ

日径 124 〇「 くJ字形に外反し
てのびる口縁部で端
部を九く収める。

○日縁部内外面共横ナ
デ調整

色
好
良

褐
　
都

淡
良
や

調
土
成

色
胎
焼

霊

E086
底径  50 O安定した平 底 を 呈

し、体部は直線的に
斜上方にのびる。

O内面指押え 色
好
好

褐淡
良
史

調
生
成

色
胎
焼

E087

E088

底イと 53
48

O底部は、上げ底を呈
し、屈曲して体部に
続 く。

市四
ハ
Ｅ
　
Ｅ

内

に
く

く

状ヽ
す
　
＞た

ノ、ヶ調整蝉蜘　帥

面
は
調
の
外
０

外
に
ケ
０８
内
０８

０
　
　
　
　
０

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E089
底径  44 〇突出気味の小さな平

底を呈し、屈曲して
体部へと続く。

O内外面共ハケ調整 色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

小

型

丸

底

壷

A E090

O口 縁部は、内浴気味
に外上方に大きく開
き、頸部は「 くJ字
状に屈曲して、張り
の小さい扁平な球状
の体部へ続く。

O口 径は、体部最大腹
径を凌駕する。

O回 縁部内外両共横ナ
デ調整

O体部内面横方向にハ
ケ状具を細かく移動
させ調整を行なう

色調
胎土
焼成

色
有
好

禍
塘

淡
細
良

B E091

径
高

口
器

80
91

○口縁部は、内湾気味
に外上方に開き、端
部を丸く収める。

O頸部は、「 くJ字形

〇口縁部内外面共横ナ
デ調整

O体部外面上半指ナデ
を行なう

色
好
好

褐赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼
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器種 器・ 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

に屈曲し、球状の体
部に続く。底部は丸
底。

○体部外面下半ヘラケ
ズリ

O体部内面指ナデ (上
→下)

○内面局部に粘土組接
合痕残存

高

必

生 I

E092

E093

日径  172
16 8

O口 縁部が直線的に外
上方にのびあがり端
部を丸く収める。

O外部の日縁部と底部
は、稜によつて分け
られるもの。

〇内外面共横ナデ調整
(E092)

〇内外面共ハケ調整後
横ナデを行なう (E
093)

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E094

口径 6 °皆矮黎腰ヤ遭穀謁た
外上方にのび、端部
は外反して丸く収め
る。

O郭部の日縁部と底部
は、稜によつて分け
られるもの。

○磨滅が著しく調整不
明

色調
胎土

焼成

色

硼
粒

良

禍

々２
ω

有

暗
１
大
含
不

C E095

口径 124
底径  52

O小型の高邸で、然部
口縁部はやや内湾し
ながら上方にのび、
端部を丸く収める。
日縁部と底部は、稜
により明瞭に分けら
″しる。

O脚部は、ゆるやかに

ξ伝せ、憲播 亀俗
の円孔を穿つ。

○郭部外面細いハケ調
整後ナデ、さらにヘ
ラミガキを加える

O杯底部ヘラケズリ
○脚部外面横方向のハ
ケ調整

O外部内面ヘラミガキ
脚部内面指押え及び
ナデ、下半にヘラケ
ズリを施す

色調(外)黒 色
(内 )赤褐色

胎土 細砂少量
含有

焼成 良  好

上 層

D E096

口径  142 界
部
し
を

境
底
湾
部

の
の
内
端

部
底
は
り

ｏ

底
丸
部
が
る

・

縁ヽ
あ
め

部
く
口
び
収

臨
雌
勲
ｐ
ポ

〇 ○内外面共横ナデ調整 色
好
好

褐赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E097

E098

○比較的背の低い太身
の脚柱部で、「ハ」

憲拌角葬C専爵写羅
部を有するもの。

O内外面共指ジデ及び
子旨↓甲え

色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

上 層

E099

E100

°尋悸餡係霧占響億習
て開く裾部。

え
上
ば

離
抑
韓

くＥ・ｏ・≫ゃし
「

面
面
面
痕
目

外
内
内
げ
り

Ｏ
Ｏ
Ｏ

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E101

E102

底径  88
91
°
争手宮車撥:
す。

O端部を丸く収める。

O外面縦方向のハケ調
整、内面にしばり目
残存 (E101)

〇裾部内外面に指押え

色
好
好

褐淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

E103
1

Elll

°
亡雫穣禽注鼻率令岳
折して広がる裾部が
付く。

〇外面磨滅が著しく調
整不明°
忌渫缶居}i歩 謡盤
痕、おそらくヘラナ
デまたは指ナデを加
えるものであろう

〇内面指押 え及 び ナ
デ、しばり目残存の
ものあり

色
好
好

裾淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

下 層
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器種 器 形 図版番号 法 量 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

器

台

C El12
°
老干鍮蔀股み鵬程
て面をなす。

O内外面共指押え及び
ナデ

色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

El13

底径  9.6 °
鋲傘!轟餘修巽(隈
める。

03個の円孔を穿つ。

O内外面にハケ調整痕
が残存 しており、ハ

ケ調整後に、ナデを
行なつた と思 わ れ
る

色
好
好

裾淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

T-10 SD21 出土土器

器種 器 形 図版番号 法 量 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

甕

AI
El14

t

E120

口径
11 6～ 19,S 曲ヽ

し
部
し
や
も
　
い

受
頸
し
て
は
平
や
あ
あ
体

Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

〇口縁部内外面共横ナ

O昼
要吾露燕努胃諸養

差させ て い る (E

O歩ま塞界は&甲籍縫
〇鉄崇露魚面に指押え

色
有
好

褐
防

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

E121

口径  9,1 O頸部は、ゆるく屈曲
し、日縁部は短かく
外反気味に立ち上が
り端部をわずかに引
き出し丸く収める。

ナ
　
び
　
び
ケ

横
　
及
　
及

ハ

共
　

えゝ
　
え
又

面

押

押

ｏ

研
　
離
勝
酷
勝
射

部
整
外
を
内
を
を

縁
調
部
デ
部
デ
痕

ロ
デ
体
ナ
体
ナ
ロ

Ｏ

　

Ｏ

　

Ｏ

AⅣ
E122

E123

口径 19.9
13 3

°
尋駿t箸こ督採盈患
又は、直立して立ち
上がる。

O端部は、外方に強 く
引き出し平坦に収め
る。

O日 縁部内外面共横ナ
デ調整

8藤課媒冨貨ヴ桑整、
内面にナ デを行 な
う

色
有
好

裾
防

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

E 123
下 層

AⅧ E124

O口 縁部は、受口状を

テ蔵客でi滋恐☆俗
気味に短かくのび、
端部を丸く収める。

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

BI
E125

1

E128

口径
12 2-17 0

O頸部は、「 く」字形
に屈曲、日縁部は、
外反して直線的にの
びるもの(E130)と、
やや内湾気味にのび
るものがある。

8A譜
lξ軍i姓姜雪警

(E131)。

○口縁部内外面共横ナ
デ調整

O日縁部外面斜方向の
ハケ調整 (E130)

O体部内面ヘラケズリ
後ナ デを施す (E
131)

色
有
好

裾
防

淡
細
良

調
生
成

色
胎
焼

BI

E129

口径 lS 6 し

さヽ
面

頼
紳い
指

に
縁
側
傾

形
口
内
内

字
る
　
しヽ

ｏ

ｕ
び
は
厚
す

く
の
部
肥
な

Ｆ
て
端
く
を

Ｏ O口 縁部外面横ナデ調

O警縁部内面横方向の
ハケ調整

○頸部外面にハケロ痕
を残す

色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E130
口部 17.8 0「 く」字形に外反し

てのびる日縁部で、
端部は、内側に肥厚
し、大きく内傾する。

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
院

上 層
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器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

甕

C E131

口径 に
外

みヽ
な
　
の

形
は
び
ま
を
　
り

ｏ

字
部
の
つ
面
　
張
す

Ｊ
縁
に
に
る
　
や
呈

く
日
方
方
す
　
や
を

Ｆ

上ヽ
上
傾

　

状ヽ

は
し
て
は
外
　
は
球

部
曲
し
部
し

ｏ部
る

頸
屈
反
端
出
す
体
あ

Ｏ
　
　
　
　
　
　
Ｏ

○口縁部内外面共横ナ
デ調整

O体部外面細目のハケ
調整

○体部内面ヘラケズリ
後頸部付近にナデを
行なう

色
着
好
好

褐
ス付

茶
ス
良
良

調
俳
土
成

色
　
胎
焼

砂 層

D E132

口径 に
曲
湾
くいつて屈部ャま、外腫

もヽ
縁
び

ｏ

は
を
日
の
る

部
味

てヽ
め

頸
丸
し
し
収

○ O口 縁部外面横ナデ調
整

〇日縁部内面ハケ調整
後横ナデを行なう

O体部外面ハケ調整

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E133
底径  40 ○安定した平底の底部

で体部は、斜上方に
のびる。

O外面叩き調整 を施
す

O内面指押え

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

Eユ
底径  28 Oやや突出気味で、中

央が凹む丸味のある
底部。

O外面叩き調整 を施
す

0内面指押え及びナデ

色
有
好

褐
合

茶
粒

淡
砂
良

調
生
成

色
胎
焼

霊

AI E135

縁
帯
な
　
一二
ら

の重、口岬攀　に、断面脚

縁
の
出
　
面
凸

口
部
突
　
外
の

重
折
に

ｏ部
形

ｏ

二
屈
状
す
頸
角
す

Ｏ
　
　
　
　
Ｏ

〇口縁部内外面共横ナ
デ調整

色
有
好

褐
含

赤
砂

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

E136

○ほば球状の体部をな
し、丸味の底部を有
す。

デ
痕

ナ
合

び
接

及
紐

え
土

デ
押
粘

ナ
指
に

面
面
面
存

外
内
内
残

〇
〇
〇

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

小
型
丸
底
壷

B E137

口径  72 ○「 く」字形に短かく
外反してのびる口縁
部で、端部を丸く収
める。

O球状で丸底の体部を
付すと思われる。

O口縁部内外面共横ナ
デ調整

色調 淡 褐 色
胎土 良  好
焼成 良  好

一局

芥

AI
E138

E139

外ヽ
を
　
部
け

で
に
部
　
底
分

部
的
端
　
と
て

外
線

ヽ
ｏ部

つ

い
直
び
る
縁
よ

浅
は
の
め
日
に

ｏ

的
部
に
収
の
稜
る

較
縁
方
く
部

れヽ

比
口
上
丸
不
は
ら

Ｏ
　
　
　
　
Ｏ

O外内面共指押え及び
ナデ

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

BI E140

○大型の外部で、日縁
部は、ゆるやかに外
上方にのび端部は、
さらに外反して丸く
収める。

O外部の口縁部と底部
は、稜により明瞭に
分けられる。

〇外部内外面共指押え
及びナデ

色
有
好

褐
防

淡
細
良

調
生
成

色
胎
焼

D E141

口径 140 O口 縁部と底部の境界
はなく、丸底の底部
より口縁部はゆるや
かに内湾してのび、
端部を丸く収める。

〇外部内外面共ナデ 色
好
好

格茶淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E142

Oゆ るやかに「ハ」字
状に開く比較的低い
脚部。

O丸底の外部が付くと
思われる。

O内外面共指押え及び
ナデ

色
有
良

褐
蜂
都

淡
細
や

調
生
成

色
胎
焼
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器 形 図版番号 法 量 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

高

然

E143
1

E151

小
し
付の開きの鋤ゆ

れ
柱
る

く
脚
が

が
な
広

ｏ

中
さ
て
く

Ｏ 0磨滅しており調整は

議尾劣喬みデ李t笹たヘラナデを施して
0潟岳藉鍮 ナ
至趣祟g盈鰈び粘

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E152
1

E154

O大きく「ハ」字状に
開く脚柱部、屈折し
て開く裾部が付く。

O脚部上方に 3個の円
孔を穿つ。

び
面
行
　
残

及
外
を
　
を

え
の
キ
　
ロ

脚
０・５２り　向

共
Ｅ
ラ
　
し

面

ヽ
へ
　
に

外
デ

うヽ
面

内
ナ
は
な
内
す

〇
　
　
　
　
〇

色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E155
底径  47 O細身で開きの弱い脚

部。
O端部を丸く収める。

O筵
栗縞滅

しており調
O内面指押 え及 び ナ
デ、ヘラ先痕を残す

色
好
好

裾淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

E156

E1517

O細身で、筒状の脚柱
部。

O屈折して開く裾部が
付くと思われる。

施
　
ナ舜　櫛憐

ラ
　
押
ば

へ
　
指
し

面
　
面

ヽ

外
す
内
デ

Ｏ
　
Ｏ

色
好
好

褐淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

器

台

A
E158

E159

口宿豊 9,S 『
時

れ
、 口縁 部

力ヽく外反して
蝉

。 中
く脚部

。中

口
甘
ら
短

るヽ
や
開
に

ｏ

部

けヽ

びヽ
め
る
に
部
つ

受
は
分
は
の
収
ゆ
状
脚
穿

Ｏ

　
　
　

　
　
　

Ｏ

　

Ｏ

O外部内外面共横ナデ
調整

O外面 ヘ ラ ナ デ (E
158)

色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E160

口径 〇小型の器台と考えら
れるもので、受部は
小さく皿状を呈し、

響潔雪。
ハ」字状に

0手づくね
0外面ヘラナデ
O内面指押え及びナデ

色
有
好

裾
塘

淡
細
良

調
生
成

色
胎
焼

T-13 SD22 出土土器

器 形 図版番号 法 量 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

上

師

器

甕

AI E161

口径  120 °警薮爺恐Ⅲ屋票ヤ床
反して立ち上がる受

Og書こ星毛鼻島静融
る。

O内外面共横ナデ調整 色調
胎上
焼成

色
好
好

褐淡
良
良

生蜀 E162

口径 16.4 O頸部は、九味をもつ
て屈曲し、 口縁部
は、外反して立ち上
がる。

O端部は強く外方に引
き出し平坦な面をな
す。

O内外面共横ナデ調整 調
土
成

色
胎
焼

淡 裾 色
細砂含有
やや不良

T-13 SD24 出土土器

器 形 図版番号 法 三塁 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

甕 BI E163 口径  165 O「 く」字形に外反し
てのびる日縁部で、

O内外面共横ナデ調整 色調 淡 褐 色
胎上 良  好
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器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

厚
な

肥
を

に
面

側
る

内
す傾ヽ

は
内

部

ヽ
ｏ

端
し
す

焼成 良  好

笠 I E164

口径  77 O直線的に斜上方にの
びる日縁部で、端部
を丸く収める。

○口縁部外面綻方向の
ハケ調整痕をとどめ
る

O口 縁部内面磨戒して
おり調整不明

調
土
成

色
胎
焼

淡 褐 色
細砂含有
やや不良

杯

口 165

口径 179 O日縁部が、大きく斜
上方に開く外部で、
底部との境 界 は不
明。

O端部を丸く収める。

O外面指押え及びナデ
O内面ハケ調整後ナデ
を行なう

色
色
有
軟

榊
麟
鰺
管

調
　
土
成

色
　
胎
焼

E E166
口径  76 〇高芥の外部と考えら

般坑辞艦 評
O内外面共横ナデ調整 色

色
好
好

灰
褐

暗
赤

灼
め
良
良

調
　
土
成

色
　
胎
焼

E167

E168

底径 110
11 9

Oやや中がくれの開き
の弱い脚柱部に屈折
して広がる裾部が付
く。

O裾端部を丸 く収 め
る。

裾
デ
な
　
脚
ば
合

面ナデ
、”

釣
　

横ナデ
、

にｔょ
、

し
麟

境

外
指
調
　
面
面
び
ど

部
面
ケ
　
内
内
及
と

柱
外

ハ
　
部
部
目
を

脚
部
後
う
裾
柱
り
痕

Ｏ
　
　
　
　
Ｏ

色
好
好

褐赤
良
良

調
土
成

色
胎
焼

T-15 包含層出土土器

暑種 器 形 図版番号 法 且二 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

上

師

器

甕 AI E169

口径  137 O頸部は屈曲し、水平
にのび口縁部は短か
く外反してのびる。
端部をわずかに引き
出し平坦に収める。

〇内外面共横ナデ調整 色
有
好

褐
含

灰
砂

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

霊 BI
E170

E171

口径  206
24 1

形
部
て
か

ｏ

牛臨使翡嚇
蛸屈曲し、黎きヽ端部蜘

頸
に
は
開
に

Ｏ 整
整
す

調
調
残

一ア
デ
を

ナ
ナ
痕

横
横
整

面
面
調

外
内
ケ

Ｏ

Ｏ

色
有
好

裾
防

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

T-15 SD25 出土土器

器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

奏

へⅡ
E172

1

E183

日径
11 7-15 9

〇頸部は、丸 く屈 曲
し、日縁部は、短か
く外反して立ち上が
り、端部をわずかに
引き出す。

○端部は、ほとんど平
坦に収めているが、
やや凹気味(E182、
E183)に収めている
ものや丸く収めてい
るものもある。

O磨滅が著しく調整は
詳細ではないが、日
縁部内外面は、横ナ
デを行っていると思
われる

O体部外面にハケ調整
を施す

色
有
好

裾
防

淡
細
良

調
生
成

色
胎
焼

生W
E184

茫
E186

つ
日
か
部
坦

も

短ヽ
端
平

を
し
て

ｏし

味
曲
し
る
出

丸
屈
反
が
き

ｏ

くヽ
外
上
引
る

は
る
は
ち
く
め

部
ゆ
部
立
強
収

頸
て
縁
く
を
に

Ｏ O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

色
有
好

褐
塘

淡
細
良

調
生
成

色
胎
焼
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器種 器 形 図版番号 法 二塁 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

甕

生Ⅷ
E187

1

E190

口径
13.9-19 3

O一応受口状を呈する

ぞヽ「軍繁摯膨た霧甜
後、中位 に段 をな
し、外反して立ち上
がるもので、立ち上
がりの度合いは、非

O岳
与E博警宰色卍晟

める。

0日 縁部内外面共横ナ
デ調整

〇体部内面ヘラケズリ
(E187)

色調 淡 褐 色
胎土 細砂含有
焼成 良  好

BI E191

口径 15.5 す
て

めヽ柳卵叫］

Ｊ
部

ｏを

Ⅸ
額麒
棚
る。

Ｏ O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

O体部外面ヘラケズリ
〇頸部内面指ナデ

色調 淡赤裾色
胎土 良  好
焼成 良  好

BI E192

°
f晶支者鞣錦仕暴綜
を内側に肥厚し丸味
をもつてわずかに内
傾する。

O内外面共磨滅が著し
く調整不明

色調
胎土
焼成

色
有
良

褐掟
都

淡
細
や

E193
1

D195

日径
13 S-15 8

O外反して開く口縁部
で、中位がややふく
らむ。

O端部は、内側に肥厚
し、上端を平坦に収
めるものとやや内傾
するものがある。

O日 縁部内外面共横ナ
デ調整。E193は外
面に、縦方向のヘラ
ミガキを加える

0頸部外面に指ナデ及
び強いナデを行なう

色調 淡 裾 色
胎土 細砂含有
焼成 良  好

BI

O肩の張らない球形の
体部を有すと思われ
る。

○体部外面ハケ調整、

寮勇基冒深鍮鶴歯盆
はヘラケズ リを施す
(E194)

E196
t

E198

口径

15,7-15.8
°
f晶支雷鞣鯨雀仔羊
○七争民g負オ」争憩:亭

る。

O日 縁部内外面共横ナ
デ調整

O体部外面ハケ調整
O体部内面ヘラケズリ

調
土

色
胎

色

ｍ
粒

好

裾

々２
効

有

淡
１
大
含
良焼成

D E199

口径  15,0 す
湾
部
め

帥嘲聴畑

形
り
く
を

字
よ
開
部

Ｊ
部
に
端

く
頸
味

ヽ
ｏ

Ｆ
る
気
で
る

Ｏ O内外面共磨滅が著し
く調整不明

色
好
好

褐淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

霊

AI E200

口
大
開
に
気
屈
い

４帷類
イよヽ上方拗勘脚
ｏ

臨
」癬棚
Ⅸ陣
ヤよ、け

重
脚ま
く。麟難
用雄

Ｏ O内外面共磨滅が著し
く調整不明

色
有
軟

褐
備
や

淡
細
や

調
土
成

色
胎
焼

BI B201

口径 150 縁
め
　
球
思

脚翔　哄挫

て
部
　
曲
部

ｏ

し
端
　
屈
体
る

反

ヽ
ｏ部
の
れ

外
部
る
頸
形
わ

Ｏ

　

　

Ｏ

〇日縁部外面指押え、
ハケ調整後ナデを行
なう

O口縁部内面横ナデ調
整

色
の
有
軟

褐献
緒
や

淡
１
砂
や

調
生
　
成

色
胎
　
焼

G E202

口径 215 が
縁
し
　
ず

部
口
反

。わ

頸

内ヽ
る
に

の
れ
し
び
側

き
わ
折
の
内

開
思
屈
に

ヽ

外
と

方ヽ
は

い
く
は
上
部

太
付
部
て
端

Ｏ
　
　
　
　
Ｏ

8日綴載織召痕ψデ調
整

色
色

剛
粒

褐
　
２
砂

赤
黒

ド
の
有

わ
め
１
大
含

調
　
土

色
　
胎
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器種 器 形 図版番号 法 三塁 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

霊

かに肥厚し、内傾す
る面をなす。

O口 縁屈折部は、外面
と凸帯状に突出して
段をなす。

焼成 良  好

E203

E204

底径
S 3～55

O中央部がわずかに凹
む上げ底を呈し、体
部は、屈曲して斜上
方にのびる。

デ

ケ

ジヽ

ナ

ハ
０４

び

ヽ
０２

及
え
Ｅ

え
押
く

押
指
存

指
　
残

画
面
痕

外
内
目

Ｏ
Ｏ

色
有
好

褐
脩

淡
砂
良

調
土
成

色
胎
焼

E205
底径  56 ○不安定な平 底 を呈

す。
○磨滅著しく調整不明 色

色
有
好

裾
含

黒
淡
砂

灼
め
細
良

調
　
生
成

色
　
胎
焼

小

型

丸

底

壷

A E206

口径 約10 口
や
と

く
や
く

開
く
付

に
さ
が

方
小
部

ｏ

外

体ヽ
る

く
で
な
れ

き
部
平
わ

大
縁
扁
思

Ｏ O頸部外面に、ハケロ
痕をわずかに残す。
口縁部内外面共細い
ヘラミガキを施す。

O体部外面にヘラミガ
キ、内面ナデ

色
好
好

褐赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

B
E207

遭
E209

口径  99 〇小さな球形の体部よ
り、「 く」字形に弱
く屈曲して 日縁部
は、外上 方 に のび
る。

O端部は、尖り気味に
丸く収める。

〇日縁部内外面共横ナ
デ調整

〇体部外面、ナデ及び
子旨‡甲え

O体部内面指押え及び
ナデ後ヘラナデを行
なう

色調
胎上

色

剛
砂

好

褐
″２卿
有

淡
１
大
含
良焼成

鉢

（底
部
）

E210

E211

底径  45
42

○高台状の底部で、上
げ底を呈す。

ツ
付
指
　
ズ

ナ
リ
面
　
ケ
存

ド一
掛
跡
賜

ヘラ
鰺

に
組
及
り

先ヽ

面
上
面
よ
面
ラ

外
粘
側
に
内

ヘ

部
の

ヽ
た
部

ヽ

底
状
け
押
底
リ

Ｏ
　
　
　
　
Ｏ

古
画

外

Ａ
ょ E212

口径 270 O高必の外部で、口縁
部は、大きく外反し
てのび端部は面をつ
くる。

O口 縁部外 面 積 ナ デ
後、縦方向のヘラミ
ガキを加える

0口 縁部内面積方向の
ヘラミガキ

色
好
好

褐淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

BI
E213

E214

口径 176
179

O比較的深い外部で、
底部・口縁部境界は
やや甘い稜 をな し
て、口縁部は、直線
的に外上 方 に のび
る。

O端部を丸く収める。

○内外面共横ナデ調整
(E0213)

〇端部内外面に横ナデ
調整、日縁部内外面
縦方向のヘラ ミガキ
(E214)

色調

胎土
焼成

色
の
色
Ｏ
好
好

褐
２
褐
２

赤
ω
淡
ω
良
良

E215

○比較的背の高い脚部
で、付根よりゆるや
かに漏斗状に開く。
屈折して広がる裾部
が付くと思われる。

O外面磨滅しており調
整不明

○内面にしばり目残存

色調 赤 褐 色
胎土 細砂含有
焼成 不  良

E216
1

E225

底径
9 7～ 12 8

や

ｏは
部

や
部
部
端

柱ヽ
裾
り

ｏ

い
脚

がヽ
る

さ
の
り
広
め

小
れ
よ
て
収

の
く
部
し
く

き
が
柱
折
丸

開
中
脚
届
を

Ｏ

　

Ｏ

」
？
フ
の
　

ナ

中
め

方向にへ
い
　
抑
憐

滅
明
縦
を
　
押
ば

磨
不

りヽ
い
指
し

面
整
が
ズ
多
面

ヽ

外
調
る
ケ
が
内
デ

Ｏ
　
　
　
　
　
Ｏ

色調 淡赤褐色
又は淡褐
色
細砂含有
良  好

生
成

胎
焼

E226
1

E232

脚
広
思

い
て
と

弱
し
く

の
折
付

き
屈
が

開

部ヽ

ｏ

の
で
裾
る

身
部
る
れ

細
柱
が
わ

Ｏ Oほ とんど外面に縦方
向のヘラケズリを行
なうが、横方向の細
いヘラミガキを重ね
るもの もあ る (E
226、 E227)

色調 淡赤褐色
又は淡褐
色
細砂含有
良  好

胎土
焼成
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器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

上

師

器

O E 232の 外面は、ハ
ケ調整を行なう

0内面指押 え及び ナ
デ、しばり目残存

器

台

C E233

口径  100 °
努薄集

g弩
餡ζα鶏

部を上方に拡張し、
外側に面をなす。

お
る
デ
思

て
あ
ナ
と

し
で
横
る

滅
明

ヽ
い

磨
不
は
て

共
は
部

つ

面
整
杯
な
る

外
調

行ヽ
れ

内
り
が
を
わ

Ｏ 色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

B E234

口径  94

叫蜘山をもっする。収める。

騨のび、動韓択

部
に

やヽ
部

受
方
は
て
端

〇
　
　
　
　
〇

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

O体部外面指ナデ

色
好
好

褐赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E235
茫

E237

口径 °
察2畠ぞ岳甑傘!轟
部を丸く収める。

O脚部外面細いヘラミ
ガキを 重 ね る (E
236)

O脚部内面指押え及び
ナデ

調
　
　
土
成

色
　
　
胎
焼

淡累雅色
(E237)
良  好
良  好

土
　
錘

E238
径  23
器高  18

Oほば、球形を呈す。
中央部に径 0,7Cmの
円孔を貫く。

〇手づ くね
O指押え

色
好
好

禍淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

T-15 SD26 出土土器

器 形 図版番号 法 重皇 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

上

師

器

甕 E239
底径  35 0上げ底の底部。 O外面ハケ調整 色

好
好

裾茶暗
良
良

調
土
成

色
胎
焼

壷 E240'
口径 114 O外反 して開く口縁部

で、端部を丸 く収め
る。

O内外面共磨滅のため
調整不明

色調 淡赤褐色
胎土 細砂含有
焼成 不  良

底
　
士霊

卜

Ｊ
〓

Ｌ

E241
○ほぼ球形の体部で、
丸底を塁す。

色
好
好

褐赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

高
　
外

E242
字
屈
が

Ｊ

ｏ部

ｏ

ハ
部
裾
る

Ｆ
柱
る
れ

に
脚
が
わ

か
く
広
思

や
開
て
と

る
に
し
く

ゆ
状
折
付

Ｏ O外面ハケ調整
〇内面指押 え及び ナ
デ、しばり目残存

色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

T-15 SD27 出土土器

器 形 図版番号 法 旦塁 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

百
式
上
師
果

笠 E243
底径  50 °

セ下徐錦た霜堅%是
大きく開く。

O内外面共ナデ 色調
〔界珠 籍色

胎土 細砂含有
焼成 や や 軟

T-15 SD28 出土土器

器 形 図版番号 法 二
重 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

弥
生
土
器

一島
　
　
外

A E244

口径  326 O芥底部は、丸底気味
に、大きく開き、日

量勢燈ぁ懇f嘉覇磐
丸く収める。

O内外面共磨滅が著し
く調整不切

色
有
好

裾
防

淡
細
良

調
土
成

色
胎
院
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器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

弥

生

土

器

高

　

芥

°
簗腰V畠晨矮談紀誓
ってわけられる。

E245
口径 282 口

斜
は

芥
に
部

∝

的ヽ
端
す

で
線

なヽ

部
直
び
を

外

ヽ
の
面

の
は
に
と

外
部
方
面

高
縁
上
外

Ｏ O外面細いヘラミガキ
を重ねる

O内面ハクリ

色調 淡茶褐色
胎上 細砂含有
焼成 良  好

古

式

土

師

器

甕

生Ⅱ
E246

t

E248

口径
14.9-17 5

°誓激覇恐Ⅲ界農ヒモ
。籍鮮燐難外
憲托殿尋尊脂法蚤操
に収める。

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

O体部外面ハケ調整
O体部内面指押え及び
ナデ

調
土
成

色
胎
焼

淡 裾 色
細砂含有
良  好

Wゝ E249

口径 °
母髯貴箕翼どど岳≧
がる。日縁立ち上が

。鳥課|と#盗 界々芳た
引き出し平坦に収め
る。

O内外面共横ナデ調整 色
有
好

裾
塘

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

E250

E251

底径  3.5
36

0底部は、わずかに上
げ底を呈す。

O外面ハケ調整 色
有
好

裾
掟

淡
細
良

調
生
成

色
胎
焼

T-15 SD29 出土土器

器種 器 形 図版番号 法 ユ鼻 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

甕

生Ⅱ

E252

E253

口径 142
15 0

°
でコ皆縁察盈Ⅲ界農
して立ち上が る。°
彗堅写考竜弓争争参
る (E0253)。

O内外面共横ナデ調整
O E 253は 、内面にハ
ケロ痕残存

色調 淡 褐 色
胎± l mm大の

砂含有
焼成 長  好

生Ⅱ

E254
1

E258

口径
12 8-17 5

°
覇祗下界農ヒモ是禁
。こまヱ査壱亀認意P

0内外面共横ナデ調整 色
有
好

褐防
淡
細
良

調
生
成

色
胎
焼

E259
1

E266

口径
10 6-15 6

縁
気
端
出

ｏ

曲後
、 日
櫛
躯
輯
』

屈
短
ち
方
坦

で

立ヽ
外
平

部
は
に
を

ヽ

頸
部
味
部
し

Ｏ O内外面共横ナデ調整 色
有
好

裾
陸

淡
細
良

調
生
成

色
胎
焼

生W
E267

1

E276

口径
11 5-16 8

Ｏ
　
　
　
　
Ｏ
　
　
　
　
Ｏ

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

O体部外面ハケ調整

色
有
好

褐
防

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

▼
Ｖ

E277
1

E279

口径
17.2-18.0

°
で干管濠累I殿
気味に立ち上がる。

O端部を強く外方に引

O日 縁部内外面共横ナ
デ調整

8篠覇偽署驀無翌箋び

色
有
好

褐
掟

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼
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器種 器 形 図版番号 法 量 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

き出し、外傾する面
をなす。

O球状の体部を有すと
思われる。

ナ デ

生Ⅵ E280

口径  139 O頸部は、小さく屈曲

姜蛛足矮訳筆立9蛋
がる。

O端部を丸 く収める。

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

甕

生Ⅵ

E281
卍

E284

口径
10 4-14 3

に

ちヽ
上
非
を
　
方
に

朝
縦
嘘
携

イま
、嘘
　
醐
秘

Ｊ
縁
味
縁
折
鈍

ｏか

ヽ

く
口
気
口
屈

るヽ
ず
し

Ｆ

反ヽ

ｏ
の
く
い
わ
出

ｏ

は
し
外
る
部
弱
て
を
き
る

部
曲
や
が
り
に
し
部
引
め

頸
屈
や
上
が
常
な
端
に
収

Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

O旱
繁整

内外面共横ナ 色
有
好

褐
防

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

BI
E285

E286

口径 160
16 8

〇外反してのびる日縁
部で、中位でややふ
くらむ。

○端部は、内側に丸味
をもつて肥厚し、や
や内傾する。

〇口縁部内外面共横ナ
デ調整

O E 285の 内面にハケ
目痕が認められる

色調
胎土

焼成

色
の
右
好

裾賦縮

淡
１
砂
良

E287

E288

底径  28
29

〇底部は、上げ底を呈
し、体部は、内湾気
味に外上 方 に のび
る。

O外面ハケ調整
O内面指押え

色調

胎土

焼成

色
ス
　
血
粒

好

褐
面ス
着

々２
勒
有

淡
外
付
１
大
含
良

E289
底径  24 O小さな平底の底部。 O内外面共ハケ調整 色調 暗灰褐色

胎土 良  好
焼成 良  好

一笙

E290

口径  292 O二重口縁の重、日縁
屈折部の外側は凸帯
状に突出して段をな
し、内面は、明瞭な
稜線によつて画され
る。

O日縁部は、直線的に
斜上方にのび、端部
を丸く収める。

横
をヽ

キ
後
ガ
　
キ

整
ミ
　
ガ

調
ラ
　

ミヽ

ケ

ヘ
　
ｏ
ラ

ハ
の
る

ヘ

面
向
え
面

外
方
加
内

〇
　
　
〇

色
好
好

褐赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E291
1

E293

日径
19,5-22 0

O二重口縁を呈し、日
縁屈折部は、九味の
ある鈍い稜をなす。
日縁部は、外湾して
のび端部を丸く収め
る。

〇内外面共ハクリ 色
有
好

褐
含

赤
砂

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

BI
E294

E295

回径 178
20 5

○口頸部は、直線的に
外上方にのび、端部
を丸く収める。

○内外面共磨滅が著 し
く調整不分男である
が、横ナデ調整を行
なつていると思われ
る

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

BI
E296

E297

口径 141
12 0

O口頸部は、外湾して
開き、端部を上下に
わずか拡張し、外側
と面をなす。

〇内外面共横ナデ調整
O E 255の 頸部内面に
ハ打調整が認められ
る

色
好
好

裾淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

E298
底径  49 O平底の底部 〇外面指押え 調

生
成

色
胎
焼

淡 掘 色
砂粒含有
良  好
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器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

甕
E299

1

E302

底径
3 7-5 2

○わずかに上げ底を呈
し、体部は屈曲して
外上方にのびる。

○内外面共ハケ調整を
施すものがある (E
301、 E302)が 、他
は、指押え及びナデ
を行なう

色調 淡褐色又
は淡赤褐
色
細砂含有
良  好

生
成

胎
焼

小

型

丸

底

壷

A E303

口径
器高
腹径

°
具繁茫妹と嘉高β源
び、端部を丸 く収め
る。°奪訂告甚律F甚屋蒼
凌駕する。

ナ
　
後

横

整

共
　
調

面
　
ケ
　
デ

外
　
ハ
　
ナ

内
　
面
　
面

部
整
外
　
内

縁
調
部
デ
部

ロ
デ
体
ナ
体

○
　
○
　
○

色
好
好

裾淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

B

E304

口径  80 °
零訴苦し、「占琺藤語花餅兼

O暴鵠麗甲劫気味に
収める。

O内外面共横ナデ調整 色
有
好

褐
胎

淡
砂
良

調
土
成

色
胎
焼

E306
〇小さな、球状を呈す
体部で、「 く」字形に
外反して開く日縁部
を有すと思われる。

○内外面共ナデ 色
好
好

褐赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

一局

芥

(1 E306
口径  151 O高外の外部、やや内

湾気味に外上方にの
び、端部を丸く収め
る。

O内外面共横ナデ調整 色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E307

O開 きの小さい脚柱部
で、上方に 3個の円

Oを
ξ§蜃執妥算盈暑

い稜をなす。

O脚柱部外面ナデ 色
好
好

褐淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

E308
t

E311

○開きの小さい脚柱部
で中位でややふくら
む、屈折して広がる
裾部が付くと思われ
る。

ラへ
　
存

は
う
残

た
な
目

ま
行
り

デ
を
ば

ナ
リ
し

面
ズ
面

外
ケ
内

Ｏ
　
Ｏ

色調 色
赤
　
好

褐
峨
色

淡
又
裾
良胎土

E312
底径 155

くヽ
収

で
き
く

部
大
丸

裾
に
を

の
状
部

部
字
端

脚
Ｊ

ヽ
ｏ

界

ハ
き
る

一局
Ｆ
開
め

○ O外面ハケ調整後ナデ
O内面ナデ

色
好
好

褐茶淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

器

台

B E313

径
径
高

口
底
器

93
10 3
88

〇受部は、内湾気味に
斜上方に開き端部を
丸く収める。

O脚部は、ゆるやかに

「ハ」字状に開き端
部を丸く収める。

O脚部上方に 3個の円
孔を穿つ。

O外面指押え及びナデ
O外部内面指押え及び
ナデ

O脚部内面ハケ調整を
行なう

色
の
有
好

褐献
脩

淡
１
砂
良

調
土
　
成

色
胎
　
焼

T-16 包含層出土土器

器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古
式
上
師
器

甕 AI E314

口径  148 し

るヽ
す
　
め

柳ヽ屈折後”斃　畑

はヽ
て
口
　

ヽ

は
部
し
状
　
は

部
縁
反
口

ｏ部

ｏ

頸
日
外
受
る
端
る

Ｏ
　
　
　
　
　
Ｏ

○内外面共横ナデ調整 色調
胎土

焼成

色

剛
粒

好

褐

�２
勒

有

淡
１
大
含
良

I層～
3層上
面
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T-16 SD33 出土土器

器種 器 形 図版番号 法 量 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

上

師

器

甕 へⅡ E315
口径 13.8 し

短
端

山
て

ヽ
ｏ

屈
し
り
る

ポ頼
昴陣

はヽ
ち
く

は
部
立
丸

部
縁
く
を

頸
日
か
部

Ｏ O内外面共横ナデ調整 色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

重 AI E316

口径 24

静屈折部ィょ、呻反しての抑

縁
縁
弱
外
部

口
日
に
に
端

重
で、対
沸
び、る。

Ｏ O磨滅激しく調整不明 色
有
好

綿
防

暗
細
良

調
生
成

色
胎
焼

高

外 D317
O細い筒状を呈する中
実の脚柱部。

〇外面ヘラケズリ
O内面指押え及びナデ

色調
胎上
焼成

色
好
好

禍茶暗
良
良

T-16 SD34 出土土器

器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

甕

生I E318
口径 13.2 °

畳繁包笠をと長み蔦
｀

部を丸 く収める。

O口 縁部内外面横ナデ

O課祭外面ハケ調整
色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

へⅡ

E319
1

E324

口径
12 0-16.0

臨
携
妨
椛

ヽ
ま

。

てヽ
を
上
か
る

し
し
部

るヽ
め

帥加りヽ端報中畑

部
は
が
引
坦
は

頸
部
上
に
平
た

Ｏ O口 縁部内外面共横ナ

O漂露斎面にハケ調整
を施す

0体部内面指押え及び
ナデ

色
有
好

褐
擁

淡
細
良

調
土
成

色
胎
院

E325
茫

E327

口径
15 4-16 4

O 形
部
に
か
ま
面
　
い

伴臨けが平ヽ坦』
爛

Ｆヽ
し、納綿
脱朝
。脚

は
曲
直

，き
や
す
上

部
屈

びヽ
引
は
な
ち

頸
に
は
の
に
た
を
立〇

8爆鶴 磨女デ謡箋
色
有
好

褐
防

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

AⅣ
E328

1

E330

口径
10 2～ 16 6

O頸部は屈曲して水平

t毒ご控星桑予

`纂

部を強く引き出し平
坦に収める。

8爆筆界香要ケ桑霊
整 色

有
好

褐
備

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

AⅧ
E331

1

E333

口径
13 6-14 0

山
り
日
し
を

灼”【力ヽく外反柳る。

ヤまヽ臨よ
噸
班嚇

部

はヽ
部
立
く

頸
し
部
縁
て
丸

Ｏ 0内外面共横ナデ調整 色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

BI
E334

E335

口径 148
15 0

し

内ヽ
を

帷離ず力ヽに上ヽ端る。
〕弾部ｔょ、ゎ̈螂

Ｆ
て
端
側
平

Ｏ O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E336

E337

底径
3.2～3.8

°蓋ぽF舟堅勢置尚俗
してのびる。

8傑課告目;ミ ケ襄箋後
ナデを行なう

色
有
好

禍
蜂

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

AI
E338

E339

口径 182
17 5

O二重口縁で、外開き
の日縁部が中位で屈
折し外反して立ち上

O磨滅しており調整不
明

色
有
軟

褐
防
や

茶
細
や

調
土
成

色
胎
焼
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吾種 器 形 図版番号 法 旦
皇 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

器

`王

がる。
O端部を九 く収める。

E340
底径  44 〇底部は、上げ底を呈

し、体部は斜上方に
内湾してのびる。

整
整

調
調

ケ
ケ
う

ハ
ハ
な

に
に
行

面
面
を

外
内
デ

部
部
ナ

体
体
後

〇
〇

色
有
好

褐
塘

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

E341
底径  54 O底部は、わずかに上

げ底を呈し、体部は
斜上方に大 き く開
く。

O底部側面ヘラケズリ 色
好
好

黒
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E342
t

E345

底径
5 2～7 0

O平底の底部で、体部
は屈曲して斜上方に
のびる。

O内外面共指押え及び
ナデ

色
好
好

褐茶淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E346
底径  42 〇丸味のある平底の底

部で、中央がやや凹
む。体部は屈曲して
のびる。

〇内外面共指押え及び
ナデ

色
色
好

裾淡
黒

灼
的
良

調
　
土

色
　
胎

E347
〇やや突出気味の平底
の底部で、ゆるく屈
曲して球形の体部ヘ
と続く。

〇外面に指ナデ
○内面指押え及びナデ

色
好
好

褐淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

一島

不

E348

E349

O背の低い脚部で、大
きく「ハ」字状にな
だらかに開く。

O E 348の 外面にハケ
調整、内面指押え

O E 349内 外面共ナデ
及び指押え

色
好
好

褐赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E350

底径 121 O「ハ」字状に大きく
広がる脚部で、端部
を丸く収める。

OgAI部 中位に 3個の円
孔を穿つ。

O磨滅が著しく調整不
明,外面にヘラミガ
キ痕残存

O内部ナデ及び指押え

色調 淡赤褐色
胎土 細砂含有
焼成 良  好

E351
茫

D353

O付根より直線的に開

。高蔀翠経譜も個の円
孔を穿つ。

○外面磨滅が著しく調
整不明

○内面にしばり目残存

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E354
1

E356

底径  64
84

O小型の高外で、低い

露牙年ボだ議憲拌嘉
部を九く収める。

O脚部下方に 3個の円
孔を穿つ。

〇内外面共ナデ調整 色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E357

E358

O開 きの小さい直線的
にのびる脚柱部で、
屈折して広がる裾部
が付く。

〇外面ヘラケズリ後ナ
デ (E357)

O内面に指押え及びナ
デ、しばり目及び巻
上げ痕残存

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E359
1

E361

○中ぶくれの脚柱部で
屈折して開く裾部が
付く。

O外面指押え及びナデ
Oη習疑海押え、し

ぼ 色
好
好

鵜淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

E362
1

E364

〇細い筒状の脚柱部で
屈折して開く裾部が
付く。

○丸底を有する外部が
付く (E362)。

O E 364は 、中実化

O脚部外面ヘラミ
後下方に横ナデ

○内面に指押え、
り目残存

ガ キ

し,ず

色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

須
　
恵
　
器

芥
　
身

B C365

底径  80 O平底の底部で、体部
は直線的に斜上方に
のびる。

O内外面共回転ナデ調
整

色
好
好

灰淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼
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T-16 SX-2 出土土器

器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

上

自市

器

甕 AⅢ
E366

E367

口径 124
14 8

部
は
ち
か

ｏ

瀬脚
奄が
鯖

で
回
し
を
き

縁

反ヽ
部
引

日
し
外
端
に

状
曲
く
り
方

口
屈
か
が
外

受
で
短
上
に

Ｏ 〇内外面共横ナデ調整 色
有
好

褐
防

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

一働

外

BI E368

口径 178 O外底部は、ほぼ平底
を皇し、日縁部は大
きく外反して開き端
部を丸く収める。芥
底部と口縁部の境界
は明瞭な稜をなす。

O脚部は、比較的短か
くゆるやかに「ハ」
字状をな して広 が
る。

O磨滅が著しく調整は
不明

色調
胎土
焼成

淡赤褐色
良  好
や や 軟

器
　
台

B E369

口径 109 境
湾
丸

の
内
を

部
く
部

縁
丸
端

日
　
ヽ
ス
）

ｏ

と
く
び
る

部
な
の
め

底
は
て
収

外
界
し
く

０ ○内外面共指押え及び
ナデ

色調 淡 褐 色
胎土 良  好
焼成 良  好

T-17 SD35 出土土器

T-17 SD37 出土土器

T-17 S D38 出土土器

種 器  形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

上

師

器

饗

AV E370

日径  135 ①冒穣鈴恐燕民磐セ通
かく立ち上がる。日
縁部立ち上がりの度

O包
す雪畜患与鼻橿落

を呈す。

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

A IX □ 371

口径 0 °腎薮覇憲Ⅲ軍匙慾準
やふくらんで、斜上
方にのび る。端 部
は、外方に強く引き
出し、上端を平担に
収める。

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

O顕部内外面に指押え

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

器種 器 形 図版番号 法 量 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古
式
上
師
器

器

ム
申

B E372

°
議ぞ占覇控年奪高甚
気味に外上方にのび
る受部が付く。

O受部内外面共横ナデ
調整

O脚部外面ヘラケズリ

色
好
好

裾赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古
式
上
師
器

甕 AⅢ
E373

驚
E381

口径
11 2-19 7

°
でコ管繰爵鼓昇農
して短か く立ち上が
る。

O端部は、外方に引き

〇口縁部内外面共横ナ
デ調整

O体部外面ハケ調整
O体部内面指押え及び
ナデ

色
有
好

褐
廃

淡
細
良

調
生
成

色
胎
焼
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尋種 器 形 図版番号 法 二重 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

出し、上端を平坦ま
たはやや凹状に収め
る。

甕

AⅣ
E382

1

E387

口径
13 9-19 7

°寮冦燈苗をⅢ宮縁轟
は外反 して短 く立ち
上がる。

O端部は,外方に強 く

聖喜児巌単毒薔表置
収める。

〇口縁部内外面共横ナ
デ調整

○体部外面ハケ調整
〇体部内面指押え及び
ナデ

色
有
好

褐
防

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

AⅦ
E388

1

E389

口径 130
17 0

°
骨盈掃笹i喀乏妥与
のびる。日縁立ち上
がり部の度合いは非
常に甘く、弱い受口

o桑纂毒究k収める。

○口縁部内外面共横ナ
デ調整

O体部外面ハケ調整
O体部内面指押え

色
有
好

裾
胎

淡
砂
良

調
生
成

色
胎
焼

C
E390

E391

口径  210
22 2

○「 く」字形に外反し

○を記瞥ぞ二最識咎斎
側に面をなす。

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

O体部内面ヘラケズリ
(E390)

色 調

韓ω孵帷鵜ω膊坤
胎土
焼成

E392

口径 132 °
暴ヨ,とな室営三と
。とユ≧染墾撃超絶属

める。

O旱
累藝

内外面共横ナ

O体部内面ヘラケズリ ζ号面台
賛雅鼻

BI
E393

E394

口径 148
15 2

形
中
上
び
付
　
厚
面

時卿らみ、外中呻れる。岬博

ヽ

くヽ
反
形
わ

くヽ

ｏ

は
曲
か
外
球
思
は
強
す

部
屈
が
に

ｏと
部

なヽ

頸
に
位
方
る
く
端
し
を

Ｏ
　
　
　
　
　
　
Ｏ

○
旱累整

内外面共横ナ

::襟載待目父笠ヲ繁リ

色
着
好
好

褐
付

茶
ス

淡
ス
良
良

調
３９
土
成

色
Ｅ
胎
焼

E395

底径  34 °
畳凄[富ζ二己ζ景
る。

O外面ハケロ痕が認め
られる

O内面指押え

色
有
良

褐
含

赤
砂

淡
細
不

調
土
成

色
胎
焼

霊

AI E396

O三

忌inζ暴:言魯
な稜線によつて画さ

o皆縁蔀は、外湾気味
に斜上方にのびる。

○内外面共ハクリ 色
好
好

掘茶暗
良
良

調
土
成

色
胎
焼

BI E397

口径 145 °
tti留静しfくぎ扉監
は、外反 して のび

〇鳥蔀をやや尖り気味
に収める。

O内外面共横ナデ調整 色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼
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器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

霊

E398

口径  168 縁
し

ヽ
ｏ

日
曲
び
る

た
湾
の
め

し
く
に
収

曲
き
方
く

屈
大
上
丸

で

斜ヽ
を

部
は

部ヽ

頸
部
て
端

Ｏ O口 縁部内外面共ハケ
調整後横ナデを行な
う

○頸部内外面にハケ調
整

色
好
好

裾赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E399

E400

底径  45
46

°
暴干俵蔀来轟窟岳篠
する面をなす。体部
は、底部で大きく屈
曲して斜上方にのび
る。

O底部側面指押え,外
下端に強い横ナデを
行なう

0底部内面ハケ調整
(E399)

色
好
好

褐淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

E401
底径  50 O底部は、わずかに上

げ底を呈す。
O内外面共指押え 色

好
好

褐淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

E402
1

E405

底径
3 1～4 2

O中央が凹む上げ底部
で、体部は、屈曲し
て斜上方にのびる。

°
替蛤完管Wミ

付くと

〇外面ハケ調整を施す
ものが多い

O内面ハケ調整
豊語は淡魏 盈
胎土 良  好
焼成 良  好

E406
底径  40 中

　
と

で

ｏく

部
む
付

底
凹
が

の
く
部

ｏ

味
き
体
る

気
大
の
れ

出
が
状
わ

突
央
球
思

Ｏ

　

Ｏ

O内外面共ハケ調整を
行なう

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

小
型
丸
底
壷

A E407

呈

上ヽ

わヽ

を
で
外
る
思

状
部
て
び
と

球
体
し
の
す

な
な
曲
く
有

平
さ
屈
き
を

扁
小
で
大
部

ｏ

や

部ヽ
に
縁
る

や
す
頸
方
口
れ

０ O内外面共ナデ 色
好
好

掘赤
良
良

調
生
成

色
胎
焼

鉢 E408
底径  45 °

房農珍璽學評
でヽ上〇内外面共指押え 色

好
好

褐淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

有
孔
鉢

B409

底径  3.2 °
兵き書愁を毒景星身
Vこのびる。

O底部中央に径 l Clnの

円孔を穿つ。

O外面にハケロ痕が認
められる

0内面指押え

色
有
好

褐
怖

淡
砂
良

調
土
成

色
胎
焼

E410
°
薙崇襦み鰐毎辞斎准

「ハ」字状に広がる。

O内外面ハクリ 色
有
好

褐
含

赤
粒

淡
砂
良

調
生
成

色
胎
焼

一局

必

E411

底径 114 Oや るやかに「
ハ」字

状に開き、水平にの

父ぞ綬藪壱と
端部を

O脚部に 3個の円孔を
穿つ。

O内外面共指押え及び
ナデ

色調 淡赤褐色
胎土 良  好
焼成 良  好

E412
1

E416

Oおだやかに漏斗状に
開く脚部。

O脚部上方に 3個の円
孔を穿つ。

O磨滅が激しく調整は
分別しにくいが、内
面にハケロ痕を残す
ものがある(E413、
E415)

色
色
好
好

褐
翻

淡
淡
良
良

よ
調
又
土
成

色
　
胎
焼

B417
O開 きの弱い中ふくら
みの脚柱部で屈折し
て開く裾部が付く。

Oタト面ハクリ
O内面指押 え及 び ナ
デ、しばり目残存

色調 赤 裾 色
胎土 良  好
焼成 良  好

E418
O開 きの弱い細身の脚
柱部で屈折して開く
裾部が付く。

O外面指押え及びナデ
○内面指押 え及 び ナ
デ、しばり目残存

色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼
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器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古
式
土
師
器

器

ム
四

A E419

口径  96 O内湾気味に開く受部
で口縁部は、外反し
て短かく立ち上がり
端部を丸̀く 収める。

O内外面共横ナデ調整 色
好
好

褐淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

E420
O大きく「ハ」字状に
開く脚部で、上方に
3個の円孔を穿つ。

○外面ヘラミガキ
O内面指押え及びナデ

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

須
　
恵
　
器

然

蓋

A C421

口径 103
器高  36

°
寄磯4稼昆看祭召奔
下方に流れる。

O口 縁部は、屈曲して
下方に下ろし、端部
を丸く収める。

O天丼部ヘラ切り未調
整

○体部、日縁部外面回
転ナデ調整

○内面、回転ナデ調整

色
良
緻

灰
精
堅

調
生
成

色
胎
焼

T-17 SD39 出土土器

器種 器 形 図版番号 法 ニユ 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 考

古

式

土

師

器

饗 BI E422

日径 158 状
は
　
厚
す

畔胸のびる。岬］

しヽ
て

かヽ

は
曲
し
は
ず

部
屈
反
部
わ

。

頸
に
外
端
し
る

Ｏ
　
　
　
Ｏ

〇口縁部内外面共横ナ
デ調整

色
好
好

鵜淡
良
史

調
土
成

色
胎
焼

鉢 E423
底径  42 °rrikユ

`際瀬̀
毒

壇僑をそ
外傾する高台状を呈
する。

○底部側面指押え、
ケロ痕残存

○底部内面指押え

色
色
好
灯

棚淡
ナ‐
ド
、

Ｄ
灼
史
史

洲
　
生
成

色
　
胎
焼

T-17 S■ 2内 S K14 出土土器

器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 考

古
式
土
師
器

変 AI B424

山
か
が
収鞠部ｔょ、短韓和

大
縁
し
部

は
日
立
端

ｏ

部

直ヽ

るヽ

頸
し
く
り
め

〇 ○内外面共横ナデ llfE墜 色
の
右
好

禍
賦
慌

淡
１
砂
史

調
生
　
成

色
胎
　
碇

SH-2

T-18 SD40 出土上器

暑種 器  形 図版番号 法 ユ里 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 考

古
式
土
師
器

甕 A皿 E425

気ヽ
　
出
面

し
立

ｏき
平

曲
直
る
引
る

屈
く
が
に
あ

く
短
上
方
の

ｏ

九
は
ち
外
味
る

は
部
立
を
九
め

部
縁
に
部

収ヽ

頸
日
味
端
し
に

Ｏ
　
　
Ｏ

O口 縁部内外面積ナデ
調整

色
有
好

棚
防

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

T-13 SD41 出土土器

各種 器 形 図版番号 法 二塁 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 考

古
式
上
師
器

甕 AⅡ
E426

鷲
E430

口径
13 4-17 0

°
℃]`吾繊索t遇=斐

。鈴釜掻旅弄82學み、
平整寇横ほち1端

を

〇日縁部内外面共横ナ
デ調整

〇体部外面ハケ調整
O体部内面指押え

調
生
成

色
胎
焼

淡 棚 色
細砂合有
史  夕r
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器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

甕

AW E431

口径 169 °署薮銑恐A民宅セ立
ち上がる。

O端部を外方に強く引
き出し上端を平坦に
収める。

O日 縁部内外面共横ナ
デ調整

〇頸部外面指押え

色調 黒 灰 色
(ス ス付着)

胎土 細砂含有
焼成 良  好

下 層

E4
底径  35 〇平底の底部で九味を

有す。
〇外面粗いハケ調整
O内面指押え

色調 淡 棚 色
胎土 細砂合有
焼成 良  好

一霊

AⅡ
E433

E434

口径
14 7-16 4

0二重口縁を呈し、外
開きの口縁部は中位
で屈折し外反して立
ち上がる。日縁屈折
部は、凸帯状に突出
して段をなし、内面
は明瞭な稜線によつ
て画される(E433)。

O端部を丸く収める。

O内外面共磨滅してお
り調整は判別できな
いが,日縁部内外面
共横ナデを行なって
いると思われる

色調 淡赤褐色
胎土 良  好
焼成 良  好

BⅢ E435
口径 °

C士方振杏言疾察寒
端部を丸く収める。

磨滅しており調整不IHJl 色
右
軟

禍
胎
や

赤
砂
や

調
土
成

色
胎
焼

E436
底径  37 O突出した平 底 の底

部。
O内外面共指押え 色

好
好

褐茶淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E437
底径  2.4 °

む島負警母鼻星酵壱
のびる。

○内外面共指押え及び
ナデ

色
好
好

褐赤
良
良

調
生
成

色
胎
焼

小
型
丸
底
壷

E438

最大腹径
55

小
で
大
を

す
部
に
部

ｏ

経

ヽ
頸
勧
臨
湧

状
で
外
る
わ

球
部
て
び
思

な
体
し
の
と

平
な
曲
く
す

扁
さ
屈
き
有

Ｏ 〇内外面共指押え及び
ナデ

色
好
好

褐赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

一局

邪

E439
1

B441・

底径  35 〇小型の背の低い脚部
で、大きく「ハ」字

。総鍮甲注涯?俗息酌
孔を穿 つ (E439、
441)。

O脚部外面ナデ指押え
〇脚部内面指押え

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E440、
下 層

E442

O比較的背の低い脚部

状た畠督1為監濯義
つてさらに広がる。

O裾部付近に 3個の円
孔を穿つ。

O脚部外面ナデ
O内面指押え及びナデ

色
好
好

禍
良
史

調
生
成

色
胎
焼

Ⅲ】443

E444

O開 きの弱い中がくれ
の脚柱部。屈折して
広がる裾部が付く。

○磨滅しており調整4く

明
色
好
好

拙淡
史
良

調
生
成

色
胎
暁

T-18 SK15 出土土器

器種 器 形 図版番号 法 良星 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 考

古
式
土
師
器

甕 AⅡ E445

日径  150 O頸部は九くゆるやか
に屈曲、日縁部は短
かく直立して立ち上
がる。

O端部はわずかに外方
に引き出し上端はや
や内傾する。

O回縁部内外面共横ナ
デ調整

色 調 色
ス
　
剛
粒

好

拙
序
着

々２
効

有

淡
外
付
１
大
合
史

胎 土

焼成
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T-18 SK16 出土土器

各種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

甕

AI
E446

1

E448

日径
12 9-15 2

°
召職侯琶舅教貫養号
てのびる。

O端部を丸く収める。

O口縁部内外面共横ナ
デ調整

色
有
好

掘
防

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

E449

°
語甦示野醤笠E縫翌
ち上がる。°
ttVξ雀ごfゝヱ籍蓼
平坦に収める。

〇口縁部内外面共横ナ
デ調整

O頸部外面指押え

色
好
好

鵜淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

AⅢ
E450

1

E457

口径
13 5-16 7

°
穏講ιt宮ゑ轟稔斥
反してのびる。

O端部は、外方に引き
出し、上端を平坦ま
たは凹状に収める。

O口縁部内外面共横ナ
デ調整

O頸部外面指押え
O体部外面ハケ調整、
内面指押え及びナデ

色
有
好

褐
防

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

A17 E458

口径  178 縁
上
　
引
や

口
ち
　
に
や

立ヽ
　
方
は

後
て
　
外
端

曲
し
　
く
上

。

屈
反
　
強

るヽ

で
外

ｏを
し
す

部
は
る
部
出
傾

頸
部
が
端
き
外

〇

　

　

〇

○口縁部内外面共横ナ
デ調整

O体部外面ハケ調整

色
有
好

褐
胎

暗
砂
良

調
土
成

色
胎
焼

AⅦ E459

口径  156 °でコ管濠拿盈Attt
て短かく立 ち上 が
る。日縁立ち上がり
の度合いは非常に弱

O甚
説
g桂

奪乙監る筆
坦に収める。

O口縁部内外面共横ナ
デ調整

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E460

B461

底径  33
38

Oわずかに上げ底を呈
する底部。

○磨滅が激しく調整は
判別できないが、外
面はハケ調整を行な
っている と思 われ
る

色
有
好

褐
防

暗
細
良

調
土
成

色
胎
焼

霊

AⅡ E462

口径 165 O二重口縁を呈し、日
縁部は頸部で屈曲後
直口して上方にのび、

窯待港憂栞たるェ男
に開いてのびる。日

簗優τ証鰺寒α拌馬
面は明瞭な稜線によ
って画される。

の
る
共
行
れ

魏鱒鰤］拇

激
困
縁
又
い

が
は
ロ
デ
て

滅
別

ヽ
ナ
つ

磨
判
が
横
な
る

Ｏ 色
好
好

褐赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

BⅢ E463
口径 O大きく外湾してのび

る日縁部。
O端部を九く収める。

O磨滅が激しいが外面
にハケ調整痕が認め
られる

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E E464

口径 205 °
覇語冦層普絵的是埜
方にのび、中位で大
きく屈折し外上方に
のびる。

O端部は、上方にわず
か拡張して、外側に
面をつくる。

○日縁部内外面共ハケ
調整後横ナデ、頸部
外面付近と内面にハ
ケ調整痕 を と どめ
る

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E465
O頸部、肩部のみの残
存であるが体部は、

○外面ハクリ
○内面粘土紐接合痕を

色調 淡 掘 色
胎土 細砂含有
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器種 器 形 図版番号 法 量 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古
式
上
師
器

壷

大きな、ほぼ球状を
呈すと思われる。

明瞭に残し、指押え
が認められる

焼成 良  好

E466

E467

底径  58
6.2

0中央がわずかに凹

粽蔀夫ぽ魔亀号セハ|

上方へとのびる。

O内外面共磨滅してお
り調整不明

色 調 色
う
色
夢
好
好

褐
４６
裾
４６

淡
ω
赤
∝
良
良

土
成

胎
焼

T-19 SD42 出土土器

器種 器  形 図版番号 法 皇
里 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

甕

AI
E468

鷲
□ 474

口径
12 3-14 8

°署巖覇恐Ⅲ曇家ヤ赤
。暴綜麗語を★ど漁芳
免見1菖隻晨軍七灌&
める。

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

0内外面共ハクリが激
しく調整の分別は困
難であるが、体部外
面にハケ調整痕をと
どめるものカミある

色調 淡 褐 色
胎土 細砂含有
焼成 長  好

AI
E475

t

E478

口径
13 4-15 7 外ヽ

ｏき
に

し
は
る
引
坦

曲
又
が
に
平

朝戯
班妨椛

丸
は
立

上ヽ

ｏ

で
部
て
は

るヽ

螂聰
鷹棚
阻
孵

Ｏ

　

　

Ｏ

O口縁部内外面共横ナ
デ調整

○体部内外面共ハクリ

色調
胎土
焼成

色
有
好

禍塘
淡
細
良

AV E479

口径 16.0 °
覇殻下界農雀モ是景
く立ち上がる。°
暫せ量鴻織蕩僑晨

1事

る。

O口縁部内外面共横ナ
デ調整

O体部外面にハケ調整

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

Al E480

口径 19.2 回
折
く
　
形

　

ｏ

屈ヽ
き
　
を
　
る

艶
陳
獣
　
峨
　
励

を
中
し
　
甘
　
く

縁

湾ヽ
　
は
　
九

却
触

後
、

外
開く

。醐
成
。脱

Ｏ
　
　
　
　
Ｏ

　

Ｏ

O内外面共ハクリ 色調 淡茶褐色
胎土 細砂含有
焼成 良  好

一宝

E481
底径  5.2 O平底の底部。 0内外面共ハクリ 色

量
　
好

褐
多

茶
砂
有

淡
細
含
良

調
生
　
成

色
胎
　
焼

E482

底径  6.5 °
ttV接蔀話唇史秀発
填が充分でなく、中

課銘奨ぼ,癌解tそ
斜上方にのびる。

O底部側面に指押え 色
好
好

裾赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E483

E484

底径  32
52

O上げ底の底部。
8昏鞘顧F環響たヘ

ラケズ リを行つてい
る

色
色
好
好

褐
瀑

淡
俳
良
良

調
４８
土
成

色
Ｅ
胎
焼

高

界

E485

O比較的背の低い脚部

療と年餐∫摯察2畠
く。

O内外面共ハクリ 色
好
好

裾赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼
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T-20 SD51 出土土器

器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

甕

Al
E486

E487

口径

14 0-16 7
°
雰殻f界農支巌畳釜
して立ち上がる。

O端部は九く収める。

〇口縁部内外面共横ナ
デ調整

O体部外面ハケ調整

色
有
好

鵜
防

淡
細
良

調
生
成

色
胎
焼

AI
E488

茫
E501

口径
13 8-17.4

○頸部は九 く屈曲し、
日縁部は外反 して立
ち上がる。

O日縁部立ち上が りの
度合が弱く、甘い稜
をもつものがある
(E497～ E500)。

O端部は外方に引き出
し、上端を平坦に収
める。

〇口縁部内外面共横ナ
デ調整°
傘誠C役屎令赤畜と
ハケ調整痕を残す

色調 淡 裾 色
胎土 細砂合有
焼成 良  好

A17
E502

1

E506

口径
11 9-16 6

〇
話訴苦(ま ざ族言権薇ケそ長
して のび る。E50
2、 E503の立ち上カミ

リは弱く外反の度合
いは他に比べて大き
い 。

①端部は、強 く引き出
し、上端を平坦に収
める。

O日 縁部内外面共横ナ
デ調整°
¢亨町代更ゲ鶉整び裂
すものがある (E
502)

AⅦ E507
口径  130 O口 縁部は明瞭な受ロ

状をなさずほぼ内湾
して立ち上がる。

○口縁部内外面共横ナ
デ調整

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

一霊

AI E508

°
禽募魯憲尋こ写真ご
く外反してのびる。

O外面ハクリ
O内面ヘラミガキ

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

Al

E509

日径 O二重口縁の壷、外開
きの日縁部は、上方

界民警きF湾畠二与
甘い腹を有す。
°
彎訳境保藍怒ち伊

め

○内外面ハクリ 色調
胎土
焼成

色
有
良

褐
防

淡
細
不

E510

口径  187
反ヽ
部
付
な
　

ｏ

卿
折し

、
外

る
。

屈折
鋤
韓
　
蝉

の
屈
び
凸
瞭
　
丸

き
で
の

明ヽ
　
を

開
方
て
は

ヽ
ｏ部

外
上
し
に
け
す
端

Ｏ
　
　
　
　
　
　
Ｏ

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整後、外面にハ

絶掩長騒為4管
杉状

色
好
好

褐赤
良
良

調
生
成

色
胎
焼

E511

E512

と
部
屈
Ｈ
を
に

学聰めＥヽ５棚浮施す。

緒
る。騰
臆
輛
けへ陀

口
れ
外
て
部
付
刻

菫
酢
ｔよ、れ朔胸
崩

Ｏ ○口縁部内外面共横ナ
デ調整

色
有
好

褐
防

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

BI E513
口径 172 °

吾験ヨ暑島會滝鼻子
収める。

○内外面共ハクリ 色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E514

E515

底径  57
54

O安定した平 底 を呈
す。

O外面ハケ調整、内面
ハケ調整後ナデ (E
514)

色
の
色

黒
ｍ
Ｍ

調色
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各種 器 形 図版番号 法 三量 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

一霊

胎 土
(E515)
1～ 211111

大の砂粒
含有
良  好焼成

E516

底径  54 O底部は、わずかに上
げ底を呈す。

Oパ レスタイル式の体
部を有す と思われ
る。

O底部側面指押え
O底面ヘラケズリ

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E517
底径  75 体

方
り
上

よ
外

部
く

底
き

の
大

ｏ

底

くヽ

げ
は
開

上
部
に

Ｏ ○外面ハケ調整後ナデ
○内面ハケ調整
〇底面ヘラケズリ

色
色
好
好

褐
灰

淡
黒

灼
め
良
良

調
　
生
成

色
　
胎
焼

一局

外

D E518
口径  10.5 °

Eぞ皇努冦落渉F導
部を丸く収める。

O内外面共ハクリ 色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E519

E520

°基で開方儲経螺洛:
屈折して広がる裾部
が付く。

O外面ヘラケズリ、内
面指押え及びナデ、
粘土巻き上げ痕残存
(E519)

O E520は、外面 ハタ
リ、内面指押え及び
ナデ

色
の
色
の
好
好

鰯
硼
潮
ω

良
良

調
　
　
　
土
成

色
　
　
　
胎
焼

果
A

E521

口径 100 O護冴縁r言爆索薇齋
面に狭をなし、外反
して立ち上がる。°
努茫鵠巨悸錦鍮坐奏
に 3個の円孔 を穿
▼9。

O受部内外面共横ナデ
調整

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

台

E522

°
モ評偽港買陳花佑忠
る。

O脚部は、直線的に外
上方に開く。

O受部外面横方向のヘ
ラミガキ、内面積ナ
デ調整°
フで徘軍管冑暑秩蔽
ナデつけ

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

B E523
O受部が、直線的に斜
上方に開くもの。

〇内外面共ハクリ 及
色
好
好

色
裾

裾
赤

淡
び
良
良

調
　
生
成

色
　
胎
焼

E524

底径 12.5 ○直線的 に、大 き く

鋲然!蔦餘竪男蕉隈
める。中位に 3個の
円孔を穿つ。

○外面ヘラケズリ
O内面指押え及びナデ

色
好
好

褐茶淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

須
恵
器

不
　
蓋

A C525

口径 118 O天丼部から外下方ヘ

直線的に流れる口縁
部で、端部は、強く
内傾した面をなす。

O内外面共横ナデ調整 調
土
成

色
胎
焼

贈青灰色

鍾 晟
上 層

T-20 SK18 出土土器

器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古
式
上
師
器

奄 AI
E526

E527

口径 曲
折
が

　

ｏ

蜘部ャょ、屈弾　鱒

縁ヽ
か
　
丸

は
日
短
　
を

部

てヽ

ｏ部

頸
し
し
る
端

Ｏ
　
　
　
　
Ｏ

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

色調 暗 掘 色
胎土 細砂含有
焼成 良  好
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器種 器  形 図版番号 法 量 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

　

　

　

上

師

器

甕 生V
E528

1

E530

°
尋影糧昇t三を!翠
内反気味に立ち上が

Oattrェ
熱在写譴穣

する。

O口縁部内外面共横ナ
デ調整

色
有
好

褐
慌

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

一島

不

E531
底径  8.6 〇小型の高杯の脚部で

付根よりゆるやかに

轟爺と死で辰盆ぞと

〇外面ナデ及び指押え
O内面ハケ調整後ナデ 亀霊 冶参響暑

焼成 良  好

E532

の
部
り
を

型
脚
よ
部

小

部ヽ
裾

際
郁雌
滞

と
あ
い
広

剛
∝
瀬
“

す
。

Ｅ
も
は
徐
付

Ｏ 〇内外面共ナデ及び指
ナデ

O外面にハケ調整痕残
存

色
好
好

裾赤淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

E533

E534

°推警甥蕗♀祭泄脚識
。言慧そ露Ⅲ諏部下方
ちF個

の円孔を穿

O外面磨滅のため調整
不明

O E 533の 内面にしば

岳足k景晃農婆津
内

色
有
好

褐
防

淡
細
良

調
生
成

色
胎
焼

鉢 A E535

口径 O口 頸部は、「 く」字

會岳t阜舞尋を笞逆
つくる。

O外面ハケ調整 色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

脚
台 E536

気
台
れ

湾
で
わ

内
の
思

や
も
と

や
る
台

り
が
脚

よ
広
の

根
に
鉢

ｏ

付
味
付
る

Ｏ 〇外面ハケ調整
〇内面指押え

色調
胎土
焼成

色
好
好

禍茶暗
良
良

T-20 SX5 出土土器

器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

甕 C E537

口径 15,4 °
f義誅すむ旨綴祟蔵
金堅男涯霧事ら、逆霧
む 。

O内外面共横ナデ調整 色調
胎土
焼成

色
好
好

褐赤淡
良
良

一宝

G E538

口径 25,9
らヽ
が
帯
端
わ
端

は
さ
上
突
又
に
上

ｏ

部

ちヽ

ヽ
ｏ面

るヽ

縁
し
立
は
す
外
し
め

回
折
て
部
な

。
厚
収

の
屈
し
折
を
内
肥
に

き
で
反
屈
段

ヽ
に
埋

期
椛
醐
る
。浮
縦
ずヵ、
押

Ｏ 調
よ
に
　

ヽ
ケ

ｏ

デ
に
状
　
】え
ハ
す

ナ
具
杉
　
押

施ヽ

横
状
綾
　
指
は
を

面
ラ
を
　
に
面
デ

翻後、へ朧らす。獅鰤妙

口
整
る
廻
端
口
調

〇
　
　
　
　
〇

色調 淡赤褐色
胎土 細砂少量

含有
焼成 良  好

E539
底径  5,0

湾ヽ
大

り
内
に

よ
て
方

部
し
上

底
由
外

ｏ

の
屈
ら
く

底
は
が
開

げ
部
な
く

上
体
し
き

Ｏ O外面指押え及びナデ
O内面ハケ調整

色
色
好
好

灰
裾靭め良良

諏
餡
土
成

色
　
胎
焼

必
　
　
士
五

B E540
O体部は、ほぼ球状を
呈し、頸部で「 く」

覇栓斥震t比誦写『

O内外面共指押え及び
ナデ調整

色
好
好

裾赤淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

鉢 B E541
口径 157 °電習濠察盈Ⅲ軍卑脂

湾気味に外上方にの

0内外面横方向の細い
ヘラミガキ

色調 淡茶褐色
胎土 良  好
焼成 良  好
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器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

び

る
端部を丸く収め

T-20 P-1 出土土器

器種 器 形 図版番号 法 二重 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古
式
土
師
器

一霊 CI E542

口径 11.2 °
だ義魏

=%将

昂腐ま
は、外反してのび、
端部を丸く収める。

O体部は、ほぼ球状を
呈すと思われる。

09釜
霊奈箭滅

してお 調
生
成

色
胎
焼

淡 裾 色
細砂含有
やや不良

T-21 S D51 出土土器

器程 器 形 図版番号 法 二塁 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

弥

生

土

器

甕
E543

E544

口径 137
13 5

°
李ヨ古履彗議ま,罷訂姿
直立して 立 ち 上 が
る。

O端部上端は、内傾す
る面をなす。

O E 543の 日縁部外面

筆落盗ギ篠り熔角無
文を廻らす。E544

燈響ほ甚穣要1発釜
を加える

0口縁部内面横ナデ調
整

色
の
ス
　
有
好

褐
５４３面ス着
防

茶
Ｅ
外
付
細
良

調
　
　
　
土
成

色
　
　
　
胎
焼

E545

口径 11.9 ○外開きの日頸部は、
さらに水平にのび、
屈折して上方に立ち
上がる。

O頸部外面に、突帯を
貼り付ける。

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整°
畳召妻會月髯重警冦
らす

O口頸部内面ナデ

踏翌 給絨警暑
焼成 良  好

匠

E546

口径 217 °
徳仔上弄露薬品籍識
折し、さらに外反気

密仔揺弁義滋,芙攀
状に段をなす。

O内外面共横ナデ調整 色
有
好

褐
塘

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

E847
底径 129 O安定した平底の底部。O外面ハケ調整後ナデ

O内面指押え
色
有
好

璃
防

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

一局

外

E548

口径  21.2
底径 115

°
で辱藻炭資果籍翌む
上がる浅い外部。

O端部は、ほぼ平坦に
収める。

O脚部は、細い筒状の

豊早踏写曇ξまこ呂
方に肥厚させる。

O裾部に 6個 の円孔を
穿つ。

0内外面共磨滅が激し
いが、日縁部外面に
横方向の、底部には
縦方向のヘラミガキ
を施し、又、内面は
ヘラミガキを行なつ
た後、日縁部付近に
横ナデ調整を加える
と思われる

O脚部はナデか

調
土
　
　
成

色
胎
　
　
焼

茶 褐 色
2～ 3 mln

大の砂粒
含有
良  好

E549

底径  90 〇筒状の脚柱部に短か

施露蕪聾型寿従五チ
かに拡張する。

O内外面共横ナデ調整 色
好
好

褐淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼
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器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

弥

生

土

器

J/h

E550

底径 〇太い脚部で「ハ」字

管写鳥鼻理曳k暇露
る。

○脚部中位に 611Rの 円
孔を穿つ。

○外面に粗いハケ調整
痕をわず か に残す
が、磨滅が激しく実
測不能

〇内面指押え及びナデ

色
好
好

褐淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

E551

°
臨窪覇軍抄率尋萬亀
気味に開く裾部。

ナ
る

　

ナ
整

麟囃妙抑的

ケ
ラ
４
押
部

ハ
ヘ
を
指
裾

面

線ヽ
面

ヽ

外
デ
沈
内
デ
痕

〇
　
　
　
〇

器
　
　
台

E552

ロイ垂 297 ○外開きの口縁部で、
端部を大きく垂下さ
せる。

○端部外面に凹線文を
6条廻らす。

O内面横ナデ調整

調
土

色
胎

暗茶褐色
1～ 2111111

大の砂粒
含有
良  好焼成

古

式

上

師

器

一局

芥

E553

E554

O開 きの小さい中空の
脚部。

〇外面磨滅しており調
整不明

○内面指押え及びナデ

色
好
好

褐淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

E555
○脚部は、やや内湾気
味に「ハ」字状に広
がる。

O内外面共磨滅してお
り調整不明

調
土
成

色
胎
焼

淡赤褐色
史  好
良  好

E556

〇小型の高外で、脚部

|と擬會革語で!雫分
に 4個の 円孔 を穿
▽つ。

〇内外面共ナデ 色
好
好

棚淡
良
史

調
土
成

色
胎
焼

T-24 包含層出土土器

器種 器  形 図版番号 法 二塁 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 考

古

式

上

師

器

変 AⅢ E557

口径 6 °腎繊鯨盈基尿世
|た

|ず

O民素蔵ゑ力にわずか
年印高法学ち1端

は

○内外面共磨滅してお
り調整不切

色
有
良

掲
崎
杯

淡
細
や

調
生
成

色
胎
焼

一笙

E558
底径  68 ○上げ底で、中央部が

わずかに凹む。
O磨滅しており調整不
明

調
土
成

色
胎
焼

淡茶褐色
良  好
良  好

ES59
底径  52 O突出気味の医部で平

底を呈す。
○内外面に指押え 色

好
好

禍淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

鉢 C E560

口径  92 °でヂ吾嫁品よ係喪
気味に短かくのび、
端部を丸く収める。

〇口頸部内外面共横ナ
デ調整

色
好
好

褐赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

T-24 P-28 出土土器

器種 器  形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 す怖 考

古
式
上
師
器

霊 E561

底径  78 O安定した平底の底部
で、体部は屈曲して
糾上方にのびる。

〇底部側面に指押え 色調(外 )淡褐色
(内 )黒 色

胎± 1～ 2 mln

大の砂粒
含有

焼成 良  好
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T-25 SD63 出土土器

器種 尋 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

弥

生

土

器

密

E562

E563

口径  140
210

や
部
く
立
有
　
丸

る
縁
か
縁
を
　
て

ゆ
口
短
口
味
　
し

く

てヽ

ｏ九
　
傾

丸
し
し
る
は
　
内

ｏ

曲ヽ
反
が
り
　

るヽ

は
属
内
上
が
　
は
め

部
に

ちヽ
上

ｏ部
収

頸
か
は
立
ち
す
端
く

Ｏ
　
　

　
　

　
　

Ｏ

°
異蟹電偽景景ξ烏悪
862)

O口 縁部外面右下が り
の粗いハケ調整後上
半に横ナ デ を 行 な
う。内面には指押え
(E563)

色調 淡 褐 色
胎± 1～ 2 mln

大の砂粒
含有

焼成 良  好

古

式

土

師

器

窪 生Ⅲ

E564

E565

口径  152
17.2

O頸部屈曲後、口縁部
は、外反して短かく
のびる。

O端部の外方への引き
出しは弱く上端をほ
ぼ平坦に収める。

○日縁部内外面共横ナ
デ調整

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E566

E567

口径 150
15 4

°
吾験Γ鳥等速鼻るR
引き出し、上端を平
坦に収める。

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

〇頸部外面及び口縁部
内面に指押え

色
有
好

褐
塘

淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

〓延

BI
E568

E569

口径  144
14 8

○直線的に外上方にの
びる日縁部で、端部
をやや尖 り気味に収
める。

O磨滅しており調整不
明

色

剛
粒

好

褐
褐
の

有

淡
２
大
含
良

調
土
　
　
成

色
胎
　
　
焼

E570

底径  6.6 O安定した平底を呈す
るが、外側と接地し
ない面が残る。体部
へは、強く屈曲して
斜上方にのびる。

O外面ハケ調整後ナデ
O内面指押え

色
色

剛
粒
　
好

褐
　
２
砂

淡
黒

々
の
有

嫡
耐
１
大
含
良

調
　
土
　
　
成

色
　
胎

　

焼

E571
底径  36 平

内
び

はヽ
の

で
部
に

部
体
方

底

ｏ上

た
す
に

し
呈
味

出
を
気

ｏ

突
底
湾
る

０ O外面指押え
O内面ハケ調整後ナデ

色
有
好

褐蜂
淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

E572

°
墜翠雪必ミ(よ偏癸鍮宗
わずかに凹む。

O体部は、球形を呈す
と思われる。

〇底面ヘラケズリ、体
部外面指押え

O内面、指押え及び指
ナデ

色
色
好
好

裾
裾

淡
赤

灼
漱
良
良

脈
ぃ
土
成

色
　
胎
焼

E573
底径  30 の

わ
底

状
思
平

球
と
た

ヽ
る

し

で
す
出

壷
有
突

ｏ

の
を

ｏ部

形
部
る
底

小
体
れ
の

Ｏ O内外面に指押え 色調 淡 褐 色
胎上 良  好
焼成 長  好

一蜀

不

E574

底径 120 O開 きの弱い脚柱部よ
り屈折して開く裾部
が付く。

O端部は、面をなし丸
味がある。

O脚柱部内外面に指ナ
ブ

色
好
好

褐赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E575

○開きの小さい脚柱部
で直線的に開く。

O外部との境界にハケ
目痕残存

○脚柱部外面磨滅

色
好
好

褐赤淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

E576

〇小型の脚部で、ゆる
やかに「ハ」字状に

O聞蕪静位に3個の円
子しを穿つ。

○内外面共磨滅してお
り調整不明

色
好
好

禍淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼
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器種 器  形 図版番号 法 Ｈ
皇 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

有
孔
鉢

E577
底径  78 °奪「法蔀話興紀昏荘

1 2Cnの円孔を穿つ。

○外面ナデ
O内面指押え及びナデ

色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

土
　
　
　
器

ミ

ニ
チ

ュ

ア

E573

で
部

めヽ

品
体
び
収

ね

ヽ
の
く

く
で
に
丸

づ
部
味
を

手
底
気
部

の
の
湾
端

型
底
内
縁

ｏ

小
平
は
口
る

Ｏ O手づくね 色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

T…26 SD66 出土土器

T-27 SD67 出土土器

器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

上

師

器

甕 生Ⅲ E579

口径 °署激銚恐Atttセ走
かく立ち上がる。

O端部は、わずかに外
方に引き出す。

O頸部外面指押え 色調 淡茶褐色
胎±  l nlll大 の

砂粒含有
焼成 良  好

一笠

BI E580

口径 157 O口 縁部は、直線的に
外反して外上方にの
び、端部を丸く収め
る。°雰識律露脇

0輝
評

る。

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

色調 淡 褐 色
胎土 細砂含有
焼成 良  好

E581
底径  41 〇やや突出気味の上げ

底の底部。
〇磨滅しており調整不
明

色
好
好

褐赤淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

高
芥 E532

〇太く短い脚柱部で、
「ハ」字状に大きく
開く。

O脚部付根及び下半に
指押え

色
有
好

褐
蜂

赤
細
良

調
土
成

色
胎
焼

須
　
恵
　
器

外

身

A C583

径
高

口
器

10 2
41

Oゃや小型の外蓋で、
強く内傾する立ち上
がりを有する。①
舜歪努＼窪環尋秀孫
る。

O底部は、やや丸味を
有する。

○器体内外面共横ナデ
調整

○底部は、ヘラケズリ
後、ヘラ先又はナデ
による調整を行なう

色調
胎土
焼成

色
好
緻

灰青
良
堅

署種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

弥

生

土

器

⊆ E584

口径 138
底径  61

°
籍濯鰺浩宇箸鳩爆森
を呈し、ゆるやかな
曲線を描いてすばま°
ξ二専:三ζ言弔ヨ
る。

O底部は、平 底 を 呈
す。

°
ヂ姿箸界な徐習議密
櫛状具(8条 )に よる
直線文を口頸部に 6

帯、又体部上半にも
数帯廻らす

〇底部側面に指押え
O内面指押え及びナデ

色調
胎土

色

剛
粒

好

褐

ド３
の

有

淡
１
大
合
良焼 成
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T-27 SK24 出土土器

器種 器 形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

上

師

器

甕 生Ⅱ E585
口径 〇頸部で屈曲後、口縁

部は短かく外反して
立ち上がり、端部上
端はやや外傾する。

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整 踏翌 論絨啓暑

焼成 良  好

一霊

E586

E587

底径  5.8
4.8
°
ttlそ離と督層ζ員
る。

O内外面共ハケ調整後
ナデ (E586)

O底部側面に指押え

色調(外)淡褐色
(内 )黒 色

胎土 細砂含有
焼成 良  好

T-28 包含層 出土土器

器種 器 形 図版番号 法 星 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

暴

甕

AⅡ

E588

口径 13.8 °
でコ皆濠筆患Ⅲ界農
して短かくのびる。

O端部は、九 く収 め
る。

O体部は、ほぼ球状を
皇すると思われる。

ナ
に
　
線

横
近
　
沈

共
付
　
描

面
部
　
ラ
　
デ

外
頸
　
ヘ
　
ナ

内

　ヽ
面
　
面

部
整
え
外
　
内

縁
調
押
部
差
部

ロ
デ
指
体
交
体

Ｏ
　
　
Ｏ
　
Ｏ

色
ス
　
好
好

裾
面ス
着

暗
外
付
良
良

調
　
　
土
成

色
　
　
胎
院

E589

口径  12.3 °
語穏笛し、「古議覇κ
ほぼ直立して立ち上
がる。

O端部は、外方に引き
出し、内傾した面を
なす。

O内外面共磨滅してお
り調整不明

色調 淡 褐 色
胎土 細砂含有
焼成 良  好

BI

E590

口径 158 字
的

ｏ厚
傾

Ｊ
線
る
肥
内

く
直
び
に
る

Ｆ

ヽ
の
側
あ

後ヽ
て
内
の

ｏ

は
由
し

味ヽ
す

部
屈
反
は
丸
皇

頸
に
外
部

をヽ

口
形
に
端
し
面

Ｏ O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

O頸部内面以下ヘラグ
ズリ

色
好
好

褐黒
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E591

口径 °
母膏憾量貫甚丸三髯
にのびる。°
で評騒と、肉櫻缶讐量
す。

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

O体部内面ヘラケズリ

色
好
好

褐暗
良
良

調
土
成

色
胎
焼

壷 E592
底径  4.2 部

つ

ｏ

体
も
る

をヽ
び

部
曲
の

底
屈
に

の
い
方

底
強
上

げ
は
斜

あ

へ
て

Ｏ O底部側面及び内面に
指押え

色
好
好

裾茶暗
良
良

調
土
成

色
胎
焼

高

外

E593
°
詣警態祭ピ搬謝逐蔀
より属折して裾部に
到る。

O外面磨滅のため調整
不甥

O内面ナデ

色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E594
0中空で細 身 の脚柱
部。

O外面磨滅しており調
整不明

0内面指押え及びナデ

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

須

恵

器

筑 C595

底径  6.4 °
暫留普〒宴確宅そ菖
台。

一ア
　
　
　
リ

ナ

　

貼

横

　

　

ヽ

土
ハ
　

台

面
　
り
高
デ

勝
　期
研紗

部
整
面
り
け

体
調
底
貼
付

Ｏ
　
Ｏ
Ｏ

色
良
緻

白灰
精
竪

調
土
成

色
胎
焼
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T-28 SD69 出土土器

T-28 SD70 出土土器

器種 器  形 図版番号 法 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

鮒i

器

甕

AⅡ E596

口径 部
く
外
端
を
に
　
の
を

縁
か
や
上
面
坦
　
り
味

口
短
や

。傾
平
　
が
丸

てヽ
を
す
外
ば
　
上

ヽ

後
し
部
出
に
ほ
　
ち
く

曲
反
端
き
か

ヽ
ｏ立
弱

屈
外

引ヽ
ず
が
る
部
は

ｏ

部

びヽ
に
わ
す
め
縁
合
す

頸
は
の
方
は
呈
収
口
度
有

Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

O内外面共横ナデ調整
○頸部外面に指押え

色調
胎土
焼成

色
好
好

裾淡
良
良

AⅢ E597

口径  140 口
ち
外

立ヽ

ヽ
。

曲
て
は
す

屈
し
端
呈

く
立
上
を

鋭
直

面ヽ

は
は
り
る

部
部
が
す

頸
縁
上
傾

Ｏ O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

O晟
馨

外面にハケロ痕

O顕部外面には、日縁
部との折合の際のヘ
ラ先残存

色
ス
　
好
好

褐
醇
着

淡
外
付
良
良

調
　
　
土
成

色
　
　
胎
焼

BI E598

口径  142 °
霧謎ι、占老莞覇千監各
線的に外反してのび
る。

○端部は、内側に肥厚
し、内傾する。

ナ
　
リ

横
　
ズ

土
ハ
　
ケ

面
　
ラ

外
　
ヘ

内
　
面

部
整
内

縁
調
部

ロ
デ
体

〇

　

〇

色
好
好

裾茶
良
良

調
土
成

色
胎
焼

一局

芥

へI
E599

E600

口径  148
18 1

O比較的浅い雰体部で
ほぼ直線的に外反し
てのび口縁端部を丸
く収める。

O外底部は、九味を有
すると思われる。

向
を
　
の
の

方
キ
　
向
６０

横
ガ
　
方
Ｅ

共
ミ
の
縦
く

面
ラ
５９
に
キ

外

へ
Ｅ
面
ガ

内
い
く
内
ミ

部
細
す
部
ラ

体
の
施
体

ヘ

Ｏ

　

　

Ｏ

色調 淡赤褐色
胎± l mln大の

砂粒含有
(E600)

焼成 良  好

器種 器 形 図版番号 法 旦塁 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

姓 AⅡ

E601
1

E610

口径
12 7-16 2 てヽ

　
出
め
収

し
し
　
き
収
に

ｏ

曲
反
　
引
く
坦
る

屈
外

ｏ
へ
丸
平
あ

く

るヽ
方
を

がヽ

丸
は
が
外
端
と
の

は
部
上
は
上
の
も

部
縁
ち
部

もヽ
る

顕
日
立
端
し
る
め

Ｏ
　
　
Ｏ

〇口縁部内外面横ナデ
調整又はハケ調整を
行うものもある。

O頸部外面に指押え
〇体部外面ハケ調整

色
ス
も
　
有
好

褐
面ス
紗
勅
防

茶
外
付
の
細
良

調
　
　
　
土
成

色
　
　
　
胎
焼

E611
1

E613

口径
10 8-15 1

〇頸部の屈曲が小さい
もので、口縁部も、

征:ミ う耳轟ま毒来勇
兌見1夏巌学迫走積廊
るもの。

O口 縁部内外面横ナデ
調整のもの、またハ
ケ調整を施すものが
ある。

8探離介目兵夢弱塞

色調
胎土
焼成

色
好
好

褐淡
良
良

E614
1

E620

口径
12 7-15 2

°
詈甦客綴祟釜習生ふりの度合の甘い丸味
。鳥象を兌季宗た外方
へ引き出し、上端を
丸 く、または平坦に
収めるものであるが
E619、 E620は、端
部の引き出しはなく
上端を丸く収める。

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整。E616E618
は、ハケ調整痕残存

O頸部付近及び体部内

〇冒堰ガな口縁部外面
に、一条のヘラ描沈
線

色調 色
裾
　
好
好

禍
端

淡
又
色
良
良

土
成

胎
焼
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器種 器 形 図版番号 法 量 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

上

師

器

発

1ヽ7

E612
t

E627

口径
10.2-15,8

O頸部は「 く」字形に屈
曲し、口縁部はゆる
やかに外反して立ち
上がるもの、また直
立気味に立ち上がる
もの(E627)が ある。

O端部は、外方へ強く
引し、平 坦 に収 め
る。

O日 縁内外面共横ナデ
調整、E6211ま 口縁
部外面にハケ調整痕
残存

O頸部付近に指押え
○体部外面にハケ調整
O E 626の 日縁部外面
に一条のヘラ描沈線
を廻らす

色
有
好

禍
防

淡
細
良

調
生
成

色
胎
焼

生V
E628

E629

径
径

日

口

13.3
14 0

°
召識し、「古議覇κ界
反して短かく立ち上
がる。

○端部は、外方へ強く
外傾する面をなす。

○口縁部内外面共横ナ
デ調整

〇体部外面にハ打調整

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

生Ⅵ E630

口奮ヨ ll.8 O頸部は「 く」字形に
屈曲、日縁部は弱く
屈折し内反して立ち
上がる。

O端部を外方へ引き出
し平坦に収める。

○口縁部内外面共横ナ
デ調整

色調 淡 裾 色
胎上 良  好
焼成 良  好

生Ⅷ
E631

1

E634

口径
12 0-17 3

縁
が

どヽ
　
き

ｏ

日
合
で
と

ｏ引
る

び
度
の
を
る
へ
め

及
の
も
口
あ
方
収

曲
り
い
受
で
外
に

屈
が
弱
に
の

坦ヽ

の
上
に
か
も
は
平

部
ち
常
ず
る
部
し

頸
立
非
わ
め
端
出

Ｏ
　
　
　
　
　
Ｏ

O口 縁部内外面共横ナ

O贔露斎面及び体部内
面に指押え

O体部外面ハケ調整

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

生� E635

口径 14,5 部
位
が

ｏ出
め

頸
中
な
る
き
収

る
は
み
び
引
に

す
部
ら
の
へ
坦

曲
縁
く
に
方
平

屈
口
ふ
方
外
を

く

やヽ
上
を
端

る
り
や
斜
部
上

ｏ

ゆ
よ
で
ら
端
し
る

Ｏ
　
　
　
　
Ｏ

O口 縁部外面ハケ調整

8禽魯るヨ堺鵠基調整
色
好
好

褐灰暗
良
良

調
生
成

色
胎
焼

甕

E636

口径 124 に
や
び
　
厚
め

拗卿］　卿却

Ｆ

気ヽ

　

やヽ

で
後
湾
　
は
や

部
曲
内

ｏ部

ヽ
ｏ

頸
屈
や
る
端
し
る

Ｏ
　
　
　
　
Ｏ

O口 縁部内外面横ナデ
調整

O体部内面ヘラケズリ

色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E637

口径 135 °
ま:畜ξ指う貧行を
面をなす。

O体部は、球状を呈す
ると思われる。

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

調
土
　
成

色
胎
　
焼

熔窃修些
含有
良  好

E638
底径  30 O上げ底の底部。 O外面磨滅しており調

整不明
色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E639
底径  36 °

興識二手晉ぞ乗上方
O外面ハケ調整
O内面ハケ調整痕残存

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

亜

BI E640

口径 13 7 O口 縁部は「 く」字形
に外反してのび上方ド
においてさらに外反
する。

O端部は、外側に面を
なす。

O口 縁部内外面横方向
のハケ調整後横ナデ
を加える。

色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

F E641 O口 縁部は、短かく上
方にのび、端部は、

O磨滅のため調整不明 色調 淡赤褐色
胎土 良  好
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器種 器 形 図版番号 法 阜皇 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

土

師

器

一霊

外方に屈折して外側
に面をなす。

焼成 良  好

E642

底径  56 °
写受彗で操E勇員身
びる。

○底部側面に指押え
O内面ナデ

色調(外)淡茶褐
色

(内 )黒 色
胎土 良  好
焼成 良  好

/Jヽ

型

丸

底

壷

C E643

口径  64 は
思
ば
　
内
り

ｏ

脚
世
０
る。京
ぃ
場

呈ヽ
し
到
短
ち
収

で
を
湾
に

立ヽ
く

壷
状
内
部
は
に
丸

仰繭
れ、噸脚鎌
維

小
ほ
わ
ま
口
湾
端

Ｏ
　
　
　
　
Ｏ

○日縁部内外面、肩部
外面横ナデ調整°
塞習恒浮走浅欅

土組
色
好
好

褐淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

D E644

口径 O小型の壷で、口縁部
はわずかに受口状の

者軍二宮豪鷺拿碁彙
方へ引き出す。

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E645

E646

や
開
４

る
に
に

ｏ

ゆ
状
位

つ

り
字
中
穿

よ
ヨ

をヽ

根

ハ
で
孔

付
Ｆ
の
円

部
に
も
の

脚
か
く
個

Ｏ 〇外面ハケ調整
○内面指押え及びナデ

色 調

僻ω帥̈
坤］

胎土
焼成

一局

外

E647
°露言鍵彿己増鵠倖程
部を付すもの。

がまし
ズ
え

ケ
押

ラ
指
存

へ

残ヽ

面
面
目

外
内
り

〇
〇

色
好
好

裾淡
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E648
嵐径 167 に

を

　

ｏ

状
端
　
つ

字
下
　
穿

ｕ
で

ｏを

ハ
部
る
孔

Ｆ
裾
め
円

く
る
収
に

き
が
く
部

大
広
丸
裾

Ｏ
　
　
Ｏ

〇外面ナデ
O内面ハケ調整後ナデ

色
好
好

褐暗
良
良

調
土
成

色
胎
焼

E649
1

E651

Oおだやかに「ハ」字

む署景と急核B啓ヨ
O虫
浄髭七冶み高究を

穿つ。

°
尼

'(歩

弱墾殻3雀審
めるが、ナデを加え
ている。

O E 649の 内面ハケ調
整、他指押え

色
好
好

褐淡
良
良

調
生
成

色
胎
焼

E652
1

E656

柱
裾
　
化四期。辞ｏ

筒
折
す
は
る

祭

ヽ
屈
謝
６５６
一

細
部
部
Ｅ
し

Ｏ
　
　
　
Ｏ

O外面縦方向に細いヘ

ラケズ リ。E652、
E653は 、 ハケ調整
後ヘラケズ リを加え
る。

o賽
嘲 か絲

ナ

色調

挫ω囀髄中
胎土

器

台

A
E657

E658

口径  85 °
兵馨橙譲g三8環昼
して立ち上がる。

O E 658の 日縁部立ち
上がりの度合は甘く
丸味を有する。

O端部を丸く収める。

O E 657の 受部内外面
に細いヘラミガキ

O E 658磨滅のため調
整不明

色
の
色
０
好
好

鰯
くＥ６５
細
い

良
良

調
　
　
　
土
成

色
　
　
　
胎
院

須

恵

器

芥

　

身

C659

口径  135 °
務盈春森暮綴亀章修
丸く収める。

O内外面共回転ナデ調
整

色
良
緻

白灰
精
堅

調
土
成

色
胎
焼

-116-



T-28 Sn3 出土土器

器種 器 形 図版番号 法 旦
皇 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

上

師

器

甕 AI E660

口径  17.0 Oaョ

:ξ二と言ョζ
OttΞ

蔦警専亀卍晟邊
る。

〇口縁部内外面共横ナ
デ調整

O体部外面ハケ調整

色調 陪 褐 色
胎土 細砂多量

含有
焼成 良  好

T-28 ビツ ト内 出土土器

器種 器 形 図版番号 法 量 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

古

式

上

師

器

甕

AI E661

コ径 14.8 °
尋]島學3光二零啓
る。

O口 縁部内外面共横ナ

O曇覇詩外面に指押え

調
生
成

色
胎
焼

冷庭暑
良  好

P-21

Al E662

口径 13.0 O 眈跡
邸　個
墜

曲

ちヽ
　
強
平

屈
は
立
　
へ
を

氷脚
Ⅸ　
妨酬
。

鮒後、口伽る。睡報嘩
O

O口 縁部内外面共横ナ
デ調整

〇頸部付近及び内面に
指押え

色
有
好

褐防
淡
細
良

調
土
成

色
胎
焼

P-7
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J                            5M

W3彗言η【籍::4ケ|::4:圭 :g,92.00M

Sec② SK19東 壁断面図

T-24 平面 。断面実測図

Sec③  SK20東 壁断面図

91.90M 92.00M4L杉タフララララ易ラフラ″そ!F
①暗灰褐色砂質粘土層
②黒灰褐色砂質粘土層

④暗灰色粘質土
④淡灰色砂質土
○黒色砂質粘土層

堕十二正翠堅―卓M轍‖
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SD59           もりうも

M

Sec① SD63東壁断面図 Sec② SK21北 壁断面図
Sec③ SK22西 壁断面図

①黒褐色粘質土(礫を含む)

②暗黄灰色粘質土
⑥暗灰褐色粘質土
④暗灰色砂質土
⑥暗白色砂質土
⑥暗灰色砂質土(礫を含む)

a淡灰褐色砂質土(礫 を含む)

b淡灰褐色砂質土
b黄灰褐色砂質上
c暗灰色砂質土
d暗灰褐色砂質土

e灰 白色砂質土

①黒褐色粘質砂層

②量侯婁雹縁魯
ぼく③は最も粘質性③は最も黄灰色である

③璽藁詔擢託基筋発多鳥男覇
の混入土層)

べ Lス 留 鶏

一 時 的 な混 入土

②茎弓覇r嬰場否彗毯盆豊輩登1彬
い

b. Cは やや灰色がかる
③灰黒色粘土層
④基調は黄灰青色砂層

と亀望智路身弦す
がかり、4-eは灰黒

T-25 平面・断面実測図
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SMl東濤北壁断面図

PL.88
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91.80M

Sec②
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91.80M

W
γ-     9180M

MK ST-lo

②黒灰褐色泥砂
③淡灰色砂質土
④暗灰色砂質土
⑤淡灰褐色泥砂

①暗茶灰色泥砂  ④茶灰色粘質土
②暗茶灰色粘質土 ⑤暗灰褐色粘質土
③茶灰色砂泥   ⑥黒灰色粘質土

3M

①暗茶灰褐色粘質上 ④淡灰福色泥砂
②灰福色粘質土   ⑤暗灰色砂質土
③黒灰色泥砂

Sec④ SMl西濤南壁断面図

i9L蒜υ蒻ヲ件
①暗灰色泥砂 ②黒灰色泥砂

Sec⑤ SMl南濤西壁断面図

9180Mどと

①暗灰色泥砂
②黒灰色泥砂
③暗灰色砂泥
④暗灰褐色泥砂
⑤黒灰色粘質土

ST-lo
SD―

⑥暗灰青色粘質土

SD66南 壁断面図

T-26 平面・断面実測図
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Sec① SD67北壁断面図 SeC② SD68西壁断面図 Sec③ SD68西壁断面図 SeC④ SM2南溝西壁断面図 Sec⑤ SK25 Sec⑥ SK26南 壁断面図

―
貶 刊浄        

上

①黒褐色粘土層 ②暗黒褐色粘土層
※①において炭化物を多く含む

92.00M 上 ⊥
9と00Mi珍

易蒻%絡・
9と 00M⊥

珍易易影窄
二9と00M~

:僧
土層

    3重 長婚雹疑望者
層        ①,暗黒灰褐色粘土層           

①暗黒灰褐色粘土層
①
②

暗灰褐色粘土層
暗灰黄色粘土層

※①において上器片及び

④兵箋留急皇虐(べ_ス
)

※①、②に炭化物を含んでいるが
②の方が激しく含んでいる。

④ 灰黄色粘土層(ベース)

5M
8悟蜜戻籍琶難圭層

8菫震否籟呈僧
土層

T-26平 面・断面実測図
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T-1西 壁断面図

S

9080M

② a.責灰褐色砂質粘土層
(と ころによって、b層 中に
自然落込状に存する。)

b.責灰色砂質粘土層
淡灰責

が密 )

8罐鶴提(lth)
②―d灰黄色砂質粘土層 思綴筵発曇要晟り)

T-2東 壁断面図

T-3西 壁断面図

T-4東 壁断面図

T-5西 壁断面図

マンガン
Ｎ

一
Ｍ∞

⑮淡灰褐色砂質土
@灰黄褐色砂質上
⑬黒褐色粘質土
⑩黒灰色粘質土
④黄灰褐色粘質土
④暗灰褐色泥砂

土
上
土

質
質
質

砂
粘
粘

色
色
色

剛
廟
廟

鎚
鎚
鱗

S

91 1XIM

SD7・ SD8

①黒灰色砂質土層(耕土)⑫暗灰色泥砂
②暗責褐色粘上層(床土)①暗灰色砂泥

8選響戻鱈を確量管
土層

 8坂疫棗輻包提稼
土器片多数含有

⑤暗黄灰褐色粘土層   ④暗黒褐色粘土層

8層重蟹侯箔巷辱土層  8藝贋糧包線著星 }土
器片多数含有

⑥黒褐色粘土層     ②暗茶灰褐色砂質土
◎晴灰青色粘土層    ④暗灰茶褐色砂質土
⑩暗責灰青褐色砂泥   ⑮暗黒灰青色粘質土
〇暗黄灰青褐色粘土層  ②暗黒青灰色粘質土
@暗灰褐色泥砂     ④暗灰青褐色砂質土
⑬淡灰褐色粘土層    〇暗黒灰褐色粘土層
⑭暗灰茶褐色粘土層   ⑩暗黒灰色粘土層
〇淡灰色砂質上     ①暗灰青褐色粘土層
⑩暗灰色砂質上

Ｎ

一
ＯＭ

SDll ①耕 土

霰蜜兵弩矯
辮 良暫辱査圭

思扇祭篇笹慈景

(炭化物 多量含 )
⑨暗淡灰茶褐色粘土 〇

罷犠儲 ⑬鶏縣:堤

S

91 50M

中 抑 ψ ~i而
T-1～ T-5 断面図



T-6西 壁断面図

T-7西 壁断面図

T-8西 壁断面図

T-9西 壁断面図

SD20

T-11西 壁断面図

①黒灰禍色粘土層
②暗灰黄色弱粘土層
③暗責褐色粘土層(床土)

④暗黒褐色粘土層(Fe03の 沈着あ‐り)

⑤暗灰褐色粘土層

① 耕上、暗灰青色砂泥
② 黄灰白色粘質砂土
③ 暗責灰色粘質土
④ 暗黄灰褐色粘質上

淡灰黄色粘土層  ｀

) ⑦淡青灰色砂層

SD21

耕土層
黄灰 白色粘質砂層 (層 中さらに上・中・下

と細分 され、上・下は責灰色 を呈 し、中

層は灰 自色 を呈す。)

黄灰黒色粘土層 (マ ンガンの沈着が、

黒斑状に存す。)

黄灰色粘土層 (やや全体に掘 りす ぎた

鍵祭譴、都 翁謂華ガイをと憲尋
ある。より下層に移ると黄色が減じ灰

涙繋とRこ混入されなくな櫛

PL。 92

Ｎ
一

Ｎ
一

S

92.,OM
Ｎ
一

SD17 I黒灰褐色砂質粘土層
H黒 灰色砂質粘土層
III黒青灰色粘質砂層
※ I.H.Hlに おいて上器片を含み
炭化物は見 られない。

S

91.90M

Ｎ
一

S

91.80M

⑤―ロ

⑥ 淡黒灰褐色ス クモ弱粘土層ノ

① 暗灰色粘土層(耕土層)

② 暗灰黄色粘土層
③ 暗黄褐色粘土層
④―イ.黒褐色粘土層

口.黒灰褐色粘土層
ハ.黒灰青色粘土層
二.淡黒灰青色粘土層

⑥―イ. 黒灰褐色粘三ヒ層

目lsD-2

口.黒灰色粘土層
ハ.暗黒灰褐色粘土痴
二.淡黒灰青色枯土万

⑥ 黒色粘土層
⑦ 淡青灰色砂層

土器片が多く―イ、⑤―口に※⑤ -1、 ④
含 まれ て い る。

― §勲鍾襲三:潔三昇
④ 淡黒灰褐色粘土層

ЮM

一

③ 黒灰色粘質砂土

§雷民:髯8三

§は:ミ子::i身与ξ:籍 1頼§審

暗黒褐色粘土層

T-6～ T-11 断面図
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T-15西 壁断面図

⑥
a層

る最窺輩哲鉾習頂説る陥没床生?)

S

92.I〕OM

①耕土層
②床±1(黄灰褐色砂質土層)

⑥床±2(責褐色粘土層)

④黒灰褐色粘土層(い わゆる包含層であるが、
遺物の混入はわずかである。上部数Cmに Mn02の

⑤灰褐色粘土層(い わゆる地山で、一部
砂質化をつよめる箇所あり。)

レベルが低い箇所で顕者

T-15 断面図



N
8露優異笹蓬星鮮・ )

8驚戻雹範圭号(床■)

⑤黒福色粘上層(選物含有)

PL。 94

⑥~―  SD39

．Ｎ

一
ＯＭ

T-13東壁断面図

T-16西壁断面図

②_a②生b②上c

⑦暗灰青色砂質粘土層
③黒褐色砂質粘土層

T-17西 壁 断面 図

T-18西壁断面図

T-19西壁断面図

色粘土層
暗渠排水痕

⑤―イ 暗黄灰得色猫■層

S

91 60M

①
②
　
　
　
③

耕土層
a 灰普色砂層
b 淡灰褐包砂層
c 灰褐色砂層
d 灰黄色砂層
黄色粘土層

④ 灰黄色砂質粘土層
(マ ン〃ンの沈着が累斑状に有する)

⑤ 黄黒偶色粘主層
⑥薫灰色砂層(ス キ跡)

③ ―

⑦ 淡灰黄色粘土層
⑦―イ 暗灰色砂質土層

口増灰色粘上層
ハ 黒灰色粘土層
二 暗灰色粘■層

⑥―イ 暗黒黄褐色猫土層
口 黒褐色粕土層
ハ 黒灰褐色43■層
二 晴黒灰褐色猫土層

③ 暗黒灰偶色粘土層
① 暗黒灰色粘土層

冦祭亮婁整罷留
部期月
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暗 灰 褐 色 粘 質 土 §言客℃塾§三葵ag雲曽:層 T-26 西壁断面図
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T-20～ T-21、 T-24～ T-28断面図
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